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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　じりじりとした空気がイオを追いつめる。

「さあ、今日もこの時間がやって参りました」

　卑ひ猥わいな存在が明るい声でイオを追いつめる。

「うう……」

　イオは唸うなる。唸るしかない。

　助けを求めようにも、これは機き士しであるイオの義務が関係しているので、最終的には彼女の力に頼たよるしかない。

　だが、改善することはできる。義務である部分のみを履り行こうさせ、彼女の趣しゆ味みの部分を排はい除じよすることはできるはずだ。

　できると信じていまも戦い続けている。

　だからこそ、イオの目はドアに向けられる。

　防音効果も万全で、気密性にも優すぐれたこの空間ではどんなに大声を上げても外には聞こえない。

　だからこそ、ドアに可能性を求める。

　そのドアを開け、あるいは誰だれかが開けて、彼女を止めうる人物が現れてくれる可能性を求めてしまう。

「ふふふふふ、鍵かぎをかけてあるから」

「なっ」

　彼女……ラマナの言葉にイオは絶句する。

　ラマナは背が高くスレンダーな、いわゆるモデル体型の美人だ。

「美人なのに、なんでそんなに性せい欲よく魔ま人じんなの？」

　苦し紛まぎれに、イオはそう呟つぶやく。

　もちろん、そんなことで動きが止まるラマナではない。

「性欲が強いのに美人かそうでないかなんて問題ないじゃない」

　イオの疑問にラマナはにやにやしながら答える。

「イオくんの言葉を逆転させて極論すれば、ブサメンには○○○おっ立てる権利がないってことになるけど？」

「いや、そういうことではなくて」

　ああ、ラマナの術中に嵌はまってる。そう感じながらも、イオは彼女の言葉を否定する。それよりも女の子が○○○なんて言っているのに動じなくなっている辺り、イオもラマナに毒されているのかもしれない。

「そうじゃなくて、ラマナは美人なんだから、なにも僕みたいなの相手にしなくてもイイ男が捕つかまえられるんじゃないって」

　たとえば……イオは一人のクラスメートのことを思い浮うかべる。あれだけ美形なら人生は違ちがってるんじゃないかと思えるぐらいに美形なクラスメートがいる。だが、彼は彼でなかなか苦労していそうだけれど。

「それなら、なにも問題ないじゃない」

　ラマナは笑えみをニッコリに変えた。

「え？」

　油断した。

　その瞬しゆん間かん、ラマナは獲え物ものの隙すきを見つけた肉にく食しよく獣じゆうに変化した。あっという間にイオとの距きよ離りを詰つめ、腕うでを取り、足を払はらう。

　ぽーんと投げられた。

　そして落とされる。背中に痛みはない。彼女の体術は達人並にすごいのでそういうこともできてしまう。

　落とされたのは、いつものマットの上だ。

　逃にげる暇ひまもなく、イオは馬乗りされてしまう。

「イオくんは、自分が何者かわかってる？」

「ええと……機士だけど？」

　だから、いまも戦せん闘とう後のメンテナンスのためにこんなことになっている。

　いや、こんなにも貞てい操そうの危機を感じるのはラマナが悪いのだけど。

「そう、機士」

　ラマナがまたもニッコリと笑う。

　この笑みは、にやにや笑いよりもやばいなとイオは気付いてしまった。

「世界に数えるぐらいしかいない超ちよう稀き少しような素質の持ち主。機士となったイオくんのためなら世界政府はたいがいの望みを叶かなえてくれる。顔だってもちろん悪くない。もちろん、性格も優やさしくて申し分ない」

「あの……ラマナ？」

「こんなイイ男が他ほかにいると思う？」

「あははははは……」

　褒ほめられて嬉うれしくないわけがなく、しかしだからといっていまここにある危機をそのまま受け入れるわけにもいかず、かといってラマナの寝ね技わざから抜ぬけ出せるわけもなく、イオはいつも通りに万事休すの状態になっていた。

「さあ、覚かく悟ごしてあたしに思うさま抜かれてしまいなさい！　気持ちよくしてあげるから！」

「いーやーだー」

　プシュー。

　そんなやりとりをしているところでそんな音がした。空気が抜ける音だ。

　それとともに、ドアが開く。

　その向こうには全すべてを予見した冷たい表情のニルファがいた。

「鍵はしたのに！」

「全部屋のロックはコントロールルームで解除できます」

「そんな」

「あたりまえです」

「プライバシーはどこにあるの！」

「軍の備品にそんなものはありません！」

　ラマナの訴うつたえを毅き然ぜんと跳はね返すニルファからは頼たのもしさがこれでもかというほど溢あふれていた。

　しかし、委員長然としたニルファの登場でラマナがすぐにおとなしくなるわけもなく。

「しかたないなぁ。じゃあ、ニルファも混ざる？」

「ラマナ！」

　ニルファの怒ど声せいがメンテナンスルームに充じゆう満まんする。




　今日もまた世界の平和とイオの貞操は守られた。







　01　碑ひと壁かべ・壱いち







　例外を除けば、休日のイオの過ごし方は決まっている。

　訓練だ。

　いつもの時間に目覚めて朝食を済ませて、訓練となる。

　訓練メニューはそのときどきで変へん更こうされもする。

　今日は座学から始まった。

「今日は、魔ま法ほうの復習から始めたいと思います」

　そう言ったニルファはメガネをしていた。視力は悪くないのだが、学校に通うときにはメガネをしている。勉学をしているときにはメガネがあった方が集中できるのだという。

　いまは講師役のはずなのにメガネをしているのは、どういうつもりでなのか。

「要はコスプレよ！」

　いつだったか、ラマナがそう言っていたのを思い出した。

「自分の役割を設定するのに必要だってことでしょ。形から入って気持ちをその形に合わせていくってやり方」

「ふむふむ」

「だからさ」

「うん」

「ニルファは形から入ってなりきっちゃうタイプってことじゃない？」

「まぁ、そうなるかも」

「なら、エロい服着せたりしたらけっこうすぐにいけちゃうかもね」

「どこに!?」

「やーねー、それを言わせるのは野や暮ぼよ」

　そんな会話を思い出してしまった。

「思い出すんじゃなかった」

　ニルファに気付かれないようにぼそりと呟く。

「なにか？」

「なんでもないよ！」

　ギロリと睨にらまれて、イオは居住まいを正す。

　視線がいつもよりもきつい気がする。なるほど、講師になりきっている。

「それでは、魔法とはなにかを、言ってみてください」

「ええと……」

　イオは教導団で教えられたことを思い出す。

「世界の法則の結けつ晶しよう……だったかな？」

「そうです」

　ニルファに頷うなずかれて、イオはほっとした。

「一つの事象は、本来、それ単体では成り立ちません。火という事象には燃え続けるための燃料が必要ですし、扇あおいで起こした風は、扇ぐことをやめれば止まってしまいます」

「うん」

「ですが、魔法だからといって事象の因果を無効にできるわけではありません。ただ、必要な因果をすり替かえることができます。その、すり替えるものというのが人間の精神や体内で発生されるエネルギーです。マナやオド、プラーナなど様々な呼び方をされていますが、護法官の間では魔力で統一されています」

「うんうん」

「その因果のすり替えを行うために必要なのが魔法陣コードや呪じゆ文もん、あるいは一定の動作や儀ぎ式しきとなります。それらは現在、技術革新によってこのタブレット一つで完結するようになりましたが」

「それって、けっこうすごいことだよね？」

　イオはニルファの手元にあるタブレット型端たん末まつを見て言う。クリップボードほどのサイズのそれは、イオが持っているタブレットと外見的には違いがない。

　ニルファは他ほかにもケータイサイズのものも持っている。

「そうですね。機き士しが確立されるまでの魔法は前時代からそれほど発展はしていなかったという話を聞いています。一部の科学者とはそれ以前から色々と試みていたという話も聞くには聞きますが、現在の形にまで発展できたのは機士の存在が大きいかと」

「そっか……」

　人の危機意識が、歴史に埋まい没ぼつしそうになっていた魔法を人類の切り札を完成させる技術にまで昇しよう華かさせた。

　そう考えれば複雑な気持ちになる。

「では、魔法が発生するまでの流れは説明できますか？」

　イオの表情に気付いてか、そうでないのか、ニルファは話題を少しずらした。

「え？　それは……」

　イオは慌あわてた。

　魔法とはなにか、それが機士の戦いにおいてどういう役割を果たすか、そういう話は教導団の先生たちから聞いた覚えはある。

　だが、いまニルファに聞かれたようなことは教えられていない気がする。

（あれ、もしかして聞き逃のがしてたのかな？）

　そんな風に不安になり頭を捻ひねってみたが、やはり思い出せない。

「えと……わからない、です」

　諦あきらめて、イオは白旗を掲かかげた。

「では、説明しますね」

　予想して身構えていたのに、ニルファの叱しかり声も睨みもなかった。

　肩かた透すかしの気分で、イオは説明を始めるニルファを見る。

「魔法を行うための儀式は、たとえば火を熾おこすだけでもかつては様々な方法が行われていました。ですが、内面で行われている手順というものに違ちがいはありません」

「ないの？」

「はい。必要なのは法則へのアクセス権取得のためのキーを得ること。そしてアクセスした際の精神の有り様です」

「つまり、見た目は違っても、やってることは同じ？」

「そういうことです」

　イオの言葉が正解だったようで、ニルファはにっこり微笑ほほえむ。そんな風にされるとやはりうれしくなるし、照れる。

　ニルファは人に教えるのに向いているのかもしれない。

　それともこれも、メガネの、ラマナが言うところのコスプレの効能なのだろうか？

「問題なのはイマジネーションです」

「想像力？」

「そうです。魔法というのは、つまるところ自らの想像したものを世界に訴えかけて実現させるという行こう為いです。ですので、自分がなにを行いたいかをはっきりと頭の中に思い浮うかべなければなりません」

「なるほど」

「そういうわけですので、今日の午前はイマジネーションの訓練をしたいと思います」

「え？」

　いきなりの言葉に、イオは首を傾かしげた。

「でも、それって魔法使いになる人に必要なことなんじゃないの？」

「ええそうです。ですが、竜りゆう圏けんでは機士は常に魔法を使っているのに等しい状じよう況きようです。それなら魔法使いと同じようにイマジネーションを鍛きたえることも必要なのではないかと」

「ふうん」

　一理あるような気もする。

「でも、そんな訓練は、教導団ではやらなかったよ」

「はい。教導団から試験的にやってみてほしいという要よう請せいを受けまして」

「へぇ」

「あの……嫌いやなら拒きよ否ひすることもできますが？」

「いや、いいよ。やろう」

　そう言うと、わずかに不安で揺ゆれたニルファの表情が綻ほころんだ。




　食事と休きゆう憩けいを挟はさんで、午後からラマナとの訓練となる。

「ふうん、それで、なにしてたの？」

　護法官の中で基き礎そを担当するラマナとの訓練となると、やはり肉体鍛たん錬れんとなる。

「え？」

「想像力の訓練」

　軽い感じで聞いてくるが、この間ももちろん体を動かしている。

　いまは、組み手をやっていた。

　左手の甲こうの部分を重ね合わせた状態からの投げ打ち蹴けり有り急所狙ねらい禁止で、甲が離はなれた状態で床ゆかに倒たおれた方が負けというルールでの格かく闘とう訓練だ。

　面めん倒どうなルールだが、超ちよう接近戦での動体視力と肉体構造を熟知することを強しいられる。

「えっと、リンゴとか」

　こんなことを言いながらも、相手を摑つかもうと動くお互たがいの右手を牽けん制せいし合っている。

「うわっ、なにそれ」

　ラマナが顔をしかめる。イオはにやりと笑った。牽制で放った足蹴りでうまくラマナの足を引っかけることができたのだ。

　ラマナが顔をしかめたのは、そのせいだと思った。

　体勢の崩くずれたラマナを投げようと、襟えり首くびを摑みにかかる。

　だが、それが罠わなだった。

　勢いよく伸のばした右手が摑まれる。イオは自分の勢いを利用されて全身を引っ張られる。イオの体は体重がないかのごとくに足が浮き、回転し、気が付けば床に叩たたきつけられていた。

「もちろん、そこで言ったんでしょ？　あ、このまま抜ぬけ出してね」

　気が付けば、ラマナはイオに馬乗りになっていた。

「な、なにを？」

　問い返しつつも、イオは抜け出すために四苦八苦する。力任せにラマナを持ち上げようとしてもダメで、うまく体を曲げて、後ろから足でラマナを蟹かに挟ばさみにしようとしてもうまくできない。

　ただでさえ、馬乗りになられると為なす術すべがないというのに、ラマナは絶ぜつ妙みような位置を維い持じするので、本当に手も足も出なくなる。

「そりゃ、もう。『お前のそれがリンゴサイズかよ！』とか」

「なにが!?」

「そんなの、決まってるじゃない」

　たしかに言われなくてもわかる。上と下で力比べをしながら思う。

「ここよ」

　いきなり、ラマナの力の方向性が変わった。押し合っていたのが、いきなり引かれたのだ。

　手首を摑まれ、引かれる。

　引かれる先は、ラマナの胸だった。

「ぎゃあ！」

　すんでで押しとどめることに成功した。

「なんで、『ぎゃあ！』よ」

　イオの態度が気に入らなかったのか、ラマナがさらにぐいぐい引っ張る。

　押し合いが、いつの間にか引き合いになってしまった。

「なに？　リンゴほどもないとか言いたいわけ？」

「そういうことじゃなくて……」

「なら、触さわって確かめろ！」

「人の話を聞けー！」

　わかってはいても叫さけんでしまう。こうなったラマナは人の話を聞きはしない。

「まったく失礼よね。女が触っていいと言ってるのに触らないってどういうこと？」

「ぼ、僕にだって守りたいものがある！」

　それがなんなのか、実はイオ自身、よくわかっていないけれど。

「まーたまたぁ」

　ラマナはそんなもの、まったく信じてくれない。

「こういうのは、一回経験しちゃえば案外なんでもないらしいよ？」

「そ、その言い方、ラマナだって経験ないだろ！」

「ふふうん？　そう思う？」

「思うね！」

　本当はわからないけど、言い切れば勝ちだ！

　そう信じて、イオは強気で押しきる姿勢を見せる。

　ラマナが変な笑い方をした。頰ほおを蕩とろけさせそうなそんな笑い方だ。

　あ、失敗した。

　そう悟さとったが、もう遅おそい。

「それなら、イオくんがあたしの初めてを持ってくわけだね」

「い、いや……」

「いやなの？」

「いや……そういうんじゃ……」

「じゃあ持ってけ」

「だーかーらあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「隙すき有り、えい！」

　ふにゃん。

　柔やわらかかった。

「おめでとう！」

「なにが!?」

　ちょっと泣きたくなった。




　そんなこんなで、なんとかかんとかラマナとの時間も終しゆう了りようし、その日の訓練は終わる。

　訓練は終わるが、機士としての責務が全部終わったわけでもない。

　自室で魂たましいを抜けかけさせていたイオは、ユユに呼び出されて彼女の部屋にお邪じや魔ました。

　部屋というよりは工こう房ぼうと呼びたくなるような空間が、ユユの私室だ。

　また実際、彼女はここでイオの武器や防具を作っているのだから工房と呼べなくもない。

　相変わらず、ゴシックな服装に身を包んだユユは静かに作業机の前に佇たたずんでいた。

「いらっしゃい」

　出てくる声も小さい。

　彼女は初等科の上級生という年ねん齢れいだが、その中でも小さな方だろう。

　そんな小さな手の細い指が作業机の上で忙せわしくなく動いている。小さな金属片を、これまた細い金属糸で組み合わせるという作業を延々と続けている。

　見ているだけで肩かたが凝こってしまいそうだが、こうして出来上がったものが、あの変へん幻げん自じ在ざいの武器だったり、学校の制服のような防具となるのだから、彼女には頭が上がらない。

「それで、なんの用？」

　ユユの静けさに反して、部屋自体はごちゃっとしている。装具に使われる金属片や道具類が散乱しているし、彼女の手伝いをしているドールと呼ばれる自動人形たちが動き回っているからだ。

「うん……」

　ユユは作業の手を止めると、端はしに置いてあった箱を引き寄せ、イオのいる側そばに滑すべらせた。

「おとと……」

　うまく止まらなくて落ちそうになったのを、イオは受け止めて机に戻もどす。いつもは無表情なユユが不満そうに少しだけ表情を崩した。

「着けてみて」

　そう言うからには装具なのだろう。イオは箱を開けてみた。

　中には籠こ手てが入っていた。

　いま使っているものよりもややゴツイような？　いや気のせいだろうか？

「どう？」

「ちょっと、よくわからないかも。厚くなった？」

「わからないならいい」

「う。ごめん」

「違ちがう。目標達成できてるからいいってこと」

「え？」

「重量バランスを変へん更こうせずにパラメーターを変えたかったの」

「へぇ……」

　と、あいづちを打ったものの実はよくわかっていない。

「えと……それってすごいの？」

「知らない」

　気分を害した様子もなく、ユユは元の無表情で首を振ふった。

「でも、慣れた感じがなくなるのは嫌でしょ？」

「そりゃあ、ね」

「なら、これでいい」

「あ、うん」

　ぽつりぽつりと話す間に、ユユの手がまた動き始める。

「それは、なに作ってるの？」

「予備」

「予備？」

「この前みたいに、装具が壊こわれて動けなくなるとかだめだから」

「あ、なるほど」

　ユユが言っているのは、同じ機士で双ふた子ごの弟のラウを助けるためにやったあの戦いだろう。ラウは装具が壊れて身動きができなくなったために、あんな窮きゆう地ちに陥おちいってしまった。

　もちろん、イオは装具が壊れただけで身動きがとれなくなったりはしない。あれは、ラウだからこそそうなってしまったという面がある。

「現場ですぐに装着できるのを作れるか、試してる」

「へぇ……」

「…………」

　作業に集中し始めたのか、ユユは完全に口を閉とざしてしまった。

　こうなってしまうと、イオはどうすればいいのか。

　足あし下もとではドールたちが動き回り、作業机に必要な金属片や道具を運んでくる。どうやって指示しているのかわからないが、いまのところ余計なものを運んできたということはない。作業机に置かれたものを、ユユはさっととってはめ込み、あるいは縫ぬい付けていく。

　立ち尽つくしてなにもできていないのはイオだけだ。

「えっと……もう帰っていい？」

　そう聞いたとき、ユユが少しだけ顔を上げ、イオを見た。

　まだいたの？

　その目がそんな風に言っていそうで、イオは少しだけ傷ついた。
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　そんな休日も夜になれば一人の時間がやってくる。夕食を済ませ、風ふ呂ろに入って自室に戻ってしまえば、明日あしたが来るまで自由だ。

　リモコンを拾ってテレビの電源を入れつつ、イオはベッドに腰こしかけた。学校の宿題は午前の内に済ませている。こんなときは、真ま面じ目めなニルファの存在がありがたい。

　身軽な気持ちでベッドに転がり、イオはぼんやりとテレビを眺ながめていた。

「は～疲つかれた」

　なにかして遊ぼうという気分にならない。
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　それに、この部屋には遊ぶためのものは特にない。雑誌はいくつかあるが、もう読んでしまっている。

　以前に集めていた趣しゆ味みのものをまた集めようという気にもならない。

　故郷を失ってから、趣味と呼ばれるようなものに興味を失ってしまった。マンガ雑誌も時間を潰つぶすために読んでいるような気さえしている。

　まずいなーと、思わないでもない。

　この、自分の中のなにかがそげ落ちている感覚が、だ。

　実際に、イオは色んなものを失ってしまっている。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくによって故郷を失い。唯ゆい一いつ残った家族である双子の弟とも、お互たがいに機き士しになってしまったために直接は会えない間あいだ柄がらになってしまった。

　それでも、手に残ったものは大事に守ろうと思っている。

　だが、それだけでいいのだろうか？

　テレビでは、今日のスポーツの結果を流している。それをぼんやりと見つつ、彷徨さまよう思考を追いかける。

　考えてみれば、ニルファやラマナの訓練はありがたい。機士として当然の義務ではあるのだけれど、それをしている間はこんなことを考えなくてもいいし、実際に考えたことはない。

　明日も休日だから、訓練三ざん昧まいだな。

　眠ねむ気けが全身に回り始め、イオはテレビを消そうとリモコンに手を伸のばした。

　モニターの中ではスポーツニュースが終わり、次のニュースが流れ始めていた。

「来週完成予定の～～」

　そんな声が聞こえ、映像が映し出される。

　イオの眠気が吹ふっ飛んだ。




　聞きたいことがあればニルファに。

　彼女が聞けば怒おこるかもしれないが、なんとなくだがすでにそんなイメージがイオの中にできていた。

「ああ、そのニュースですか」

　翌朝、イオはニルファに昨夜のニュースの話をすると、予想通りに彼女はそのことを知っていた。

「コーネリア市が、最も多くの避ひ難なん民みんを受け入れたという話ですので、この市に作るのが妥だ当とうだろうということでだいぶ前に着工されていましたよ」

「ぜんぜん知らなかった」

「イオさんは機士になるために教導団に入っていましたから、知らなくてもしかたありません」

「そっか……」

　ニルファがタブレット型端たん末まつを操作して該がい当とうの記事を探し出してくれた。

　イオはそれを受け取り、じっくりと見る。

　慰い霊れい碑ひ。

　その文字が、まず目に付く。

　ミズドア市被ひ災さい者慰霊碑がこのコーネリア市に作られるというのだ。

　慰霊碑には確かく認にんされているだけの被災者の名前を刻むのだという。

　それはきっと、何万人という数に上る。

「見に行かれますか？」

　こちらの気分を察して、ニルファがそう尋たずねてくる。

「そうだね」

　イオは、とりあえずそう言った。

　それは、否定でも肯こう定ていでもない。曖あい昧まいな言葉だった。

　その日も外出する予定がなかったので、昨日と同じように訓練で一日を過ごした。




　その夜。

　昨日と同じように疲れた体をベッドに投げ出して、イオは手にしたものを眺めた。

　眺めているのはケータイだ。通話履り歴れきから一人の名前を表示させる。

　ラウ・オリベと表示されている。

　しばらく悩なやんで、イオはケータイを枕まくら元もとに放ほうり投げて眠った。
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　休日が終わり、また一週間が始まる。

「よう」

「おはよう」

「よそ見すんな」

「ぐはっ」

　クラスメートのジョイが、サイカに怒られていた。

「どしたの？」

「宿題やってないの、こいつ」

　イオの質問にサイカが呆あきれた顔で答えてくれた。

「なんか、どっかのスーパーでウドン祭りやってるからって」

「おおそうさ！　聞いてくれよ」

「うるさい、さっさとやれ」

　ウドンの言葉でジョイの表情がぱっと明るくなる。とんでもない美形のジョイがそんな顔をしたらたいがいの女の子は腰こし砕くだけになってしまいそうだけれど、サイカは冷静にジョイの顔を机に向けさせた。長年幼おさな馴な染じみとして付き合っていれば、この美形パワーも通用しなくなるのだろうか。

「写させてやってるんだから、感謝して先生が来る前に終わらせなさい」

「へーい」

　ジョイの邪じや魔まをしては悪いと、イオは静かに席に着いた。ニルファとラマナはもう席に着いている。

　ラマナの回りにクラスメートたちが集まっている。開けっぴろげな性格が幸いしてか、ラマナはクラスの人気者だ。

　もしかしたら、以前にサイカたちを騒そう動どうから助けたのも関係あるのかもしれない。ニルファは我関せずの顔で授業の支し度たくをしている。

　ニルファはクラスの役員を決めるときにクラス委員長に任命されるのを免まぬかれて、心の底からほっとしていたようだった。

　似合いそうだし、適任だとは思うのだが、ニルファはそう思われるのがむしろ不服なようだ。

「いまは他ほかにやることもありますので」

　なんて言われれば納なつ得とくするしかない。

　そしてイオは、唯一の友人であるジョイが忙いそがしくしているので、ぼんやりと朝のホームルームが始まるのを待つしかなかった。

　そしてこんなとき、イオには一人の時間を潰す方法がないのだった。




「羨うらやましい」

　昼休きゆう憩けいだ。

　いつも通りに食堂でジョイとともに昼食を摂とっているときだ。その言葉がイオの口から零こぼれ出た。

　ジョイは『どうして定食でのウドンメンの立ち位置はサブなのか？』について不満たらたらで熱く語っているところだった。

「ん？　どした？」

「いや、そういう趣味が、僕にはいまないからさ」

「ふむ」

「僕もそういうの見つけないとなぁって」

　時間をもてあますことなんてそうはない。イオ自身の希望で学校に通いつつ、機き士しとしての訓練や戦いがある。

　だけど、だからこそほんのわずかにでも時間が空いた瞬しゆん間かんに自分には私生活を充じゆう実じつさせるものがなにもないことに気付かされる。

　ほんのわずかな瞬間に自分を癒いやしてくれるものがなにもない。

　時間を忘れさせてくれるもの。

　足りない時間に気を揉もんでしまうようなもの。

　そういうものが、いまのイオにはない。

「まっ、焦あせらずがんばれ」

「うん」

「趣味なんて焦って見つけるもんでもないしな」

「だよねぇ」

「なんだ、深刻か？」

「いや、そういうわけでもないんだけど」

　ただ、不意にできた暇ひまな時間にやれることがなにもないのは、地味に気持ちに負荷をかけているような気がする。

　こんなとき、ニルファならタブレットを操作していたり、読書していたりする。ラマナなら話し相手には困らないが、それでも一人のときにはスポーツ用品の雑誌を読んでいるだろう。

　ジョイはご存じの通りだし、その幼馴染みのサイカや彼女の友達、コットンならファッション誌を開いているだろう。

　イオにはなにもない。

　こんな些さ細さいなものでさえも、故郷と一いつ緒しよに失ってしまった。

「なんとか、取り戻もどせないかなって」

　ぽつりと、イオはそんなことを言ってしまった。

　言って、しまったと思った。

　この間もジョイに悩み相談してしまっている。

　これでまた、彼に変に気を回させてしまっては申し訳ない。

「あ、そうだ」

　そんな風にドキドキしていると、いきなりジョイが口を開いた。

「今度の休みは暇か？」

「まぁ、いまのところは、なにもないけどさ」

　訓練があるが、その分、平日の訓練をがんばれば一日休むぐらいはできるはずだ。

「んじゃ、ちょっと付き合ってくれよ」

「いいよ。ところでさ」

「うん？」

「さっきの話だけど。定食だとウドンメンは主食扱あつかいになるんじゃないかな？　白ご飯みたいに」

「その説もあるな。だが、それだとカツ丼どん定食はどうなる？　主食はウドンメンか？　カツ丼か？」

「焼きそばパンとおんなじ考え方でいいんじゃないかなぁ」

　そんな他愛もない会話をしているうちに昼休憩も終わり、教室に戻る途と中ちゆう、イオはポケットで振しん動どうを感じた。

「うん？」

「なに、メール？」

「うーん」

　ケータイを出して画面を確かく認にんする。

　メールだった。

　差出人はギアとなっていた。

　それだけで、なんの用かすぐにわかった。

「ごめん、ちょっと忘れ物したから」

「うん？　ついていこうか」

「大だい丈じよう夫ぶ、教室もどっといて」

「おー」

　そんな風にジョイと別れ、イオは早足で学校の外を目指す。

　外に出ると、黒くろ塗ぬりの車が待っていた。

　こちらの姿を確認して後部ドアが開き、イオはするりと潜もぐり込む。

　すでにそこにはニルファにラマナにユユと、護法官たちが揃そろっていた。

　イオが乗り込むと同時に車は動き出す。エンジンの音も走り出す震しん動どうもまるで感じない。黒塗りの高級車は、まるで宙を滑すべるように走る。

　窓からの景色が動かなければ走っているかどうかもわからないくらいだ。

　そんな窓から目を離はなし、イオはニルファを見た。

「出動？　状じよう況きようは？」

「はい」

　イオの矢や継つぎ早の質問にニルファが答える。

「純度Ｅ以下の大群が出現したという情報です」

「また？」

　ニルファの言葉に、イオは顔をしかめた。

　ここしばらく、純度Ｅ以下の大群が出現する情報が連続している。

　その全すべてにイオが出しゆつ撃げきしたわけではない。ラウや他の機士も出撃しているし、それだけでなく、軍隊も出動している。

「この間みたいに軍隊でどうにかできなかったの？」

　純度Ｅ以下ともなれば、侵しん蝕しよく晶しよう核かく単体が持つ、異界法則の持続力が弱いらしく軍隊による通常火力でも奴やつらを掃そう討とうすることは可能だ。

　実際、一週間前の出撃のときには軍隊のみでの掃討に成功した。

　保険という形でイオが待機させられていたので、この時のことはよく覚えている。

「問題は、予算」

　ぽつりとユユが言った。

「予算？」

「そうそ」

　ラマナが引き継ついだ。

「ミサイルとか色々と使いまくっての掃討だから。ミサイルって一発でいくらするか知ってる？」

「えーと……いくら？」

「すっごい高価」

　実はラマナも知らないのではないだろうか？

「簡単に比ひ較かくすれば、前回の出撃に使用された軍隊の費用は、機士の一度の出撃での平均的費用の十倍はかかっているはずです」

「そうなの？」

「なによりの痛手は軍隊の補給はそう簡単ではないということです」

「え？　でも……」

　軍隊は世界中にある。

　それなら、軍隊が使用する兵器もたくさんあるのではないのか。

　少なくとも、機士のためのものよりも大量にあるはずだ。

「その通りです」

　イオの疑問に、ニルファが頷うなずく。

「純じゆん粋すいな量でいえば軍隊の兵器の方が多いです。それはもう、圧あつ倒とう的てきに」

「なら……」

「ですが、ミサイルは一度使えばなくなってしまいます。なくなれば補ほ充じゆうしなければいけません。そして、補充するためにはどこかに備び蓄ちくしておかなければいけない」

「あ、ああ……」

　なんとなく、わかってきた。

「補給が間に合っていない」

「わたしたちの出撃半径のほとんどはコーネリア市駐ちゆう屯とん軍ぐんの管かん轄かつと被かぶっています。駐屯軍の火薬庫が完全な空になったわけではないでしょうけれど。連続で出撃すればそうなる可能性があるのではないでしょうか」

「ふうん」

「その点、機士はレア素材をたくさん使いはするけど、しょせん、一度に使うのは人間一人分。予備は大量に用意できてるし、一度の出撃での消費も少ない」

　ラマナが引き継いで、片目を閉じる。

「意外にエコなのよ」

「エコかぁ」

　なんだかうれしくない。

「あたしたちを世話するための年間予算だって、お高いミサイル一発分にだってならないし。まぁ、あのマンションのお買い上げ代と改造費は高くついたかもだけど」

「その比較は、よくわからない」

「特にイオくんは庶しよ民みん派だしね」

「地味に馬ば鹿かにされてる気がするよ」

「それじゃ、いまから豪ごう華かにする？」

「……いや、いい」

　考えてみたが、テレビで見るようなセレブな生活が自分にできる気がしなかった。

　大だい豪ごう邸ていの片かた隅すみで生活の全てを賄まかなっている自分が、簡単に想像できてしまったからだ。




　そんなことをしている間に、地下の専用電車乗り場に到とう着ちやくし、ポッド射出場へと向かう。

　その間にユユが提供してくれた装備を着け終える。

「あれ？」

　着けた籠こ手ての感かん触しよくに、イオは首を傾かしげた。

「これ、この前見せてくれたのじゃないよね？」

　ユユの部屋で試着したものではない。それがわかって、イオは反対側に座っているユユを見た。

「わかるの？」

「新品かそうでないかぐらいはわかるよ」

「うん」

　ユユが頷いた。

「この間の戦せん闘とうで使ったのを洗せん浄じようして修理したの。だめ？」

「ユユが使えるって判断したんだから、だめとかはないよ」

「そう」

　イオがそう言うと、ユユがなぜか俯うつむいた。

　そのまま、顔を上げない。

　その反応がよくわからなかったけれど、とりあえず質問は続けた。

「いや、この間のを着けるのかなって思ってたから」

「あれはまだ、テスト中だから」

「ふうん」

　ちょっと気になった程度のことなので、それ以上のことはユユに聞かなかった。

　今日はラマナもおとなしい。車内は静かだった。

「イオ」

　口を開いたのは、ユユだった。

「お願いがあるんだけど」

「うん？　なに？」

　顔を上げないままのユユに、イオはよく聞こえるようにと身を乗り出した。

　だが、ユユのお願いは聞けなかった。

　電車が速度を緩ゆるめた。

　射出場に辿たどり着いたのだ。

　イオは降りるために立ち上がる。足あし下もとに置いておいたいつものトランクケースも忘れない。

「ごめん、後で聞くよ」

「うん」

　ユユにそう言って、イオは電車を降りる。

　そのまま進み、ポッドに入る。

　ポッドが射出されたのは、それからすぐだ。




《竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始します》

　ポッドが落下するよりも早く、通信機越ごしのニルファの声が告げる。

　イオの体を力が巡めぐる。

　地面に突つき刺ささったポッドからイオは飛び出す。

　そこは、砂さ漠ばくになりかけた場所だ。

　世界の狭はざ間ま、竜りゆう圏けんに存在する第三種の法則圏。人類世界と異世界との衝しよう突とつによって存在する摩ま耗もうした空間。

　見捨てざるを得なかった土地。

　緩かん衝しよう地帯。

　それがこの竜圏と呼ばれる世界だ。

　普ふ通つうの人間はここにはいられない。

　あらゆるものは、それが存在している世界の法則に縛しばられている。竜圏は侵しん蝕しよくしてきた異世界である不認知領域モザイクウオールと人類世界との間にあって、その両方の世界の法則がぶつかり合い、嵐あらしのように乱れ、物質が分解するかのごとくに、世界の根幹が崩ほう壊かいしている。

　そんな場所では無機物でさえも存在することができない。徐じよ々じよに砂と化していき、砂漠へと様変わっていっている。

　いずれはこの砂さえも消失してしまい、完全な無の空間が出来上がるのではないかと言われているが、本当にそうなるかどうかはまだわかっていない。

　いま、イオの眼前に広がっているのは石化した山々を貫つらぬいて走る高速道路だ。ポッドから飛び出たイオは、ニルファの指示に従い、ここに足を降ろした。

《三分後に会敵します。侵蝕晶核群は扇おうぎ状じようの形を維い持じしつつ、そこから上空五十メートルの位置を飛行しています》

「数が数だ。一いつ匹ぴきずつ相手になんてしてられない。ユユ」

《大だい丈じよう夫ぶ、新しい形をセッティングしたから。人差し指のリングを二回。それで銃じゆうの形が二段変形する》

「二段変形」

　その言葉は、ちょっとだけイオの中の『男の子』を刺し激げきした。

「いいね！」

《いい？　使いづらくない？　それ》

　ラマナにはわかってもらえなかったようだ。

　イオは早さつ速そく、手にした剣けんを変形させてみる。柄つかと一体化したガードの裏には四本のリングが隠かくされている。それを引くと、パターンに応じた変形をしてくれる。

　人差し指のリングを二回引く。

　一度目でいつもの形の銃だ。

　そして二度目に引く。

「ん？」

　形はあまり変わらなかった。

《弾たまの状態が拡散になるから、広こう範はん囲いに攻こう撃げきできる》

「あ、そうなんだ」

《どうかした？》

「いや、なんでもない」

　新たな機能はもちろんありがたい。

　だが、ユユにも『男の子』の気持ちはわからないようだ。

《どうやら。イオくんのお気に召めさなかったようよ》

　通信機からラマナの声が聞こえる。

　声だけでも、彼女がニヤニヤしているのがわかりそうだった。

《そうなの？　なにが気に入らなかった？》

「いや、気に入らないことなんてないよ！」

　実際、機能はいまの状じよう況きように適しているんだし、不満なんてない。

《そうよね。ユユが機能面でミスるなんてあるわけないもん。やっぱり、だとしたらデザインじゃない？》

　絶対、わかってて言ってる。

《ほら、武器って男性性の現れって言うじゃない？　だからさ、もっとおっきい方がよかったんじゃないかな》

《そうなの？　……男性性ってなに》

「そんな話をユユにするなぁ！」

　思わず叫さけんでしまう。

《うーん、イオくん、だんだん慣れてきたね》

「そういう話じゃねぇ」

《視認距きよ離りに到とう達たつ！》

　イオたちを叱しかるようにニルファの声が割って入った。

　見上げれば、たしかに味気ない淡たん色しよくの空で無数のなにかが光っている。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくの群れだ。

　およそ生物とは思えないそれらは水晶などの結晶に似た形をしている。

　空に飛行するそれらに目を凝こらせば、内部が白く淀よどんだ一ひと抱かかえほどの大きさの石のような形状をしているのがわかる。

《たとえ純度が低くとも、一つたりとて人類圏に侵しん入にゆうさせるわけにはいきません。イオさん！》

「わかってる」

　もう、遊びの時間は終わりだ。

　拡散砲ほうを撃うちまくりながら、イオは飛ひ翔しようした。
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　取り寄せた戦闘映像をつまらなそうに見る目がここにある。

「そんな顔するぐらいなら、見なきゃいいのに」

　呆あきれた声でそう言ったのはミュウリという女だ。機械いじりのことしか頭になく、それゆえに護法官の役割の一つである補助に対して優すぐれた才能を示している。

「うるさい黙だまれ」

　その彼女に、ラウはそう吐はき捨てる。

　イオの双ふた子ごの弟であるラウは、ミュウリにそう言われながらも画面から目を離はなすことはなかった。

　双子だけあってイオとラウは似ている。だが、イオの言うような『親でもときに区別を間ま違ちがう』ほどには似ていない。

　柔にゆう和わな雰ふん囲い気きが表情に出ているイオとは違い、ラウのそれはどこをとっても刺とげ々とげしいまでの鋭するどさがある。

「黙って手を動かせ」

「へいへい」

　ラウにぞんざいに扱あつかわれてもミュウリは気にした様子を見せない。そばかすを散らしたその顔はむしろ口笛でも吹ふき出しかねないぐらいに上じよう機き嫌げんで工具を操あやつっている。

　身なりにはあまり気を使わない。その顔に化け粧しようっ気はなく。服装もツナギの上部分を腰こしに巻き、その上半身はタンクトップだけという状態だ。緩いタンクトップの隙すき間まからなにも着けていない谷間が見え隠れする可能性について考こう慮りよしている様子はまるでない。

　しかしそれは、たとえばラマナ的な悪戯いたずら心があるからではない。

　本心から、そういうことに関心がないのだ。

　そのミュウリがいまなにをしているかといえば、ソファに横たわって記録映像を眺ながめているラウの義ぎ肢しをメンテナンスしていた。

「ていうか、お前ってこっちのはぜんぜん使わないな」

　ミュウリが不満そうにラウの義手を指で弾はじいた。

「酷こく使ししろとまでは言わないが、もう少し使え」

「はん」

　ミュウリの言葉に、ラウは鼻で笑う。

　だが、鼻で笑った理由を口にすることはなかった。ミュウリもまた、それ以上は言わなかった。

　メンテナンスは問題なく終わり、工具を片付けるミュウリも記録映像に目をやった。

　そこでは、イオ・オリベの最新の戦せん闘とう記録が流れている。

　戦っているのは、純度Ｅ以下の群れだ。

「へぇ、拡散砲か。やっぱ、考えることは同じだなぁ」

　ミュウリもまた、以前の出撃のときにラウにこれに似た武装を持たせた。

　つまり、ラウもまた、これに似た侵蝕晶核の群れと戦闘をしたことがあるということだ。

「しっかし、どんな戦法なんだろうな、これ」

　相手がなにを思ってこんなことをしているか、ミュウリはその部分にはそれほど興味はない。だが、その部分を考えれば必要な武装にも変化が生じる。最近続く、この戦いのために拡散砲を用意したように、ラウ・オリベのために用意する装具のバリエーションを広げなければならなくなる。

　そのことを考えるのは、楽しい。

　だからこそ、相手がなにを考えているかについても考える必要がある。

「知るか」

　だが、最も矢やお面もてに立っているはずの機き士しがそんなことを言う。

「なにを考えていようと、全部ぶっつぶすまでだ」

「ま、その通り」

　ミュウリに自分の考えの正当性を主張する気は毛頭ない。同様にラウがなにを考えているかにもさほど興味はないので、彼女はあっさりと引き下がった。

「でも、いい加減変化してくれない？　飽あきる」

　そう言って、ミュウリはラウの部屋を後にした。




「ふん」

　ようやく一人になり、ラウは映像に改めて集中する。

　戦闘時間は五分ほど。イオに損傷はなし。討うち漏もらしもない。あったところで背後に控ひかえている駐ちゆう屯とん軍ぐんがそれぐらいは処理するだろうが、ラウが考えているのは、もちろんそういう問題ではない。

「こんなもんに苦戦なんかしないだろうな」

　そんな呟つぶやきを映像に漏らす。

　するはずがない。

　五分という戦闘時間は、単純に相手の数が多かったためのもので、戦闘そのものは順調に、そして単調に進んでいた。

　拡散砲は一発ごとに侵蝕晶核の群れを大きく削けずりとっている。

　イオの空中での動きにも無む駄だは感じられない。

　なにも、問題はない。

「ふん」

　ラウは鼻を鳴らす。

　なにかを言いかけたとき、部屋のドアが開いて、ラウは口を閉とざした。

「よろしいですか？」

　入ってきたのはイクマだ。ラウの下で超ちよう常じようを担当する護法官は人形のような美しさでラウを見つめた。

「なんだ？」

「訓練について、変へん更こうがありますので」

「言ってみろ」

「わたしとの訓練にですが、魔ま法ほうの修養課程を織り込みます」

「なぜだ？」

「機士は素養的にはわたしたち護法官の上位に存在します」

「知ってる」

「つまり、超常を担当するわたしと同じことができるということです」

「…………」

　ラウはじっとイクマの顔を見る。

　人形のような少女は、やはり人形のように表情を動かさない。

「竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアは多人数の魔法使い適性者の参加を必要とする儀ぎ式しき魔法です。そのための訓練は機士の修養課程に入っていました。また、基き礎そと補助の護法官候補生たちにも、この訓練は行われています。ですがこのたび、機士が魔法使いとしての深度を深めれば、竜圏幻装の効果も高まるのではないかという論が主流になり、成果を期待されています」

「期待かよ」

「可能性が高いということです。竜りゆう圏けんでのことを完全に読み切ることは不可能ですので」

「わかったよ」

「では、一時間後にトレミーとの訓練です」

「わかってる」

　イクマは頭を下げるとそのまま部屋から出て行く。

　記録映像は終わってしまっていた。

「ちっ」

　舌打ちし、ラウは腕うでを持ち上げる。

　ミュウリの技術はたしかだ。義肢とは思えないほどに簡単に動く。
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　だが、やはり重い。

　重いと感じてしまう。

　その重さにうんざりしつつ、ラウはイクマの言葉を思い返した。

「なんでいまさら？」

　機士に魔法を覚えさせようとする？

　イクマの言葉通りなのかどうか。

　なにか、ろくでもないことが潜ひそんでいるような気がして、ラウは顔をしかめるのだった。




　　　　[image: †]




　次の休日。

　イオはペダルを踏ふんでいた。

「まさか、自転車で移動とは」

「基本、食い倒だおれだからな。カロリーは消費できるときにしとかないとな」

　約束通りに、イオはジョイと出かけることができた。

　どうやら行ってみたい店があるのだという。なんなら付き合わないかと言われて、イオはそうすることにした。

「にしても、イオってけっこう体力あるよな」

「ジョイもね」

　もう十キロは走っているだろうにスピードが落ちない。

「ジョイ、クラブは入ってないよね？」

「イオもな」

　そんなことを言っている間にも自転車は進む。都市部を抜ぬけ、コーネリア市の水源でもあるロン・ダハ湖を見み渡わたせる道を行く。

　ここまで来れば建物よりも緑の方が多くなってくる。

　何度かの休きゆう憩けいを挟はさみながら、イオたちは進んでいく。

「ていうか、こんな遠いとこまでウドン屋巡めぐりしてるんだ」

「おう。コーネリア市のウドン屋を全て巡るのがおれの目標だ」

「コーネリア市って百万人都市なんだけど」

「夢はでかくても問題ない！」

　言い切れる強さが羨うらやましい。

　そんなこんなしながら、イオたちは自転車を走らせ続ける。

　朝早くに合流してからずっと走り続け……いつのまにか、長い坂に差し掛かかっていた。

「ねぇ、まだ着かないのか？」

　さすがに疲つかれてきた。立ちこぎでなんとかかんとか進んでいく。ここまで来ると、降りるのは負けのような気がしてくる。

　わずかに先を行くジョイもそうなのか、ふらつきながら進んでいた。

「お腹なかも空すいてきた」

　ハンドルにかけた時計を確かく認にんすると、もう昼食に近い時間だった。

「おう、これで美味おいしく食べられるな」

「お腹空きすぎても、味わう余よ裕ゆうがなくなると思うけど」

「まぁ、もうすぐだ」

　ジョイの言葉を信じて疲れた体でペダルを踏む。

　ようやく坂の頂上に辿たどり着く。

「やっと……」

　先を行くジョイが頂上で止まっている。イオも隣となりで止まった。

「後は降りるだけ？」

「おう、あの辺な」

　そう言ってジョイがどこかを指さす。

　イオはそちらをみた。

　ロン・ダハ湖を見下ろすこの場所でジョイの指す方向を見れば、そこには湖こ畔はんに広がる公園のようなものがみえた。

　そして、もう一つ、とても目立つものがあった。

「あれって……」

「あの公園のところで、期間限定の屋台が出てるんだよ」

　ジョイがそんなことを言っているが、イオの目はそれから離はなすことができなかった。

　高く長い石の壁かべがそこにある。

　被ひ災さい者数万人の名を刻むという石の壁だ。

　ミズドア市の慰い霊れい碑ひ。ニュースで見たそれが、眼下にあった。

「ジョイ」

「ん～？」

「ありがとう」

　あの、昼休憩のときだ。あの一いつ瞬しゆんで、ジョイはイオをここに連れてこようと考えたのだ。

　かなわないなぁと、イオは脱だつ力りよくの息を吐はいた。

「なにが？」

　ジョイは、あくまでも知らん顔だ。

「それより腹減ったから、早く行こうぜ」

「うん」

　ジョイが坂を下る。イオもそれを追いかける。

　もうすぐ、なにを失ったのかを一から確認しないといけなくなる。

　それは苦しいことだ。

　だけど、新しい友人が側そばにいればなんとかなるかもしれない。

　新しい友人に引っ張ってもらえれば、その苦しさの先で、新しいなにかを得られるかもしれない。

　不意に現れた暇ひまな時間に、息が詰つまる思いをしなくてもいいかもしれない。

　下り坂の風を受けながら、イオはそう感じるのだった。




　だが、過去も未来もそれほど甘くはない。







　02　ユユの視線







　最近、気が付くとユユに見られている。

「えっと、なに？」

「……なんでもない」

　夕食の席でのことだ。ふと気が付くとユユがこちらを見ていた。

　尋たずねると、さきほどの返答だ。

　こういうことの繰くり返しが何度かあった。

　ニルファが気を利きかせて話を促うながしたこともあるが、そのときはその日の間、誰だれとも口をきかなくなった。

「どうしたらいいと思う？」

　ユユがいないタイミングで、イオはニルファとラマナの二人に尋ねてみた。

　夕食後のことだ。ラマナはスポーツ用品の雑誌を眺ながめていたし、ニルファもタブレットでニュースを確認していたようだった。

「ほっとけば？」

　淡たん泊ぱくな返事は、ラマナだ。

「どうしても言いたいことがあるなら、そのうち自分から言うでしょ」

「そうなればいいけど」

「ユユはまだ初等科なのよ。そんな風に簡単に悩なやみを人に話せるかしら」

　ニルファは心配げに表情を曇くもらせる。

「悩みを話す話さないに年ねん齢れいなんて関係ないと思うけど？」

　雑誌から目を離さないままラマナが反論した。

「関係あるのは信しん頼らいされてるかどうかじゃない？」

「それは、そうですけど」

　裏を返せば、それはイオたちがユユから信頼されていないということになる。

「そんなことはありません。わたしはユユを信頼していますし、ユユだって」

「それは、護法官としてでしょ？」

「う……」

「悩みを相談するのに必要なのは家族や恋こい人びとや親友でしょ。職場の同どう僚りようじゃない」

　ラマナの言葉は説得力に満ちあふれていて、ニルファが反論できなくなっている。

　もちろん、イオも反論できなかった。

　イオが機き士しとなって、三人とは知り合った。

　知り合ってからまだそれほど時間は経たっていない。

「信頼されてなくても、しかたないかぁ」

「ん？　イオくんは別じゃない？」

　イオの嘆たん息そくに、ラマナはそんなことを言う。

「え？」

　さっきまでとは真反対のように思えて、イオは目を丸くした。

「だって、イオくんをじっと見てるわけだし、イオくんになにか言いたいことがあるんじゃないの？」

「そ、そうなのか、な」

「そうですね、イオさんになら、ユユも話してくれるかもしれません」

　ニルファまでそんなことを言う。

「わたしに言えないことも、イオさんになら」

「あれ、ニルファ、もしかして怒おこってる？」

　ニルファの言い方に、イオはトゲのようなものを感じた。

「そんなことはありません」

　あ、拗すねてるな。口には出さなかったが、イオはそう思った。

「わたしに言えないことも、イオさんになら」

　しかも繰り返している。これはそうとう根に持っているかもしれない。

　頼たよりにされていないのが悔くやしいのだろうか。だとしたら、ニルファ自身は否定しているけれど、やっぱり彼女には委員長気質があるのではなかろうか。

「ま、まぁ、それなら後で聞いてみるよ」

　ニルファの雰ふん囲い気きが怖こわくてイオはお茶を濁にごして退散することにした。

「あ、あたしもそろそろお風ふ呂ろにはいろ」

　ラマナも気付いたらしく、慌あわててリビングから逃にげ出す。

　残されたニルファはイオが去るまでなにかをブツブツと言っていた。




　ユユはなにを考えているのか摑つかめないところがある。

　それは、表情が動かないからだという理由がとても大きい。

　ただ、だからといって護法官として職務を怠おこたっているというわけではないし、そのことでイオの戦いに支障が起きているわけでもない。

　無表情の謎なぞについて深く入り込むべきなのかどうか。興味本位で心を覗のぞかれれば楽しいはずがないのだから、慎しん重ちように考えないといけない。

　しかし、ユユはなにかを含ふくんでイオを見ている。

　なにかの信号を発していて、それに気付いていないだけということもありえる。ラマナの言葉が真実だとしたら、イオは動かなければならないだろう。

　しかし……

「うーん」

　ユユの部屋の前に来たイオはやや緊きん張ちようしていた。

　呼ばれてきたことはあるが、自分から訪ねたことはない。

「うーん」

　再度うなる。

　悩む。

　ここはイオの家だ。十五階建てのマンションという体ていをなしているし、実際にマンションとして建てられたのだが、ここの主はイオということになっているので、イオの家だ。

　もちろん、正確には世界政府の所有物であって、イオは貸し与あたえられているだけだ。

　だがとにかく、この建物全すべてがイオの家である。

　実際の生活空間はワンフロアの一画だけだが、他ほかの階には訓練施し設せつなどがあるし、イオの生活を支える人員が居住していたりもする。

　十五階建てのマンションにはイオのために派は遣けんされた人員だけで、無関係な人は誰もいない。

　しかし、この生活空間には彼らが入り込むことはない。

　ここはイオと、そして機士であるイオに仕える護法官たちの場所だ。

　なので、きょろきょろと辺りを見回しても誰かが出てくる心配はない。ニルファやラマナは事情を知っているのだから、怪あやしんだりするはずもない。

　いや、ラマナはあえてそうするかもしれないが。

　とにかく、茶々の可能性まで考えなければ、イオの行動を邪じや推すいするような者が通りがかる可能性はまったくない。

「女の子の部屋に、夜に入っていいものか」

　悩んでいるのはそのことだ。

　もちろん、イオはユユを異性としてみたことはない。きれいな女の子だとは思うが、魅み力りよく的てきだと思ったことはない。

　しかしそれでも、性別は女性。

「うーん」

　悩む。

　悩みながら、実のところ訪問しなくていい理由を探しているような気がして、罪悪感がイオを刺さす。

「ま、行かないとどうにもならないか」

　ため息一つ。諦あきらめに似た感かん触しよくで覚かく悟ごを決めると、イオはドアをノックした。

　ドアを開けたのは、ドールだ。

　ユユにそっくりな自動人形が動かない顔でイオを見上げている姿は、いきなりだとぎょっとする。

「ええと、ユユはいるよね？」

　物言わぬ自動人形に尋ねる。

「どうぞ」

　飛び上がって驚おどろきそうになったが、ギリギリで堪こらえられた。

　ドアの向こうから聞こえてきたのはわかっているのだが、ドールが喋しやべったように思えたのだ。

　ドールがイオのために場所を空けてくれ、イオは部屋に入る。

「なに？」

　相変わらず、ユユは作業机の前にいた。

「いや、ちょっと……」

　イオは言葉に迷う。どう切り出せばいいのか、まったく思いついていなかった。

　だけど、ここまで来てしどろもどろで終わるわけにもいかない。

「気のせいだったらごめんなんだけど、ユユが僕になにか言いたそうな気がしたから」

「はい」

「いや、ほんと、気のせいだったら…………って、え？」

「あります。言いたいこと」

　すんなりと頷うなずかれて、イオは理解するのが少し遅おくれた。

「あ、はい」

　ユユが作業の手を止めてこちらを見ている。足あし下もとをうろつくドールたちが金属片を運ぶ作業を止めて、流れを変える。

　あっというまに作業机の前にもう一つのイスが置かれ、机の上には二つのカップが並べられた。カップにはペットボトルからフルーツジュースが注がれる。ドールが持つペットボトルには丸っこいマスコットキャラクターが描えがかれている。

　こういうときにお茶ではなくジュースというあたり、なんとなく初等科の女の子っぽいなと思ってしまった。

「えと……それで？」

「学校のこと」

　ユユははっきりとそう言った。

　簡潔に言えば、学校を辞やめたいというのだ。

「なんで？」

　そんなことを言われるとは思ってもみなかったので、イオは目を丸くした。

「いや、そりゃさ、毎日通うことを考えたら僕だって、面めん倒どうだなぁ、辞めたいなぁって思うことはあるけどさ」

「違ちがう」

　イオの言葉をユユは止めた。

「そういうことじゃないから」

「じゃあ、なに？」

「行く必要がないから」

　ユユははっきりとそう言った。

「学校は、学びに行く場所。ユユは、もう生きるために必要なことは知ってる」

「生きるためって」

「これ」

　そう言って、手元にあるものを見せる。そこには未完成のブーツがある。装具だ。イオが戦うために必要なものだ。

「世間には職人がたくさんいる。ユユも装具を作る職人。だから、もう学校は要いらない」

「…………」

　どう返していいのかわからなくて、イオは言葉に詰つまった。

「なにより、ユユはもう働いてる。学校に行く必要はないから」

　それも正論だ。

「でも……」

　反論しようとしたけれど、言葉が出なかった。

「ユユが学校に行っているのは、イオが命令してるから。ユユは護法官で、イオはユユが仕える機士だから」

「うん」

「でも、ユユはできれば、学校に通う時間でもっと装具を作りたい。イオが戦うための武器をたくさん作って、もっと上手になりたい」

　ユユの目はイオから外れない。

　それは、ユユの言葉に一片の曇くもりもないからだ。一ひと滴しずくの邪じや心しんもなく、本心の言葉をイオに向けているからだ。

「だから、イオ。ユユに学校を辞める許可をちょうだい」

　まっすぐに、イオにその言葉を差しだしてくる。




　少し考えさせてくれと言うのがイオの精せい一いつ杯ぱいだった。

　自分の部屋には戻もどらず、リビングに行く。二人とも自室に引っ込んだらしく、すでに消灯されていたので、イオはそのまま暗いリビングでソファに座り込んだ。

　背もたれに全力で体を預け、天てん井じようを眺ながめる。

「まさか……」

　ユユの相談がそんなことだとは思わなかった。

「どうしようか」

　ぼんやりと呟つぶやき、物思いに耽ふける。

　どうして学校に通うことを選んだのか。

　機士になることを選び、機士になるための教育を受けて、そしてコーネリア市に行くように命じられた。

　そのときに、ニルファたち護法官を紹しよう介かいされた。気に入らなければ変へん更こうすることもできる。そう言われたことにひどく驚き、そんなことはしないと答えた。

　その後、生活をどうするか聞かれた。軍の施設で訓練に明け暮れながら出しゆつ撃げきを待つか、それとも市内で暮らすか。

　イオは後者を選んだ。

　どうしてだ？

　なるべく、生活を変えたくなかった。ただの一いつ般ぱん人だった生活の延長にいたかった。

　イオは機士になることを選んだ。その身分を誰だれにも明かせぬまま世界を守る戦いに立とうとも。たとえ同じ道を選んだただ一人の双子の弟かぞくともう二度と同じ場所に立つことができなかったとしても。

　それでも、イオは機士になることを選んだ。

　しかしだからこそ、イオは一般人の世界から距きよ離りを置きすぎるべきではないと思った。

　それがイオの願いだ。

　あるいはただの未練かもしれない。

　それでも、イオは普ふ通つうの生活、普通の日々と触ふれ合うことを選せん択たくした。

「ユユは、そうじゃなかったんだ」

　彼女は小さいけれどイオよりもしっかりとした考えを持っている。

「働いてるんだから、学校は要らない……か」

　その通りすぎて、反論なんてできるはずがない。

「どうすればいいんだろうな」

　イオは天を仰あおぐ。見えるのは真っ暗な天井だけだ。廊ろう下かからの明かりで薄うすぼんやりとしているところが、なんだか今の心境に合いすぎていて笑いたくなる。

　もちろん、自分をだが。

「え？　あ……」

　廊下から聞こえてきた声に目を向けると、そこに人が立っていた。

　イオは目を丸くして、固まってしまった。

　ニルファだ。

「イオさん……そんなところでなにを……………………って」

　彼女もいまの自分の姿に気付いたのだろう。

　風ふ呂ろ上あがりだったようで、彼女の長い髪かみは濡ぬれていたし、頰ほおの辺りが上気しているようだった。

　それだけならまだいい。ピンクのパジャマだったこともまだいい。

　ただ、彼女はパジャマの上部分を着ていなかった。

　もちろん、上半身が裸はだかだったわけではない。タンクトップを着ていた。

　ただタンクトップの下は、なにも着けていない。

　そしてそこには、ラマナに散々ネタにされている物体が見事な双そう丘きゆうをなして存在しているわけで。

　タンクトップを下から押し上げ、零こぼれださんばかりになっているものがあるわけで。

「ひゃぁ」

　小さく声を漏もらし肩かたにかけていたタオルで胸を覆おおうと、ニルファは走り去ってしまった。

　そのバタバタとした音を耳で確かめ、イオは赤くなった顔を両手で揉もむ。

　衝しよう撃げき的な映像を見たような気がする。

　いや、忘れた方がいいのだろう。

「えーと……」

　ショックでなにを考えていたか忘れそうになって、イオは頭を振ふった。

「そうそう、ユユのこと。ユユのことだから」
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　必死に自分に言い聞かせる。

　改めてどうしたものかと考えていると、廊下からまた足音が聞こえた。

　まさかと思って見てみると、ニルファがそこにいた。

　もちろん、今度はちゃんとパジャマを着ている。

「よろしいですか？」

「あ、うん」

　入り口でそう聞いてくるニルファに、イオは頷うなずいた。

　おずおずとした様子のニルファはイオの隣となりに座る。俯うつむいたままの彼女の緊きん張ちようが伝染したのか、イオまで体が硬かたくなった。

「さ、さきほどのことは……」

「え？　なにかあったっけ？」

　ニルファが口を開いた瞬しゆん間かん、イオは咄とつ嗟さにそう言ってしまった。自分でもわかるぐらいに棒読みで、しかも声がうわずっていた。

「え？」

　言いかけた言葉を消されて、ニルファは驚おどろいている。

「知らないなー」

　自分の芝しば居いのだめさ加減に顔が真っ赤になるのがわかる。

　それでもなんでも、イオはそう言いきった。

　しばらく、変な沈ちん黙もくがあった。

「そう……ですか」

　ニルファがそう漏らして沈黙が揺ゆらぐ。

「なら、いいんです」

「そうそう」

　勢いよく、イオは頷く。

　そんなイオを見て、ふっとニルファの表情が和やわらいだ。

「それで、イオさんはなにをしていたのですか？」

「あー、それは」

　素す直なおに言うべきか、イオは悩なやんだ。

　だが結局、イオは全すべてを話すことにした。

「ユユがそんなことを」

「どう思う？」

「そうですね」

　驚いていたニルファだが、イオに意見を求められるとわずかに黙もつ考こうした。

　そして、イオを見る。

「イオさんは、どうしたいですか？」

「え？」

「正直に申し上げて、護法官として考えれば、ユユの主張は正しくもあり、そして間ま違ちがってもいます」

「そ、そうなの？」

「はい」

　どこが間違っているのだろう？　イオにはわからない。

「ただ、間違っていることも正しいことも、イオさんの判断次し第だいでその重さが変わります」

「はぁ……」

「イオさんが正しいと言えば正しく、間違っていると言えば間違っています」

「ええ!?」

「これはそういう問題です」

「そんな、極きよく端たんな……」

「護法官は仕える機士の戦いを支える者です」

「うん」

「それと同じように、機士に最も近い者になれるようにとも言われています」

　最も近い者？

「護法官の学校では、そんな風に教えられているの？」

「はい」

　ニルファが頷く。その顔は微笑ほほえんでいる。

　だが、やはりイオにはわからない。

「えーと、じゃあ……ニルファは僕が学校に行かなくていいって言ったらどうするの？」

「それは学校を辞やめろという命令ですか？」

「た、たとえばだから」

「はい。仮定の話です。辞めろという命令ならば、それに従います。ただ……」

「ただ？」

「自由意思を尊重して頂けるのでしたら、学校は辞めたくありません」

「どうして？」

「…………それは」

「護法官の学校でそう教えられたから？」

「それもありますが、それだけではありません」

「え？」

「使命と私情が混在しています。褒ほめられたことではありませんが、それがわたしの素直な気持ちです」

　やはり、よくわからない。

　だけど、ニルファは微笑んでいる。

　その頰が赤いのは風呂の熱がまだ残っているからだろうか？

「ですから、ユユのこともイオさんの思うようにしてください」

　その繫つなげ方は正しいのか？

　なんだか誤ご魔ま化かされたような気がした。
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　出しゆつ撃げきの報しらせに、しかしラウの心は躍おどらなかった。

「また雑魚ざこどもか」

　事前の情報では、侵しん蝕しよく晶しよう核かくは純度Ｅ以下の大群だった。

　このところ、ずっとこんな敵ばかりだ。

「くだらない」

　地下鉄の中でラウは何度目かの呟つぶやきを漏らす。

　装具はすでに全身に纏まとっている。義手義足のラウは竜りゆう圏けんに入るまでは補助動力が必要とあって、その存在感が疎うとましい。

　なにより、こんな面めん倒どうなものを背負ってまで部屋を出て、戦う相手が雑魚の群れだというのがたまらない。

「こんなのは兄貴に任せりゃいいんだ」

　なぜか、兄と自分の出撃半径は重なり合っているようだと、ラウは感じている。

　現在、世界に機き士しは八人しかいない。

　広大な世界に対してたったの八人だ。

　故ゆえに、一人の機士が任される地域は広大だ。

　侵蝕晶核の出現地域に関してはある程度予測できているとはいえ、機士に余よ裕ゆうがある状じよう況きようとはとてもいえない。

　それでも、機士の窮きゆう地ちの際になんとかすぐに次の機士が動けるようにはなっているのは、前回のことで身に染しみて理解している。

　何かがあった場合にすぐに助け合えるように、機士たちの出撃半径がある程度重なり合うのにはそういう意味がある。

　しかしどうして、ラウの半径とイオの半径が重なっているのか。

「おかしな事態ではあります」

　不満を兄への愚ぐ痴ちに転てん換かんさせていると、イクマがひっそりと呟いた。

「このような事態は前例にありません」

「この世の法則が通じない連中に前例なんてもんがあるのかな？」

　イクマの呟きにミュウリが意地悪く返す。

「行動パターンにこちら側の法則は関係ありません。侵蝕晶核がどう動いたかという事実の積み重ねですから」

「そんなものかな」

　拘こだわる気のないミュウリはすぐに興味をなくした。

「そんなことよりも対集団用の武装をいろいろ考えないとだから、あたしはどっちにしろ楽しいし」

　そんなことを言い出すと、ラウを見た。

「ラウっちっていま魔ま法ほう使つかいの訓練してんでしょ」

「なんだその呼び方は」

　ラウは顔をしかめた。

「なんでもいいじゃん。魔法使いの訓練してんでしょ？　ならさ、そのうちマジックミサイルとか使えるようになるの？」

「マジックミサイル？」

　聞いたこともない単語に、ラウは顔をしかめた。

「魔法の矢じゃん。狙ねらった獲え物ものは絶対に外さないっていう。すごいよね。ミサイルが開発されるよりも先にホーミング機能を完成させてるわけでしょ」

　ラウは、黙だまってイクマに視線を移した。

「……魔法の矢はありますし、それがマジックミサイルと呼ばれることもありますが、絶対に外さないというのは誇こ張ちようが過ぎます」

「え？　そうなの？」

「はい」

「なーんだ」

「お聞きしますが、その知識はどこで？」

「んー？　護法官の学校の前に通ってたとこで男の子連中がなんかそんなこと熱く語ってた。テーブルなんとかっていうサークルの連中。無む駄だに魔法に詳くわしそうだったなぁ」

「ミュウリ、それは違ちがいます」

　イクマが訂てい正せいを始める。ラウはバカバカしくなって視線を外した。

　外した先に、トレミーがいた。

　特とく殊しゆな眼帯で顔の半分を覆おおった女は、冷めた目でラウを見ている。

　この場で、唯ゆい一いつ成人している人物だ。そのためなのかどうか、彼女のラウを見る目には誰だれよりも圧力がある。

　普ふ段だんはこうではない。日常では、むしろ他人を気づかう態度を見せる唯一の常識人だ。

　侵蝕晶核の出現が、トレミーを変える。

「あなたは機士」

　冷たい声がラウの心を引き締しめる。

「やることはわかっているでしょう？」

　自らの感情を染みこませるかのように、トレミーは呟く。

　そしてこんな言葉を吐はくとき、彼女の手が腹部にかかっていることを、ラウは見み逃のがしていない。

「強い弱いなんて関係ない。侵蝕晶核は一つ残らず倒たおすの」

「わかっているさ」

　全身になすりつけられる憎ぞう悪おを、ラウは拒きよ否ひしない。

　これこそが、ラウが望んでいるものだから。

　この強い憎悪をこそが、ラウが護法官に望んでいるものだからだ。




　戦せん闘とうはなんの問題もなく終しゆう了りようした。
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　一晩明けて、イオはユユの今後について決断した。

「とりあえず、休学ということで」

　朝食の席で、イオは全員が揃そろったところでユユの申し出を説明し、そして自分が決めたことを告げた。

「完全にやめてしまったら戻もどるときに手間かなって思うし」

「戻る気はないから」

　イオの言葉に、ユユは頑かたくなな言葉を返す。

　表情に変化はないが、不満な様子も見当たらない。とりあえずは自分の作業に集中できることを喜んでいるように見える。

「ていうか、義務教育なんだからやめちゃだめでしょ」

　ラマナが口を挟はさむ。

　だが、口調からして怒おこってはいないようだ。呆あきれてはいるようだが。

「ラマナも、やめたいならやめてもいいよ」

「え？　うーん」

　イオがそう提案すると、ラマナはすこしばかり考える様子を見せたが、すぐに笑って答えた。

「やめとく。訓練三ざん昧まいの毎日もいいけど、外にも出ないと気が滅め入いるしね」

「そっか」

「あれ？　あたしにしか聞かなかったけど、ニルファは？」

「わたしは昨夜もう答えましたから」

「へぇ？」

　ラマナが瞬またたく間に表情を変化させる。

　もちろん、にやけ顔だ。

「ねぇ、イオくん」

「なにもありません！」

　ラマナの機先を制し、ニルファが叫さけぶ。

　だがもちろん、そんなもの無視された。

「イオくん、どこまで行ったの？」

「どこにも行ってないから」

「ばかねぇ、段階の話じゃない。レベルよ。レベルいくつまでアップしたの」

「だーかーらー」

「そろそろ触さわったでしょ？」

「触ってないよ！」

「どこに触るの？」

　ユユが首を傾かしげ、食しよく卓たくが凍こおり付く。

「なんでもないよ」

「そうそう、なんでもありませんから」

「なんでもないない。ちょっとしたおふざけよ」

　三人揃って誤魔化しにかかり、ユユから不満の雰ふん囲い気きが滲にじむ。

　そんなやりとりがイオたちの中ではあたりまえになっている。

　これが、ニルファの言う『近しい者』ということなのかもしれない。だとすれば、この関係はたしかにイオを救っている。

　同じようにこの関係がユユを救ってくれるのなら、うれしいのだけれど。

　イオはそう願わずにはいられなかった。







　間章　ドールズ・アイ







　ユユのやることは変わらない。

　今日も今日とて、ドールを使った隠おん密みつ護衛の任務は行う。学校に通わなくなったからといって、直接ユユがイオを護衛しても、彼の学生生活を阻そ害がいすることにしかならない。

　いままで通りに、ドールを使っての任務が続けられる。

　イオはいま、授業中だ。

　護衛特化のドールは光学迷めい彩さいで学生や教師たちの視線から逃のがれ、イオを観察している。

　ドールに内蔵された探知機はニルファの探査魔法と連動しており、教室内はもちろん、その周辺にある危険物を把は握あくしている。

　たとえば、校則違い反はんに該がい当とうする刃は物ものの類たぐいが教室には二本隠かくされている。一つは鞄かばんの中、一つは制服の内ポケットにある。

　その他、武器となり得る遊具が一つ、危険な化学変化を起こす可能性がある薬品が教室外に一組等々、イオを中心にして万が一を起こしかねないものは全すべてマークしてある。

　普段は自動に任せているのだが、定期的にドールと意識を同調させて確かく認にんしたりもする。

　ノートにペンを走らせる音を主体にした雑音に、教師の単調な語りが乗っていく。

　眠ねむ気けを呼ぶこの時間は初等科よりも深刻なように感じられる。

　集中してしまえばむしろ静かな方がいいが、いまのユユにはこの時間は少し辛つらい。自分には護衛任務に対する適性がないのだと諦あきらめて、ユユはドールの機能を自動に切り替かえた。

　意識は元の場所へ。

　作業場でも自室でもある空間に戻す。

「…………」

　とくに思いつく言葉もなく、ユユは自身の作業に戻る。

　手元を見つめ、金属片を頭の中にある完成図へと近づける。それは地道な作業であり、根気と集中力と繊せん細さいさが求められる。

　だが、作業を苦痛に思ったことはない。

　装具を作ることなら何時間だって集中していられる自信がある。

　その証しよう拠こに、次に我に返ったのは鳴り続けるタイマーの音だった。

「…………あ」

　体調管理も護法官の仕事だ。タイマーは昼食の時間を報しらせるように設定していた。

　玄げん関かんへ赴おもむき、サービスワゴンを確認する。リビングへとそれを運び、のせられていたサンドウィッチで昼食を済ませる。

　再び自室に戻り作業へと……

「ん……」

　その前に、ドールに同調してイオの状じよう況きようを確認することにする。

　ドールは黙もく々もくと自身の任務をこなしてくれている。光学迷彩を維い持じし、イオから付かず離はなれずの距きよ離り感かんを維持して護衛任務を続けている。

　学校も昼食の時間だった。

「ところで、イオ」

「うん？　なに？」

　食堂のウドンメンを食べ終えたジョイがイオに質問をしている。そんなジョイと学校内で一いつ緒しよにいる時間が多いせいか、イオもまたウドンメンだ。そうでなくともパスタなどの麵めん類るいを食べていることが多い気がする。

「お前ってさ、あの二人と同じところに住んでんだよな？」

「うん、まぁ……」

　あの二人というのはニルファとラマナのことだろう。初等科に通っていたので仕方ないとはいえ、ユユのことが入っていないのが、少しむっとする。

　いや、仕方なくはない。何度か下校が重なったことはあるし、そのときに紹しよう介かいもされている。それなのに数に入っていないというのはどういうことなのか。

「いてっ」

「どしたの？」

　ジョイがいきなり後ろ首を押さえる。

「いや、なんかちくっとしたような。虫でもいたか？」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん、腫はれてないからな」

「そか」

「おっと、それでさ、まさか、同じ場所っても同じ部屋ってわけじゃないよな？」

「まさかー」

　イオは笑っている。

　だが、その笑いが引きつっているのがドール越ごしのユユでもわかった。

「ていうか、なんでいきなり？」

「いや、一回そっち遊びに行ってみたいなぁって思ってさ。ま、だめならいいんだけど」

「ううん、ちょっとあんまりお客はだめな感じがあるかな、うちって」

「そっか」

「うん、まぁ、寮りようだからね」

「寮だからなぁ」

　寮だと友達を呼んではだめなのだろうか？　イオが断った理由が他ほかにあることはもちろん承知しているが、そのことが少し気になった。

「あ、ジョイの家はどうなん？」

「ん？　おおう。官舎だけどわりときれいだぜ。なんもないけどな。今度来いよ」

「ありがとう」

「そんときはあの二人も呼んでいいぜ。サイカらも呼んでなんかするか……ったぁ！」

「な、なに!?」

「……また、なんか首に刺ささった」

　だからどうしてそこにユユが入っていない？

　苛いら立だちを空気弾だんに変えて解き放つと、ユユは同調を切った。







　03　合同訓練







　一時期は頻ひん繁ぱんにあったものの、最近はまったくといっていいほどない。

　弟からの電話だ。

　電話がなくなったのは、たしか前回の純度Ａとの戦いの後からだ。

「うーん」

　ケータイを見ながら考える。

「なんだかおまえってさ」

　声に顔を上げると、ジョイが呆あきれた顔でイオを見ていた。

　ここは学校で、いまは授業の合間の小休きゆう憩けいだ。

「いっつもなんかに悩なやんでるよな」

「悩み多き年とし頃ごろなもので」

「なんだそれ」

　ジョイの呆れ顔に苦く笑しようを返し、イオはケータイを片付ける。

「で？　今度はなによ？」

「いや、悩みってわけじゃないんだけど。最近、弟と連れん絡らく取ってないなぁって」

「なんだよ、喧けん嘩かでもしたのか」

「そういうわけじゃないと思うんだけど」

「はっきりしないなぁ」

「いや、僕には覚えがないって話」

「じゃあ、なんで電話しないんだ？」

「そうなんだよね」

　なんでか、電話をしてはいけないような気がしているのだ。

「なんか、かけづらいんだよね」

「なんだよそれ、双ふた子ごの共鳴現象っていうやつか？」

「うーん」

　共鳴現象という言葉に、イオは苦い顔になった。

「なんだ？　なにかあるのか？」

「いや、そういうんじゃないんだけど……」

「そうじゃなかったら、ただの気のせいだな」

　休憩時間は短い。すぐにチャイムが鳴って、ジョイが自分の席に戻もどっていく。

　イオはまた一人、物思いに耽ふける。

　ユユが学校に通わなくなってから、平へい穏おんに一週間が過ぎた。

　やはり、心のどこかでこれでいいのか？　と思っている部分があるので落ち着かないが、当人に悪い変化が見当たらないのでなにも言えない。

　それはともかく。

　いま、イオがケータイを気にしているのには理由がある。




　昨夜のことだ。

「軍部から連絡がありました」

　帰宅後の夕食前のことだ。リビングに集まったイオたちに、ニルファがそう言った。

「特とく殊しゆ訓練を行いたいそうです」

「特殊訓練？」

　訓練なら普ふ段だんからやっている。

　軍部からそんな申し出をされるのは想像していなかった。

「機き士し同士の連係訓練だそうです」

　ニルファの顔色はよくなかった。

「危ないことをさせたがってるわね」

　ラマナも微び妙みような顔をしている。

「誰だれ主導？」

「シルドア・ギア少しよう佐さです」

「やっぱりねぇ」

「あの方は、機士に異常な執しゆう着ちやくがあります」

「まっ、その手の異常は機士にも護法官にもごろごろいるけどね」

「そうですが、指揮系統には冷静な方々を揃そろえて頂きたいです」

「まぁね」

「それで、機士同士の連係ってどういうのなの？」

　ニルファとラマナの話が止まったところで、イオが口を挟はさんだ。

「わかりません。後日、関係者を集めて《ロビー》で打ち合わせをするとのことです」

「《ロビー》」

　その単語が出るまで、イオはその場所の存在を忘れていた。

　機士を機士たらしめるカンナカムイの心臓は、同じ場所に二つ存在することができない。法則摩ま擦さつを餌えさに第三の法則を生み出すこの心臓同士が一定距きよ離りまで接近すると、共鳴現象によって強制的に起動状態となる。

　その末に、二つの心臓はお互たがいで新たな法則摩擦を発生させ、人類世界の法則を侵しん蝕しよくする存在となってしまう。

　人類を守るための手段も、一歩間ま違ちがえれば人類を害する存在となってしまう。

　兵器なんてそんなものだが、機士という存在はその中でも特に扱あつかいに細心の注意を払はらわなければならない部類に入っている。

　そんな彼らのために用意されたのが、独自の電脳空間、《ロビー》だ。

　魔ま法ほうによって強化された電脳空間は、精神をその場に誘いざない、より現実的な触しよつ感かんを体験することができる。

　本来ならば触ふれ合えない機士同士が、ここでならば触れ合えるということだ。

　それを、機士たちが望んでいるかどうかは、また別の話だが。

「《ロビー》かぁ」

「そういえば、イオくんは《ロビー》に興味なしよね」

「うぅ」

「ラマナ」

　ニルファがラマナを止める。

「イオさんのことを考えてあげてください」

「そうだった、ごめんごめん」

「そう。イオは考えの不ふ一いつ致ちで仲なか違たがいしてるから」

「みんなしてひどいこと言ってるよね！」

　少し、泣きそうになった。




　そんなわけで、《ロビー》での打ち合わせは今夜行われる。

「どうなることやら」

　授業を受けながら、小さく呟つぶやく。

　そういえば、連係するという相手の機士の情報は知らされていない。

　とはいえ、ラウ以外の機士のことはイオもほとんど知らない。前回の《ロビー》で顔を合わせた数人にしても、自己紹しよう介かいさえしなかったので名前も知らない。

「あー、やっぱり嫌いやな予感がする」

　ギア少佐が主導しているというだけで嫌な予感の的中率がぐんと上がる気がする。

　ラウが来る気がする。

　いや、きっとラウが来る。

　だとしたら、イオはどうする？

　いや、どうするではない。なにもする必要はない。

　たとえ仮かり初そめの情報体でだとしても、久しぶりに対面で会う弟に喜べばいいだけだ。

「……なんでそれが、普通に喜べないんだろうな」

　小さな声で疑問を投げかける。

　もちろん、それに答えられるのはイオしかいない。

　その当人の中に、答えがなかった。
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　学校が終わる。

　帰宅したイオたちはそれぞれの部屋で《ロビー》へと入る準備をする。

　ヘッドセットで視覚と聴ちよう覚かくに微び細さいな刺し激げきが送り込まれ、精神は催さい眠みん状態に近い域へと誘ゆう導どうされ、肉体から一部が遊ゆう離りする。

　コードが肉体との繫つながりを保険的に維い持じし、イオの精神は電脳世界へと導かれていく。

　ふっと、宙に浮ういた感かん触しよくが全身を軽く撫なでた。

　気が付くと、イオはすでに違う場所にいた。

　以前に来たときと雰ふん囲い気きは違わない。

　それほど広くもない円えん蓋がい状の空間には、以前と同じように無人のソファやテーブルが並んでいる。

　一つのテーブルを除いて。

「あ」

「お」

「ん」

　いつのまにか護法官がイオの周りにいた。彼女たちを見ればそれぞれがそれぞれの表情でそのテーブルを見ている。

　そのテーブルには三人の女性が座っていた。

「ラウさんの護法官たちです」

　ニルファが耳打ちで教えてくれる。

「右から超ちよう常じよう担当のイクマ・ビアス。基き礎そ担当のトレミー・ギャノア。補助担当のミュウリ・イーリーです」

　イオは頷うなずき、改めて彼女たちを観察する。

　漆しつ黒こくの髪かみをしたジファン風の人形を思わせる美少女がイクマか。その隣となり、大きな眼帯で顔の半分以上を覆おおっているのがトレミー、どうやらこの中では唯ゆい一いつの成人女性のようだ。

　そしてツナギを着ているのがミュウリだ。

「あれ？」

　三人の確かく認にんをする前からおかしいなとは思っていたが、やはりそうだ。

「ラウは？」

「彼は全権をわたしに託たくし、欠席するとのことです」

「はぁ？」

　イクマの言葉に、イオは開いた口が塞ふさがらなかった。

「そういうのって、ありなの？」

「少佐が承しよう諾だくした以上はありなのでしょう」

　イクマは淡たん々たんと答える。ユユにも負けない無表情だ。

　そういえば、イクマの声は以前にも聞いたことがある。冷たい声だなとは思ったが見た目もその通りだ。

「やほー、トレミー姐ねえさん、お久しぶり」

「ラマナも、元気にしてた？　……聞くまでもないかな」

「もちろん。いいオモチャもありますし」

「ああ……そっちはまるで自重していないのね」

「それこそもちろん！」

　元気よく頷くラマナに、トレミーが困った顔をしている。

　この人は、見た目よりも常識人なのかもしれない。

「ユユ、ユユ」

　ミュウリがユユをテーブルに呼び寄せる。ユユは無言でそちらに向かった。

「これどう思う？」

「多段変化アーマー。趣しゆ味み的」

　テーブルに広げられたなにかを見て、ユユは淡々と答える。

「それはわかってる。どう、できると思う？」

「ユユはできる」

「ふうん？　なら、競争しない？」

「いいよ」

「やっぱ、ユユはいいなぁ」

　ユユの反応にミュウリが満足げな顔をする。

　護法官たちは同じ場所で教育を受けているので、顔見知りなのだ。

　イオは、ニルファをちらりと見た。

「なんですか？」

「いや……なんでもないよ」

　そういえば、ライバル関係で仲が悪いみたいな話をしてたなと思いだし、イオは口を噤つぐんだ。

　イクマも、こちらを見ようとはしない。もてあましているだろう時間を超ちよう然ぜんと無視して、なにもない空間を見つめている。

　まるで、本当の人形みたいだ。

「少佐、遅おそいね」

「そうですね」

　イオのあからさまな誤ご魔ま化かしに、ニルファは不ふ機き嫌げんな顔で頷く。

　少佐が現れたのはそれからすぐだった。

「やぁ、揃っているね」

　誰だれも伴ともなわず、一人でこの場に現れる。

「それでは、さっそく今回の趣しゆ旨しを説明しようか」

　現れてすぐに、ギア少しよう佐さは説明を始めていく。

　簡単に言えば共鳴範はん囲い外がいからできることの限界を探さぐっていくというものだった。

　そうとわかると、あとは訓練エリアの話など事務的なものになる。

　イオの集中力はどんどんとなくなっていき、視線はあちらの護法官に向けられた。

　彼女たちがラウの護法官なのだ。

　ラウが選び抜ぬいた護法官たちなのだ。彼女たちを率い、ラウは戦っている。

　それなのに、肝かん心じんのラウはここにはいない。

「あいつ、どういうつもりで……」

「イオさん？」

「なんでもない」

　訝いぶかしむニルファに押し殺した声で答え、じっとギア少佐の話が終わるのを待つ。

「…………では、そういうことだ。質問はあるかな？　ないな。では、解散」

　そう言って、ギア少佐が姿を消す。

「おい！」

　イオは声を張り上げた。

　電脳空間から去ろうとしていたイクマたちが振ふり返る。

「なにか？」

「なんで、ラウは来なかったんだ？」

「来る必要はないと判断されたのでしょう。あの人の考えを全すべて理解しているわけではありませんので詳しよう細さいはわかりません」

「それでいいのかよ」

「わたしに任すと言いました。ラウは一度言ったことは違たがえません。その点でわたしは彼を信じていますので」

　淀よどみのない反論に、イオは言葉が詰つまった。

「他ほかに、なにかありますでしょうか」

「ラウに……」

「彼に、あなたからの伝言は受け取るなと言われています」

「なっ」

　さすがに、今度こそなにも言えなくなった。

「それってさ」

　口を挟はさんだのはラマナだった。

「ラウくんてば、イオくんにびびっちゃってるってわけ？」

「まさか」

　ラマナのあからさまな挑ちよう発はつに、しかしイクマは乗らなかった。

「会う必要がないと判断しただけのことでしょう。ラウは目的意識の高い人物です。そのためにわたしたちも選ばれました」

　選ばれた。

　その言葉がイオを刺さす。

　では、この場に現れなかったラウの意思とはなんだ？

　ラウはなにを選せん択たくして、ここには来なかった？

　それは、もしかして。

「イオさん」

　新たに口を開いたのは、トレミーだった。

　眼帯の物々しさとは対照的にやさしげな雰囲気さえあるトレミーがそっと動いて、イオの前に立った。

「お願いです。これ以上、彼を乱さないでください」

「なっ」

　さらなる意外な言葉がイオの胸を抉えぐった。

「わたしたちは純化された刃やいばとなりたいのです。お願いですから、不必要に彼の内面をかき乱さないでください」

　片方だけの瞳ひとみが、まるで優やさしく諭さとすかのようにイオを見ている。ぐずった子供に辛しん抱ぼう強く言い聞かせるかのようなその態度は、かえってイオを傷つけた。

「うーわ、きっつー」

　そんな二人の態度に、ミュウリが背後でそう零こぼす。

「だけど、まぁ、あたしの装具をちゃんと使えるようになってもらわないといけないわけで。悪いけど、あんまりラウを困らせないでちょうだいね」

　二人とはまた別の角度から、ミュウリは言葉を刺してくる。

　ピン留めされたかのようにイオは動けなくなった。
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　さすがにかける言葉が見つからなかった。

《ロビー》から戻もどっても自室から出てこないイオに、なにもできていなかった。

　ニルファはリビングで途と方ほうに暮れていた。

　他の二人も姿を見せないが、そのことには頭が回らない。

　ニルファの頭の中は後こう悔かいで一いつ杯ぱいだった。

「どうしましょう」

　口から出る言葉も乾かわききってしまっている。

　油断していた。

　その思いが強い。

　ギア少佐の企たくらみにばかり気が向いて、どの機き士しと顔合わせになるのか、予測すらしていなかった。

　ラウがやってくる可能性は最初からあった。前回の戦いで、出しゆつ撃げき半径が重なっていることはわかっていた。ならば連係訓練にラウがやってくる確率は高かった。

　ギア少佐の目もく論ろ見みはわかっている。

　前回の戦いで確認された、不可思議な増ぞう幅ふく現象が使えるものかどうかそれを確かめたいのではないか。

　機士同士の連係によって機士の勝率と生存率を上げるためだとかなんだとか言って軍の上層部にかけあってこの訓練を承しよう認にんさせ、それを足がかりにあの増幅現象へといたるきっかけを模も索さくする。

　ギア少佐が考えているのは、こんなところだろう。

「でも、後からわかったところで」

　こんなものは、種明かしされた手品をわかっていましたと知ったかぶっているのと同じことだ。

　事前にわかって、そして対処できていなくては意味がない。

　機士の精神的な健康状態を維い持じするのも護法官の務めだ。その務めをニルファは果たせなかった。

　イクマたちはこの可能性を考こう慮りよしてラウを連れてこなかったのではないか。

　そう考えれば、自分の考えの浅さとイクマへの対たい抗こう心が、ニルファの心を相乗効果で締しめ上げた。

　いま、イオの心は乱れに乱れていることだろう。

　ただ一人の家族であるラウとのことだ。その彼に会うことを拒きよ否ひされたと思っているに違ちがいない。

　乱れて当然だ。

　その上で、トレミー・ギャノアのあの言葉だ。

　イオが再起不能にならないか、その心配をするべきではないのか？

「わたしは、どうすれば……」

　ニルファは呟つぶやき続ける。

　答えが出てこない。

「こんなはずでは……」

　こんな形で護法官としての自分の能力を問われるとは。

　考えなかったわけではない。イオに語ったように、機士に近しい存在となれるように努力してきた。

　だが、それだけではだめだった。

　考えがたりなかった。

　戦いで貢こう献けんすることに考えを傾かたむけすぎていたのか。

　それだけではだめなのだと、イクマに教えられた気分だ。

　痛つう烈れつな手段でだが。

「わたしのことはいいのです」

　頭を振る。

　問題なのは、イオだ。

「しかし、どうすれば」

　その答えが出ないから、ニルファはここから動けない。

「ん～？」

　ラマナがリビングを覗のぞきに来た。

「あーやっぱり、悩なやんでる？」

「ラマナ、わたしはどうしたらいいのでしょうか？」

「あたしにそれを聞く？」

　ラマナが困った顔をする。

「しかし、このままというわけにはいきません」

「まぁね」

　そう言いつつ、ラマナはリビングを通り抜けてキッチンへと向かっていく。どうやら飲み物を求めてやってきたようだ。

「あなたは、なにもする気はなかったのですか？」

　ペットボトルを手に戻ってきたラマナに質問を投げかける。

「うーん、あたしのやり方は軽いからねぇ。このタイミングだと早いかなって思うのよね」

「それは？」

　ラマナはラマナで、なにかよい考えがあるのだ。

　ニルファは、身を乗り出した。

「いや、いつも通りだよ。あたしはね」

　そう言いながら、ラマナが耳打ちしてくる。

「こういうときはね、ゴニョゴニョ」

「え？」

「……で？　…………なるから、…………するわけ」

「え？　え？　え？」

　耳に流れ込んでくる情報に、焦しよう燥そうで乾ききっていたニルファの表情に赤味が差す。

「あなたは！　こんなときにまで！」

「ストーップ」

　真っ赤になって怒ど鳴なろうとしたところを、ラマナに止められる。

「こんなときだからこそ、じゃない？」

「そんなのは……」

「あのね、ニルファ」

　頑かたくななニルファに、ラマナが呆あきれた顔で指を突つきつける。

「健全な魂たましいは健全な肉体に宿る！　すなわち、肉体を健全に機能させれば魂もそれに引っ張られるというものよ！」

「うぐっ」

　護法官の中で基き礎そ……すなわち人間の肉体を担当するラマナの言葉だけに説得力がある。

「いい？　ニルファ。女性からの好意というのはそれだけで男性の心を震ふるわせるものだけど、こんなときはそれだけじゃだめなのよ。もっとダイレクトに男の性を震わせないと」

「震わせるって……」

「まさしく男の魂を摑つかんで立ち直らせるの」

「し、しかし、そんなこと……」

「あ、ニルファがやらないなら、あたしが明日あしたの訓練時間でやるから」

「うぐっ」

「これは必要なことだから、邪じや魔ましちゃだめよん？」

「うぐぐぐぐ……」

　どうして、こんなことになったのだろう？

　ニルファは頭を抱かかえる。
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　もっと真ま面じ目めに考えていたはずなのに、なんでこんな下世話な方向に行ってしまったのか。

　しかし、ラマナに任せてもおけない。

　ニルファは覚かく悟ごを決めた。




　自分が立てたノックの音に心臓を摑まれる。

　返事が来るかどうか、それが問題だ。

　いや、そのときはあのときと同じように廊ろう下かで待ち構えるしかない。

　よく考えれば、あのときも自分なりに大だい胆たんなことをしたものだと思う。

　しかも今回は、もっとすごいことになるかもしれない。

「わたしは……」

　大だい丈じよう夫ぶなのだろうか？

　不安になる。

　いや、イオが嫌いやだというわけではない。

　しかし、こんな状じよう況きようで。

　いや、しかし……

（それで、イオさんが立ち直れるのなら）

　それなら、いいのではないだろうか。

「……はい？」

　ついに、ドアが開いた。

　聞こえてきた声は暗い。

「あの、ニルファです。少しいいですか？」

「……うん」

　ドアがさらに開いて、ニルファは中へと入った。

　イオの部屋は味気ない。

　必要なものだけが置かれているという空気に、ニルファは内心で寒気を感じた。

（もっと、イオさんのことを気にかけないと）

　普ふ通つうの生活を送ることを願いながらそこへの適応ができていない証しよう拠こだ。ニルファは内心でまた反省する。

（自分は未熟だ）

　護法官として、こんなにも配はい慮りよが足りていない場所が見つかるとは。

「ええと、どうしたのって、聞くのも変かな？」

　そう言ってイオが自じ嘲ちよう気味に笑う。

「ええまぁ」

　色々と考えて来たというのに冴さえない返答しかできなくて、ニルファは内心で焦あせった。

「あの、イオさん」

「うん」

「あの……」

「…………僕は、どっちつかずだなぁ」

「え？」

「ラウみたいに機士として必死になれていない気がするし、だからって自分が選んだ日常生活にも馴な染じみきれてないし、うまくいってるわけでもないし」

「…………」

　それはきっとユユのことを言っているのだろう。彼女の休学のことをまだ気にしているのだ。

「機士としては、ちゃんとできてるよね？」

「そ、それはもちろんです！」

　そこまでだめだったら、ニルファだって再起不能になっているに違いない。

「ラウさんにだって負けていません。わ、わたしたちのやり方は間ま違ちがっていません！」

「うん」

　躍やつ起きになって主張するニルファに、イオは頷うなずく。

「だけど、あんなに言われて、僕はなにも言い返せなかった」

「……すみません、わたしも」

「僕たちにはなにが足りないんだろう？」

　イオの呟きはニルファだって知りたいことだった。

　いや、わかっていることだってある。

「……ラウさんたちと比べれば、わたしたちには純じゆん粋すいさが足りないかもしれません」

「純粋さ……」

　トレミーの『純化された刃やいば』という言葉はニルファの胸にも刻まれてしまっている。

「ですがそれは、ラウさんたちの目標とすることであって、イオさんに適合することではないと思います」

「え？」

「イオさんは、純化された刃というものになりたいですか？」

「ん、んん……」

　喉のどを鳴らし、イオが言葉に詰つまる。

「……僕には無理かな？」

　時間を置いてイオはそう呟つぶやいた。

　その時間でイオがどれだけ悩んだか、それが感じられる。

　額に浮うかんだ汗あせや青白い顔色が不安に揺ゆれる未来にそれでも踏ふみ出さなければならない彼の境きよう遇ぐうと意思を表しているかのようだった。

　泣いて喚わめいて怯おびえても、機士になってしまった彼には前に進むしか道はない。

「でも、僕はもう機士なんだ。だから、戦うしかない。それなのに、こんなことを言っているのはやっぱり……」

「いいえ、それは違います」

　弱気に落ちていくイオをニルファは制止した。

　ここで止めなければ、なんのために彼の護法官をしているのか。

　ニルファはイオの手を取った。

「意に添そわないことを続けていては、必ずどこかで矛む盾じゆんに襲おそわれます。わたしたちの役目は、ただ、あなたの戦いをサポートするだけではありませんから」

「ニルファ」

「言いましたよね？　あなたの近しい者になると」

「う、うん」

「それはつまり、あなたの心を守るということです」

　そしてニルファはイオの手を自分の左胸に当てる。

「ニ、ニルファ！」

　いきなりのことに、イオが驚おどろいた顔をしている。

「わたしは、イオさんの心臓に触ふれています」

　それがニルファの役目だ。

　イオの心臓、機士の機士たる由ゆ縁えん、竜りゆう圏けんの火花を第三種法則に昇しよう華かするカンナカムイの心臓を管理するのが超ちよう常じようを担当するニルファの仕事だ。

「え？　う、うん……」

「わたしは、それだけではなく自身の特性のためにあなたの心により深く入り込んでしまっています」

　ニルファの家、アウトレド家は古くからの魔ま法ほう使つかいの一族であり、現在の機士のシステムを創設した一族でもある。

　その魔法の血筋が、普通の護法官にできないことをニルファにさせる。

　彼女は、イオの心臓を通して彼の心、記き憶おくに触れることができる。

「そ、そうだったね」

　ニルファの話が聞こえているのか。聞こえていても頭に入っていないのか、イオの返事は気が抜ぬけている。

「イオさんの心をわたしが見て、わたしの心をイオさんが見ることができないのは、不公平です」

「そ、そうかな？」

「はい。わたしは、イオさんに見てもらいたいです」

　そう言って、さらに手を深くに導く。

「ニ、ニルファ」

「わたしたちが、わたしが、どれだけイオさんを信しん頼らいしているか」

「ま、待って！　わかった……わかったから！」

　イオが叫さけび、手が引き抜かれた。

「あの、イオさん？」

「大丈夫！」

「え？　あの……？」

「僕はもう大丈夫だから！　今日はもう、ね？」

「え？　あ、は、はい」

　そう言って、押し切られるようにニルファは部屋の外に追い出される。

「あ、ニルファ」

　廊下へと出たニルファに、イオが声をかけてきた。

「あ、ありがとう」

　俯うつむき気味のイオの顔は見えない。

　閉じられたドアを眺ながめ、ニルファは放心していた。

「なんとか……なんとか……」

　腰こし砕くだけでその場にへたり込み、それだけを呟く。顔から火が出そうだ。ニルファは両頰ほおを押さえた。

　自分がなにを言ったのかもよく覚えていない。

　とにかく、なんとか、目的を達成せねば、自分らしくなく見られないようにせねばと必死になっていた。

「なにか、迂う闊かつなことは言わなかったよ、ね？」

　思い出せない。

　ただ、いまは真っ赤に燃えるこの顔をどうにかしたい。




　そして、ドアの向こうではイオが途と方ほうに暮れていた。

「ええと……？」

　いったい、なにが起きたのか？

　落ち込んだイオを慰なぐさめに来てくれた。

　それはわかる。

　ニルファたちは優やさしい。そして護法官だ。

　だからなにかしに来てくれるだろうとは思っていた。

　それはもしかしたら、みっともない甘えなのかもしれない。甘えることなく、非情に、冷れい徹てつに、不必要な感情は切り捨てて機士としての役目にだけ邁まい進しんすればいいのかもしれない。

　これ以上なにも失わないためには、そうするしかないのかもしれない。

　だけど……

　それでいいのか？

　それだけでいいのか？

　自分の中で、問いかけ続けるなにかがいる。

　失わずにいられたものを、つまりは弟だけを守り続ける。

　だが、兄弟揃そろって機士になり、会うこともかなわない。

　そして、ラウは復ふく讐しゆうの気持ちを純化させるために、イオを不要と思っているようだ。

　それなら、イオはどうすればいいのか？

　機士をやめることはできない。

　やめるには死ぬしかないが、戦場で死ねば自分たちと同じような不幸をたくさん生み出すことになる。

　ならば自殺？

　できるわけがない。

　普ふ通つうに死んだ場合だって、カンナカムイの心臓がどういうことを起こすかわからない。そういう風に散々に脅おどかされている。

　もともと死ぬ気なんてないとはいえ、こんなときには機士をやめられる可能性について夢想を巡めぐらせてみたくもなる。

　そんな風に、暗い気持ちを循じゆん環かんさせていたときに、ニルファがやってきた。

　いつものように慰めてくれる。それだけで十分だった。こんなものはいつもの落ち込みでしかない。

　なにかあればすぐに落ち込んでしまう。

　それこそが問題なのかもしれない。

　だけど、暗い気分はいつまでも続けられない。足を止めてはいられない。

　なら、前に進むしかない。

　そのことはわかっている。

　大だい丈じよう夫ぶ、前に進める。

　ずっとそうやって自分に言い聞かせている。

　だから今回も、この暗い気持ちから抜け出すきっかけになる、優しい言葉をもらえるだけでよかった。

　だけど、今夜のニルファは違った。

　言葉だけじゃない。

　予想外のやり方で、イオを引き上げてくれた。

　もう、なにで悩なやんでいたのかわからなくなるぐらいの衝しよう撃げきだった。

　悩んでいたことがバカらしくなるくらいの奇き襲しゆうだった。

　ラマナの仕し掛かけてくる悪戯いたずらとは違う。瞬しゆん間かんごとに前頭葉を叩たたかれているような錯さつ覚かくがして、眩暈めまいが止まらなかった。

「ああ……」

　感かん触しよくの残る手を見つめ、そして息を吐はく。

「男って、単純だなぁ」

　笑えるぐらいにその通りだ。

　単純で、一人では立てない。

　どれだけがんばっても、それは変わらない。変えられない。

「ありがとう」

　精せい一いつ杯ぱいの勇気をくれたニルファに、イオはもう一度、そう言った。
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　そして、訓練の日がやってきた。

　指定された場所までポッドで運ばれる。

　辿たどり着いたのは七號ごう竜圏だ。

　そんな呼び方では、ここが、元はなんという土地だったのかわからない。

　あるいは機き士しに郷きよう愁しゆうを感じさせないために、こんな呼び方をしているのかもしれない。

　いままでは砂に埋うもれかけた都市の光景をゆっくりと見ている暇ひまはなかった。出撃すればすぐに戦せん闘とうだ。その戦いの過程で、法則の砂へと還かえる後押しさえしたことだろう。誰だれかの思い出を、粉々にしたことだろう。

　必死になっていて、記憶にはないけれど。

《ラウチームも配置に着きました》

　ニルファの通信音声が耳の裏を震ふるわせる。

「ん、わかった」

《あらためて予定をお知らせします》

「うん」

《訓練開始とともに、両者同時に竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始。軍の用意した目標物に対して近接と遠えん距きよ離り援えん護ごを交こう互ご、遠距離と中距離での同時攻こう撃げきの四パターンを行います》

「うん」

《その後は、距離を調節しながら四パターンを時間が許す限り繰くり返す予定です》

「わかった。変へん更こうはないみたいだね」

《はい。共鳴現象の兆きざしがあった場合はこちらの指示を待つことなく即そく時じ訓練を中止し、最大限に距離を取るようにしてください》

「わかってるよ」

《開始まであと五分です。しばらくお待ちを》

「了りよう解かい」

　返事をし、通信機が沈ちん黙もくを取り戻もどすのを確かく認にんする。同時に皮下に埋められた通信機の存在感も消えた。

　どこかにラウがいる。

　心臓の共鳴範はん囲い外がいのどこかにいる。

　ポケットに忍しのばせたケータイで連れん絡らくを取れば、案外簡単に話ができるかもしれない。

「どうしたもんかな」

　ラウに対するもやもやは、いまのところ落ち着いている。

　だけど、それは一時的なものだということもわかっている。

　ラウへの執しゆう着ちやくがなくならない限り、昨夜のような気分はいつまでもイオの陰かげに潜ひそんでいることだろう。

「いまはなー」

　いまここで、このケータイを使ってラウと連絡を取ったとして、それでどうする？

　それでまた揉もめて、訓練がうまくいかなかったらどうする？

　また暗い気分になって、ニルファたちに迷めい惑わくをかけるのか？

　そんなことになるわけにはいかない。

　イオは、ケータイをポケットに押し込んだ。
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　役目を果たさなければ、それはただのくず鉄だ。

「…………」

　砂さ漠ばくになりかけの荒こう野やで、ラウはそれを見下ろしている。

　ラウの手にはケータイが載のっている。

　ラウの義ぎ肢しは全すべて装具に換かん装そうされている。竜りゆう圏けんに入っているというのにいまだに補助動力が外せない。

　補助動力そのものの重さと、反応の鈍にぶい義肢への苛いら立だちが内部で募つのる。

　だが、その苛立ちは手の上にあるものを見つめるラウの目には現れてはいない。

《どうかしましたか？》

「……いや」

　イクマの問いに、ラウは黙だまってケータイを握にぎりしめ、ポケットに収めた。

《イオさんから連絡が来ることはないかと》

「なんだと？」

　イクマの予想外の答えに、ラウは顔をしかめた。

《先日、お会いしたときに、これ以上ラウに関かかわらないようにとお願いしました》

「てめぇ……」

《余計なことでしたか？》

「なんだと？」

　怒いかりに染まりかけたラウに、イクマは冷たい声で問いかける。

《わたしたちの目的に、迷いの多いあなたの兄は障害になりえます》

「…………」

《彼の迷いがラウへと感かん染せんする前に、繫つながりは断つべきです》

　反論の言葉はない。

《なにか、間ま違ちがっていますか？》

　イクマの淡たん々たんとした冷たい言葉に、感情の揺ゆらぎはない。

　それでいい。

　それがラウの選んだ護法官たちだ。

　必要であれば機き士しの人間的な感情を否定しさえする。

　そんな性格の者ばかりを選んだ。

　だから、必要であれば双ふた子ごの兄との繫がりさえも断ちきろうとしてくる。

　それは悪いことか？

「いいや」

　ラウは、ゆっくりと首を振ふった。

「問題ない」

　そういう連中を選んだのはラウ自身だ。

　なんの文句があるだろう。

《今日の訓練も不必要な無理はしないようにしてください。ギア少しよう佐さの不確かな希望よりも確かなものがあるのですから》

「ああ」

　イクマの言葉は全て正論だ。

　根本はどうあれ、ラウたちの目的ははっきりしている。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくを倒たおす。なにがなんでも。是ぜが非ひでも。

　それ以外のものは必要ない。そもそも、機士とはその目的のために存在する兵器だ。ギア少佐の誘さそいに乗り、カンナカムイの心臓を移植されたときからラウやイオはもう、人間ではない。

　こんな体で、人間であるはずがない。

　兵器が人生を求めること自体が、無意味だ。

　普ふ通つうの高校生でいたがっているイオの方が異常なのだ。

「おれは、間違っていない」

　ラウは呟つぶやく。

「間違ってなどいるものか」

　人間でいたければ、機士になることを選ばなければ良かったんだ。

「甘いのは、お前だ。クソ兄貴」

　呟く。

　だけれど……

　左手の感触が忘れられない。

　ラウの左手とイオの右手はミズドア市崩ほう壊かいとともに潰つぶされた。故郷を襲おそった侵蝕晶核は双子のすぐそばに現れたのだ。

　ラウたちは不認知領域モザイクウオール発生の中心にいたのだ。

　そこから生き残れたことが、そのまま機士として優すぐれた資質があることを示している。

　だが、だからこそ、ラウの心はこんなにも頑かたくなになってしまった。

「なんで、兄貴は……」

　変わらないままでいられるんだ。

　そのことが、ラウには信じられない。

　イオだって失っているのに、どうして変わらないでいられるのか。

　いまだにあんなにも甘いことを言えるのか。

　わからない。

　左手を握りしめる。すでに失われたものだ。ここにあるのは義手だ。握りあった感触は電気信号の幻まぼろしだ。

　失ってしまったものが、元に戻るわけではない。

「わかってたまるか、くそったれ」

　そう吐き捨てるのが、ラウの精一杯だった。
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　お互たがいの心境はともかくとして、訓練そのものは滞とどこおりなく終しゆう了りようした。

　カンナカムイの心臓による共鳴現象は起こらなかったし、暴走も起こらなかった。

　イオとラウの言い合いも、護法官同士のいがみ合いも、なにも起きなかった。

　ある意味平へい穏おんに、訓練は終了した。

　竜圏に散さん逸いつする様々な情報を収集する。そこから見つけ出されたものが、いずれイオの戦いの役に立つときが来るかもしれない。

　そう思えば、手を抜ぬくわけにはいかない。ニルファは真しん剣けんだった。

「とりあえず、波乱なしで終わりそうだねぇ」

　銃じゆう座ざから戻ってきたラマナの第一声はそれだった。

「ええ、よかったです」

　ラマナへの返事もそこそこにニルファは自身のタブレットを見つめる。

「まぁでも、つまんなくもあるわねぇ」

「そんなことはありません」

「そう？」

「そうです」

「へぇ？」

「……なんですか？」

　なにか言いたげなラマナの気配にニルファは集中を乱された。

「なんかあってまた落ち込んでたら、ニルファはイオくんを慰なぐさめられるもんねぇ」

「そ、そんな期待の仕方は、しません！」

「あれ？　じゃあ、なにか期待してるんだ」

　しまった、罠わなにはまった。ニルファは内心で失敗に気付いた。

「期待なんて……言葉の綾あやです」

「へぇへぇほうほう」

　不ふ真ま面じ目めなラマナの返事にニルファは自制する。彼女の言葉に踊おどらされてはだめだ。

「あなたも、イオさんの帰き還かんの準備をしたらどうですか？」

「そんなもの、もうとっくに」

　あたりまえの顔のラマナにニルファはこっそりとため息を吐つく。

　あたりまえの話だが、護法官に認められるだけあってラマナは有能な女性だ。なんとか彼女を黙らせる手段はないだろうかと考えるが、ここ、移動要よう塞さいでの彼女の役割は戦せん闘とう中の支し援えん法撃の射手と、戦闘後のメンテナンスだ。

　このタイミングでラマナのやることはない。

　イオが戻もどってくるまでは、このままラマナのからかいをやり過ごさなくてはならないのか。

「ねぇねぇ、ニルファん」

「ファん？」

　変な呼ばれ方にニルファはまたも無視できなかった。

「イオくんてば、喜んでた？」

「知りません！」

「ふうん」

　ニルファの反応からなにを読み取ったのか、ラマナはどこか不満そうだった。
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　いつものことながら、緊きん張ちようする時間がやってくる。

　戦闘後のメンテナンスの時間だ。

　今回はただの訓練とはいえ、竜圏での戦闘行こう為いはやはり法則の澱おりをイオの体内や装具に溜ため込ませる。

　それを除去するのもまた、護法官の仕事だ。

　そう考えると護法官というのはなんと多た忙ぼうな仕事なのだろうと思う。

「だから、そんなに気合いを入れてくれなくてもいいんだよ」

「そんなとんでもない」

　水着姿のラマナが笑え顔がおでやってくる。

「イオくんの健康と世界平和のために、さあさ、おとなしくしましょうねぇ」

「ぐむむ」

　ラマナの正論に、すでに裸はだかになっているイオは用意されたマットの上で俯うつぶせになる。

　特とく殊しゆな薬液がイオの背中に垂らされ、彼女の指が薬液を体にすり込んでいく。

　体に染しみこんだ薬液が体内に浸しん透とうした異界法則の澱を捕とらえ、ラマナの指が体外へと誘ゆう導どうする。皮ひ膚ふの上でかき混ぜられる薬液の色が徐じよ々じよに黒ずんでいき、マットの外側へと押し流される。薬液は次々と追加されていく。

　ラマナの邪じや心しんがなければ、それはただのマッサージと同じだ。

　最初は警けい戒かいしていたイオだが、ラマナがなにもする様子がないのと心地ここちよさと訓練の疲ひ労ろうが相まって、徐々に弛し緩かんしていった。

「ねぇ、イオくん」

「……え？」

「ニルファとはどこまでいったわけ？」

「ごふっ」

　まさかの質問に、イオはわけもなくむせた。

「な、な、な、なにを？」

「ふっふーん、このラマナさんがイオくんのシモ事情を見み逃のがすとでも思っているの？」

「む、む、む……」

「でも、この……」

「ふんぐるい！」

　ラマナのいきなりの行動にイオの口から奇き声せいが飛び出る。

「このイオくんをチェックしてみるに、最後の一線は越こえていないと思うのよね」

「なんでわかるんだよ!?」

「イオくんの反応に変化がないからかなぁ」

「むぎぎ」

「さあ、白状しなさい」

「プ、プライバシーだ！」

「へぇ？」

　イオが頑なに喋しやべるまいとしていると、ラマナが動きを変える。

　俯うつむいていたイオを素す早ばやく仰あお向むけにすると、イオに逃にげる隙すきを与あたえることなく馬乗りを維い持じする。

　そして、おもむろに……

「な、なにをする」

　ラマナの手が自身の背中に回る。

　なにをしているのか、それは、彼女の胸部分にある布製品の変化を見ていればわかる。

　ぴっちりとラマナの胸を覆おおっていたそれが緩ゆるんでいく。

　背中の紐ひもを解こうとしているのだ。

「だって、ニルファだけはずるいじゃない？　イオくんが目指すのはハーレムエンドであって特定ヒロインエンドではないの」

「か、勝手に決めるな」
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　ラマナはもったい付けるように、水着の紐をゆっくりと解いていく。

　見てはならない。見てはならないとわかっていても、目が離はなせない。瞼まぶたも下ろせない。

　そのことがわかっていて、ラマナはニヤニヤ笑っている。

「いやぁ、イオくんが健康的な凡ぼん人じんでラマナさんは嬉うれしい」

「うるさいわ！　それで、なにを……」

「だから、ニルファだけ先に進んでたら不公平でしょ？　でも、イオくんもニルファも教えてくれないじゃない？」

「プライバシーだから、それは」

　イオは頑なに主張する。

「そう。だから、あたしとイオくんは最後までいっちゃっとけばいいってわけよね」

「なんで!?」

「そしたら、後はイオくんとニルファとで勝手に調節しちゃえばいいわけじゃない？　わお、あたしってば天才」

「調節ってなんっ！」

　叫さけんでいる途と中ちゆうで、イオは言葉を失った。

　ついに、紐が解けたのだ。

　解けた紐が垂れ、前面を覆う布が落ちかける。胸を押さえるラマナには勝者の笑みが浮うかんでいた。

「さて？」

「わー待て待て待て！」

　外れそうになった瞬しゆん間かん、イオは即そく時じ降こう伏ふくを決意したのだった。

「聞かせてくれる？」

「うう……」

　仕方がない。イオはあの夜のことを一部、教えた。

　全部を話す必要はない。ラマナの興味は、なにをしたか、だけなのだから。

「はぁ？」

　イオの言葉を聞いて、ラマナは呆あきれたため息を漏もらした。

「なにそれ？　それだけ？」

「そうだよ！」

「ああ……でも、ニルファにしてはがんばってるかぁ」

「とにかく、調節の必要はないから！」

　行こう為いだけを抜き取れば、ラマナとも以前にそういうことがおきたのだから、不公平はなくなる。

　とにかくこれで、今回も貞てい操そうの危機から脱だつすることができる。

「そういうわけだから、ちゃんと仕事しよう、ね？」

「うーん」

　イオの懇こん願がんにラマナは水着を押さえたまま考え込む仕草を見せた。

「じゃあ、しかた……」

　難しい顔でそう言いだしたラマナに、イオはほっと緊張を緩め……

「……なくない」

　緩めたのが間ま違ちがいだった。

　ラマナの顔が瞬またたく間に接近する。

　柔やわらかい感かん触しよくがイオの頰ほおに触ふれた。

「へ？」

「やっぱ、チームのエロ担当としてはあたしがエロの先せん輩ぱいであるべきよね」

「そんな担当はない！」

「今度はその口を塞ふさいでやろうかな」

「ぐぐっ」

　面おも白しろそうにそう言われ、イオは言葉に詰つまる。

　それを馬乗りのまま愉ゆ快かいそうに見下ろすラマナに異変が起きる。

「あっ」

　イオがぽかんと開く。

　油断したのか、あるいはわざとなのか。口を塞いでやろうかと言ったそのとき、彼女の手は腰こしにあった。つまりはさっきまでしていた維持行動が無効化されたということであって、つまりはなにが起きたかというと。

　はらりと落ちた。

　水着が。

「おっと」

　突とつ然ぜんのことなのに、ラマナは怯ひるまない。

　隠かくすものなく晒さらされた形の良い双そう丘きゆうを、むしろ自じ慢まんしているようにさえ見えてしまう。

「ふんぐっ！」

　瞬間、イオの顔はこれ以上なく熱くなり、鼻の奥から止める間もなくなにかが[image: 迸]ほとばしった。

「うおっ、なに？」

　さすがのラマナも驚おどろきの声を上げる。

　しかもそれは、赤ではなく、黒だった。

「鼻血？　じゃないよね？　うわっ、これって澱？　あははは、大量」

　一度に大量に噴ふきだしたせいで、鼻の奥が凄すさまじく痛い。イオは悶もん絶ぜつした。

「まさかこんな抜ぬき方があるなんて。ううーん、あたしのやり方は正しかったということね」

　そういって、ラマナは一人満足げだ。

「これで、次からはもっと過激にできるわね」

「冗じよう談だんじゃない！」

　そう叫びたかったのだが、鼻が痛くてできなかった。







　間章　ドールズ・アイ







　ユユには一つ疑問がある。

　イオの護衛をしつつ、ユユはその疑問にひっかかるものがあったので、集音機能をそちらに向ける。

　聞こえてきたのはジョイシボルの幼おさな馴な染じみ、サイカとその友人、コットンとの会話だ。

「ねぇ、サイカ」

「なに？」

「ジョイって、女性に興味ないとかじゃないよね？」

「はぁ!?」

「ちょっと、声大きいって」

「だって、コットンが変なこと言うから」

「でもさ、おかしいじゃん。あんなイケメンなのに誰だれにもなびかないとか。ていうか、遊びでもオッケーみたいなのだっていそうなのに、そういうのともアレコレしたことないわけでしょ？」

「ん、まぁ、たぶん」

　答えるサイカの声こわ色いろは微び妙みようだ。

　その表情に不安が揺ゆらいだような気がする。つまり、ユユにはよくわからないアレコレという状態にジョイがなって欲しくないと考えているのだろう。

　それなのに、サイカはそれを断言できないのはなぜか。

「もしかして、サイカも疑ってたりする？」

「ま、まさか」

「だよねー」

　白々しい言葉のやりとりの後、沈ちん黙もくが横たわる。

「ごめん、少しだけ疑ってる」

「だよねー」

　観念した顔で告白したサイカにコットンは言葉を繰くり返した。

「だって！　あれともうずっと一いつ緒しよだよ」

「色々見てきたでしょうね」

「見てきたわよ。幼よう稚ち園えんからずっと！　だいたいその場で一番の美女はあいつに告白してたわよ。それなのに全部スルーよ。スルー！　あたしでさえ、何様!?　って思うぐらいの振ふりっぷりよ」

「なるほど」

「そんなんだから、たまに、少しは、思ってみるわよ。あいつ男の方が好きなんじゃないの？　って」

「で？　で？　どう？」

　コットンの目が好こう奇き心しんでぎゅんぎゅん光っている。ドール越ごしのユユも耳をそばだてる。

　素す直なおに言えば、男が男に興味があるというものがいまいちピンと来ていない。だが、その件についてはニルファとラマナがこっそり話しているのも聞いているし、そのときの会話はユユの危機意識を刺し激げきするものだった。

「……わからない」

「は？」

「ぜんっぜん、わからないのよ。これが。なにしろちゃんと友達付き合いしてるのってなにげにイオくんが初めてな気がするぐらい、あいつってちゃんとした友達いなかったから」

「まぢで？」

「本当に」

　ぐったりした顔のサイカからは真実しか覗のぞけない。

　ずっと友達がいない。

　そんなことがあるのだろうか？

　ユユにだって……いまはこんなにも一人を好んでいるけれど、昔は友達ぐらいはいた。考えると胸が苦しくなるけれど、お互たがいの家に通い合う友達がいた。

　ユユにだって、そういう存在はいたのだ。

「そりゃ、ね。その場でだけなれ合うようなのは何人かいたけど、あたしの目からは友達って感じには見えなかったから」

「ふうん」

「だから、いまのジョイって、ちょっと楽しそうで」

　そのときのサイカの表情はとても複雑なものだった。

　だけど、さっきよりも優やさしいなとも思った。

「おや、嫉しつ妬としてる？」

「む……」

　コットンのニヤニヤ顔に、サイカが押し黙だまる。

「ま、家庭の事情もあるんだろうけど、ずっとあんなのと一緒にいるのは苦労するだろうしね。うん、そうじゃないと」

「むう」

「いいねぇ、深いねぇ」

「うるさいなぁ」

　顔を赤らめてコットンを睨にらむサイカからユユは視線を離はなし、職務に戻もどる。

　どうやらジョイの疑ぎ惑わくに対する結論は出そうにない。

　結論を先延ばしにして、しかも曖あい昧まいなままに終わる。ユユはミステリーの特番を見させられたような気持ち悪さを感じさせられただけだった。







　04　碑ひと壁かべ・弐に







　合同訓練は他ほかの機き士しとの間でも続けられているのだと知ったのは、《ロビー》でだった。

　初めて、ラウ以外の機士とちゃんとした接せつ触しよくをしたのだ。

「お。この間の双ふた子ご」

　声をかけられたのは、戦せん闘とう記録を借りようと《ロビー》へと入ってすぐだった。

　先客がいたのだ。

「ここで誰かと鉢はち合あわせるのは久しぶりだなぁ」

「あ、あ、どうも……」

　振り返ると、ソファに男性が座っていた。

　顔にはまったく覚えがない。

　だけど、イオのことを『この間の双子』と言ったのだから相手はイオのことを知っているということになる。

　そして、イオにはそんな記き憶おくは、ラウの危機を告げられたときしかない。

「えっと……」

　近づいて来た男は大きかった。腕うでも太ければ胸も分厚い。腕やシャツの間から溢あふれた体毛が淡たん泊ぱくな電脳空間に暑苦しさを呼び込んでいる。

「あー、前の時は自己紹しよう介かいしてなかったな。アンカー・マクベスだ」

「イオ・オリベです」

　差し出されて、握あく手しゆをする。電脳空間での接触なのに現実との違ちがいは感じられなかった。魂たましいの一部がここに来ているという話は本当なのかもしれないと、いまになって思った。

「こんな場所があるってぇのに、なかなか同類とは会わない。まったく、なんのためにあるんだかな」

　口角を持ち上げ、皮肉げにそう漏もらす。

「あの、長いんですか？」

「うん？」

「機士になって」

「ああ、そういうことか。まぁ、長い方だろうな。最長かどうかは知らんけど」

「はぁ」

「なにしろ、機士の個人情報は同じ機士同士でも面と向かって尋たずねない限り知ることはできないからな。戦闘記録は見れるのにな」

　イオは内心で納なつ得とくした。たしかに、ラウ以外の機士のことはぜんぜん知らない。《ロビー》ではこんな感じで会えそうにないからと、はやくから同じ機士への好奇心が冷めていたこともあって気にしていなかった。

　戦闘記録もラウのものばかり追っていたので他の機士のことは名前さえも知らない状態だ。

　これは、またも失敗していたかもしれない。イオは電脳の背中で冷たい汗あせを感じた。

　もっと、他の機士にも興味を向けるべきだった。

　すくなくとも、ラウなら他の機士の戦いも参考にしているに違いない。

「ん？　なんだかよくわからんが、反省してる顔だな」

「あ、はぁ、まぁ……」

　そんな気分だから返答もいまいちだ。

「んじゃ、これは挨あい拶さつ代わりだ」

　そういうと、アンカーはふわりとなにかを出現させ、イオの前に投げた。

　受け取ったそれは戦闘記録のディスクだ。

「あの……？」

「おれたちは、こいつでしかわかりあえないからな。自己紹介代わりだ。まぁ見てくれよ」

「はい」

「それと、ギア少しよう佐さがいろいろ企たくらんでるみたいだが、付き合うのはほどほどにしとけよ」

「いや、ほどほどにって、どうやって……」

　向こうは軍人で、機士の上にいる人間だ。彼の命令には基本的に逆らえないと聞いている。

「気持ちまで持ってかれるなってことさ」

　そう言ってイオの肩かたを叩たたくと、アンカーの姿は薄うすまり、消えていく。《ロビー》から普ふ通つうに退室しただけなのだが、その消え方はまるで幽ゆう霊れいのようだ。

「あんな濃こい幽霊は、いないよな」

　気分を立て直すためにもそう言ってみる。苦く笑しようは出てきた。

　渡わたされたディスクを眺ながめながら、イオはソファに座ってみた。電脳空間でもソファの座り心地ごこちに変化があるようには思えない。

　機士同士が向かい合える唯ゆい一いつの場所は、仮かり初そめといえど現実に近い作りになっている。

「合同訓練、他の機士同士でもやってるんだな」

　ぽつりと呟つぶやく。

　アンカーの言い方だと、そういうことになる。さらに、彼はもしかしたらそのことを誰だれかと話し合いたがっていたのではないか？　思い返せばそんな様子があったような気がする。

　ギア少佐を不気味に感じているのはイオだけではないようだ。

　そのことにちょっとだけ安心しつつ、イオは他のことも考える。

　合同訓練は現実での機士に許される距きよ離りの確かめ合いのような行こう為いだ。

　しかし、いくら確かめたところで、ラウと直接顔を合わせることができるわけでもない。もちろん、ギア少佐がそんなことを目的にして合同訓練をおこなっているはずもないことは、承知している。

　しかしそれでも、あるいはもしかしたら……と期待している部分が拭ぬぐえない。

　あるいはもしかしたら、なにかの拍ひよう子しで心臓の暴走なしで二人は顔を合わせることができるかもしれない。

　起こるはずもない奇き跡せきに期待してしまう。

「ラウは会いたくないって言ってるのにな」

　イオのことを復ふく讐しゆうの邪じや魔まだと言っているのに。

「まぁ、だからってそれで吹ふっ切れないんだから仕方ないよな」

　そんな簡単に、ただ一人の家族のことをないものにするなんてできない。ラウにはできるのかもしれないけれど、イオにはできない。

　この差が機士として致ち命めい的てきな差になるのかどうか、それもわからない。

　だけど、復讐心がイオを燃やさなくとも、機士になってしまったという事実がイオを戦いから逃のがさないし、逃れようと考えたこともない。

　自分と同じような不幸はもう起こって欲しくないという気持ちが、いまのイオを支えている。

　ニルファたち護法官もいる。

　なにも問題はない。

　ラウがいなくても、なにも問題はない。

「問題は、ないんだけどな」

　だけど、今日もまたラウの戦闘記録を求めて《ロビー》にやってきている。

「ああもう」

　答えの出ない考えに取り付かれて身動きができなくなりそうだ。イオは思考の迷めい路ろを振ふり切ると、《ロビー》から退出した。

　現実に帰ると、次の合同訓練の日付が決まっていた。
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　その報しらせは、もちろんこちら側にもやってくる。

「また、イオのチームですか」

　メールに添てん付ぷされた命令書を見て、イクマは静かにそう呟く。表情の変化はないが、声の調子からして良くは思っていない様子だ。

　単純な合同訓練であるなら、次は他の機き士しであるはずだ。

　だが、ギア少佐はそうしなかった。

「やはり狙ねらいは双子の共鳴現象」

　以前の戦闘で見せた奇き妙みような増ぞう幅ふく現象を、イクマはそう判断している。

　そして、ギア少佐もまた、そう判断しているのだろう。

　バカバカしいと思う。

「そんな、安定性のないものを」

　双子という特性がなにか奇跡のようなものを起こすのだとしても、それは機士の絶対条件を完全に覆くつがえすわけではない。

　増幅と暴走の背中合わせが解消されることはないだろう。ギア少佐はそう思っていないのか、それとも別の考えがあるのか。

　どうであれ、イクマの信条とは合わない。

　イクマは一度や二度の奇跡でどうにかできるような戦いを望んでいない。

　もっとずっと確実に勝利し、長期的に殲せん滅めつし続ける戦力をこそ必要としている。

　ラウはそれになりえる。イクマはそう信じているからこそ、護法官として彼に仕えている。

「……抗こう議ぎでどうにかできないでしょうか？」

「駐ちゆう屯とん軍ぐんの大たい佐さに出してみますか？」

　答えたのはトレミーだ。

「ギア少佐の上司にもなるはずですし、効果があるかもしれないですね」

「そうですね」

　トレミーの言葉に頷うなずき、抗議文の文面をすぐに考え始める。

「ラウの訓練はどうなっています？」

　文面を考えるのはそれほど苦労することではない。考えながらトレミーに質問を投げかけた。

「電脳空間での訓練は順調です。現在の目標値を達成するのはすぐでしょう。そちらは？」

「こちらも順調です。シンクロ深度は理想的な数値で成長しています」

「いずれはわたしたちを超こえてしまうかもしれませんね」

「彼が機士である限り、護法官の需じゆ要ようはなくなりません」

「それはそうですが」

　トレミーが言い淀よどむ。

　彼女はなにか不安を抱かかえているようだ。

　いや、それがなにか、イクマもわかっている。

「あの方は、なにを考えているのでしょう？」

「わかりません」

　トレミーの言葉に、イクマは首を振る。

　不確実なことをやりたくはない。

　だが、いまやっていることはギア少佐のものよりはイクマの信条に近いもののはずだ。

　すくなくとも、予測される効果はそうなっている。

「それよりもいまは、ギア少佐の件を片付けて有意義な時間を確保することが一番かと」

「そうですね。しかし、こうなってくるとうちは政治力の点ではあちらに負けるのが悔くやまれます」

　トレミーが言うあちらがどちらなのか、そして政治力というのがどういうことなのか、イクマにもすぐにわかる。

「魔ま法ほう使つかいの源流、アウトレドの血統に、ミルストの娘むすめ。機士の我わが儘ままを押し通すには十分すぎる政治力ですから」

「必要ありません」

　トレミーの嘆たん息そくを、イクマは硬かたい声で押しのけた。

「正当な機士の正当な要求が通らない方がおかしいのですから」

「……そうですね」

　イクマの主張にトレミーが反論することはなかった。

　だがそれは、イクマの主張を認めたからではない。それがわからないほどイクマ・ビアスは幼くはなかった。
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　その連中を目にとめたのは、夕方のことだった。

　放課後にジョイと寄り道して、その後一人になったところだ。

　初等科らしき子供たちが道路の端はしに集まっていた。

「本当にあってるの」

「あってるって、ここを歩いてるの見たんだからな」

　男子二人に女子三人という集団はなにかで揉もめているようだった。

「それで、ここのマンションであってるの？」

「それはしらねぇよ」

「なによそれ！」

「だから、ここら辺を帰りに歩いてるの見たって言っただけじゃん」

「信じらんない」

　そんな風に言い合いしている。

　どうやら、誰かを探しているようだ。

　放ほうっておいても良かったのだけど、なにか気になってイオは足を止めてしまった。

「とりあえず、このマンションじゃないよ。案内に名前ないもん」

「どうすんのよ！」

「どうしろっていうんだよ！」

「とりあえず落ち着いて。この通りにあるマンションは限られてるし、案内見るだけならそんなにしんどくないんだから、それぐらいしようよ」

　主に喧けん嘩かしている男女二人を落ち着かせた一人がそう提案する。

「ハートレヴなんて名前珍めずらしいんだし、すぐに見つかるよ」

　その名前が聞こえて、イオは自分の勘かんが正しかったことを悟さとった。

「なぁ、君らユユを探してるのか？」

「うわぁ、なんだよ」

　近づいて話しかけると初等科学生たちは驚おどろいた顔でイオを見る。

「変態？」

「変態よ」

「初等科学生を狙う変態だ」

「しかもユユを知ってるなんて確信的な変態ね」

「大変だ変態だ」

　完全に疑われた。

「いや、違ちがうよ。ユユとは、えっと……家族みたいなもんで」

　慌あわててそう言ってみたものの、やはりというか、子供たちが信じた様子はなかった。

「噓うそだ」

「噓よ」

「噓ね」

「似てない」

「証明完かん了りようね」

「ぐふっ」

　子供は本気で容よう赦しやがないなと思いつつ、不ふ審しん者だと思われるのもしかたがないという諦あきらめもある。

　説得しようにもいい言葉が思いつかない。

　なにより、咄とつ嗟さに話しかけたけれど、その後をどうしたかったのかも自分でわかっていない。

　これは、今日は撤てつ退たいするべきかも。

　そう考えていたときだ。

「ねぇ、ユユと知り合いなのは本当なの？」

　女の子がそう聞いてきた。

　おそらく、この子がこの五人の、少なくとも女の子側のリーダーだろう。他ほかの子にはない威い圧あつ感かんのようなものがあった。

「それは、もちろん」

「じゃあ、最近、ユユに起きた変化はなに？」

「え？」

「答えられたら、信じてあげてもいい」

　女の子はまっすぐな瞳ひとみでイオを見ている。

　回りの子供たちがざわめく。「おい」とか止めようとしている空気を無視して、その女の子はイオをずっと見ている。

「……学校に行かなくなった」

「本当みたいね」

　女の子の目から少しだけ圧力が減った気がして、イオは息を吐はいた。いつのまにか、息を止めていたのだ。

「ユユは元気？」

「まぁ、元気といえば、元気」

　やりたいことに集中できているのだ。少なくともイオが見るかぎりで不満を抱えている様子はない。

「ただ、ユユは知り合ったときからああだったから、よくわからなくもあるけど」

「そうよね。だから、わたしたちも困ってるの」

「困ってるって？」

「うん」

「なぁ、どっか場所変えようぜ」

　言い淀む女の子に男の子が口を挟はさむ。男の子の方はいかにもクラスの悪ガキ代表をしていそうな勝ち気さがあった。

「どっか座れるところ行こうぜ」

「ああ、じゃあ……奢おごろうか？」

「知らない人に物を買ってもらうの、禁止されてますから」

「はい、すいません」

　女の子に睨にらまれて、イオはおとなしく彼らに従うことにした。




　途と中ちゆうの自じ動どう販はん売ばい機きで飲み物を買い、イオたちは近くにあった公園に移動していた。

「あの子、あんまり表情が変わらないじゃないですか」

　女の子と二人でベンチに座り、話を聞く。

　このときには他の四人は公園の遊具で遊んでいた。この女の子にここまで来た問題を丸投げすることにしたのか、それとも気持ちが途と切ぎれてしまったのか。

　どちらにしても、今となりにいる女の子よりは初等科学生らしく思えて微笑ほほえましかった。

「だから、なにか問題があったのか全然わからなくて」

「学校だと、ユユはどんなだったの？」

「あんまり喋しやべらなくて、誰だれとも関かかわりたくないって感じだった。強がりとかじゃない感じだったし、なんかむっとしたから放っておいたんだけど、そしたらあいつが……」

　そう言って、男の子を指さす。

「バカだからちょっかい出し始めて」

「え？」

「あ、イジメとかじゃないの。あいつバカだけど、そういうのはしないから」

「あ、そ、そうなんだ」

　ひどい言われようだけど、だからこそ信しん頼らいしているような雰ふん囲い気きもあって、イオはなにも言えない。

「でもやっぱりバカだから、知らない間に嫌いやなことを言ってるかもしれなくて」

「それで、気になってユユの家を探しに来たの？」

「うん。他の子たちもユユともっと話してみたかったって言ってたから」

「ふうん」

　女の子の様子を見る限り、噓を言っているようには見えない。

「どうかな？　ユユはそんなこと言っていた？」

「うーん。言ってないと思うけど」

　ユユの正直な気持ちは聞いているが、それをこの子たちに語るわけにはいかない。イオが機き士しであることが秘密なように、護法官が誰であるかも秘密だ。

「じゃあ、どうして来なくなったんだろう。引ひっ越こすの？」

「ちょっと説明しにくいんだ」

「わたしたちが子供だから？」

「そういうんじゃなくて、複雑だし、勝手に言っていいかどうかもわからないし」

「そっか」

「でも、これは確かだと思うんだけど」

「なんです？」

「別に、君たちのことが嫌になったとかじゃないと思うな」

「そう、ですか？」

　その瞬しゆん間かん、初めてこの女の子の表情が揺ゆらいだ。

　おや、とイオは思った。

「よかった」

　ちょっと硬かためだった女の子の態度が明らかに柔やわらかくなった。安心が体中から溢あふれ出した。そんな様子だった。

「もしかして、ユユのこと好きだったりする？」

「だって、可愛かわいいから」

「ふうん」

　顔を赤らめる女の子に、このことをユユに伝えたらどうなるんだろうと、そのことが気になって仕方なくなった。
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　マンションに戻もどるといつも通りの訓練を済ませる。夕食などを済ませて解散の後、イオはリビングに残って戦せん闘とう記録を見ることにした。

　見たのは、《ロビー》で出会ったアンカーのものだ。

　敵の侵しん蝕しよく晶しよう核かくは純度Ｂ、強敵だ。

　回転しながら飛ひ翔しようするそれはヘリコプターの回かい転てん翼よくのようにも見える。空気抵てい抗こうに踊おどらされているかのような不規則な軌き跡せきを描えがいて人類圏けんに接近してくるそれを、アンカーは高高度の垂直落下攻こう撃げきで迎むかえ撃うった。

　手にした武器は巨きよ大だいな戦せん斧ふだ。

　両りよう刃ばの巨大な斧おのを両手で持ち上げ、回転の中心にそれを振ふり下ろす。アンカーの雄お叫たけびがそのまま力となり、彼の周囲では炎ほのおが生まれていた。

「すごいな」

　自身の負傷を顧かえりみない勢い重視の戦い方に、イオは自分に置き換かえてヒヤヒヤしながら映像を見守る。

　侵蝕晶核は、その回転で全すべてを薙なぎ払はらおうとしてくる。

　アンカーはそれを戦斧で受け止め、まさしく力ちから尽ずくで回転を押し返し、侵蝕晶核を真っ二つにする機会を窺うかがっている。

「なに見てるの？」

　リビングの外から声をかけてきたのは、ユユだった。

「戦闘記録だよ」

「いつものじゃない」

「うん」

　ラウのではないことが、意外だったようだ。

「たまにはね。勉強するなら色んなものを見ないと」

「ふうん」

「ていうか、ラウばっかり気にして、他の機士の戦いをちゃんと参考にしてないのってだめだよなって、いまさら気が付いた」

「そうかも」

「なんだかね、そんなあたりまえのことも気が付かなくなってたんだなって」

「イオ」

「あのさ、ユユ……」

　このタイミングで言うことだろうか？　イオは少しだけ悩なやんだ。

　だけど、ユユには頑かたくなな部分がある。その壁かべを乗り越えられる機会は、そんなにあるものではない。

　今夜、ユユは珍めずらしく彼女から話しかけてきた。

　装具のことでもなんでもない。普ふ通つうに話しかけてきた。

　勢いでもなんでも利用して彼女に伝えることが大切だ。

「実は、夕方に」

「知ってる」

「え？」

「知ってる」

　ユユの答えは想定していないものだった。イオは混乱した。

　知ってるとは、どういうことだ？　なにを？　いや、どうやって？　なのか？

「夕方に、ユユの元クラスメートと会ったでしょ」

　ほんとに知っていた。イオは息を吞のんだ。

「なんで……」

「秘密」

「え？」

「いい女には秘密がたくさんあるらしいよ」

「え？」

「ラマナがそう言ってた」

「そっかぁ」

　たしかに、原因を究明しても仕方がない。いま大事なのはユユがすでに知っているということだ。

　イオは少しだけ肩かたの力を抜ぬいた。知られていることには驚おどろいたが、知っているならイオがあの子たちとどういう風に知り合ったかも知っているはずで、そしていまのユユの様子からして、そのことを怒おこっていないということにもなる。

　第一関門を突とつ破ぱできたような気になれた。

　なら、その次だ。

「あの子たち、ユユにまた会いたいって言ってたんだ」

「ユユはべつにいじめられたから学校に行きたくないわけじゃない」

　そう言ったユユの表情が硬くなった気がした。

「うん、そうだろうね」

　いじめられて学校に行きたくないなんて、そんなことになっていたら……

「僕だって怒るよ」

「ユユを」

「まさか、ユユをいじめた人たちをだよ」

「…………」

「ユユは、もう僕の家族みたいなものなんだから。ユユをいじめさせたままになんてさせないよ」

「どうして？」

「え？」

「どうして、イオはラウみたいに考えなかったの？」

　そんな質問がくるとは思わなかった。肺か、胃か、自分でもよくわからない内臓のどこかに重いものを投げ込まれたような気がした。

「どうして、なくしたものは同じなのに、イオはラウみたいにならないの？　ユユたちを家族みたいだなんて言うの？」

　ラウの護法官の選び方を教えてくれたのはユユだった。

　目的に合わなければ物のように取り替かえる。そんなやり方でいまの護法官たちを選んだラウを、ユユは肯こう定ていしているようだった。

　いまでもそうなのだろうか？

「ユユはそうして欲ほしいの？」

「同情で置いておかれるなら、無能と切り捨てられたい」

　ユユの言葉はイオを抉えぐる。息を止める。

　夕方、公園を走り回っていたあの子たちと同じ歳としの女の子が、イオの前でそんなことを言う。

「ユユは護法官になることを選んだの」

　力強くユユは言う。

「護法官でいたいの」

「うん」

「ただの、可哀かわい想そうな子にはなりたくないの」

　淡たん々たんと並べられるユユの望みに、イオは言葉を失いそうになる。

　イオがよかれと考えていたあれこれが、全てただの偽ぎ善ぜんに成り下がろうとしている。それでも役にでも立てば偽善も善と言い訳することもできたかもしれないが、ユユの言葉はそれさえも許さない。

　飾かざり気のない言葉は、それだけに純じゆん粋すいな刃やいばとなってイオの勘かん違ちがいをバラバラに刻んでいく。

　きっとどこかで、ユユは現実社会に戻りたがっている。

　そんなことを考えていたイオを解体していく。

　勘違いを嘲ちよう笑しようすることもなく、怒ることもなく、淡々と、障害を見つけたかのように排はい除じよしていく。

「ユユは、あそこには戻りたくないの？」

　それでも、イオはそう言った。

　なんの足あ搔がきなのかは自分でもわからない。

　だけど、ユユの頑なさという壁になにかを見み出いだしたくて、イオは言葉を絞しぼり出す。壁の隙すき間まにあるかもしれない矛む盾じゆんがあるのかどうか、それを見み極きわめたい。

　そんな気持ちでユユを見る。

「戻りたくない」

　とどめを刺さされた。

　ように思えた。
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　すぐに立ち去るユユをイオは止めなかった。

　ただ、彼女の背中を見送ってぽつりと漏もらす。

「それなら、泣く必要なんてないじゃないか」

　ユユは護法官でありたい。

　それが噓うそではないけれど、それだけでは真実になりきれない。

　そんな名残なごりが、見えないままにここに残されているような気がして、イオはゆっくりと息を吐はいた。







　05　ウォール・ウォーカー







　それは一いつ斉せいに浮うき上がった。荒こう野やに散り、砂さ漠ばくに沈しずみ、廃はい墟きよに埋まい没ぼつしていたそれらが一度に活動を再開したのだ。

　それは小さなきらめきだった。本来であれば活動が停止したその瞬しゆん間かんから法則の火花による圧力に負け、砂へと成り果てるはずの存在だ。

　だが、そうはならなかった。

　小さなきらめきは、その群れは、法則の火花に焼かれることを良しとせず、竜りゆう圏けんにその身を潜ひそませ、火花の圧力に抗こうしながらそのときをじっと待ち受けていたのだ。

　大反はん抗こうのそのときを。
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「何が起きた!?」

　コーネリア市駐ちゆう屯とん軍ぐんの司令室でモル大たい佐さが吠ほえた。野太い咆ほう哮こうは情報を収集する士官たちの間にすでに蔓まん延えんしていた混乱を排除し、規律を蘇よみがえらせる。

「侵しん食しよく晶しよう核かくが出現！」

「それはわかっている。出現位置だ。どうしてここまで接近されるまで気づかなかった!?」

　司令室の中央モニターには大量の光点が映し出されていた。コーネリア市が接する竜圏のレーダー情報だ。

　そこに映し出されている光点とは、即すなわち、侵食晶核だ。

　司令室に警報が鳴り響ひびいたのは五分前のことだ。そして、その五分で判明したことは、今までではありえないことだった。

「出現したのか、接近されたのか、どっちだ!?」

「そ、それは、まだ……」

　言いよどむ士官にモル大佐は顔をしかめる。だが、士官の返事を待つ間にもしかるべき処置へと頭を巡めぐらせる。

「伏ふく兵へい、ではないですかな？」

　その言葉に振ふり返る。司令室の入り口で中央モニターを睨にらんでいるのはジルドア・ギア少しよう佐さだった。

「少佐、なにを知っている」

「なにも知りはしませんよ、ただ……」

　モル大佐の疑念を受け流し、ギア少佐は近くの操そう作さ卓たくに手を伸のばす。

　中央モニターの地図が倍率を低め、より広い地域が映し出される。

　そこに、ギア少佐がいくつかの丸を付ける。

「これらが最近になって連続発生していた低純度の大群と会敵し、殲せん滅めつした地点です。そして……」

「これは」

「現在の侵食晶核群の進行方向を遡さかのぼると、これらの地点と被かぶさります」

「倒たおされた振りをしていたというのか？」

「そこははっきりとしませんな。ただ、まだ機き士しのいなかった五十年ほど前の記録に、連日連夜の激しい抵てい抗こうの末、大群に吞のまれて消えた都市の話があります」

「前例がないわけではないのか」

「この記録と現在のこれが同一であるとの確証は、やはりありませんがね」

「もういい。それで、対たい抗こう策さくは？」

「数には数です。暴走危険域を避さけての機士の同時展開。機士個人という点ではなく、面での迎げい撃げきで、弾だん幕まくという壁かべを作る。これしかありませんな」

「むう」

　それを聞き、モル大佐は唸うなった。

　それはこの間から、ギア少佐が強硬に主張して実じつ施しした訓練の延長だ。

　たしかに、この事態に対応するには機士が一人ではだめだ。

　だが、機士の暴走を恐おそれていては、こんな作戦は採用できないだろう。

　しかしすでに、どの辺りまでなら機士を同時に配置しても問題はないというデータが機士ごとに揃そろっている。

「……少佐には未来視の能力でもあるのかね？」

「あれば、その能力を存分に使い尽つくしていたでしょうな」

　ギア少佐の態度は変わらない。

　モル大佐は、奥歯をしばらく嚙かみしめると言葉を吐いた。

「戦場に隣りん接せつする各駐屯軍に通信を繫つなげろ。話を付ける」

「了りよう解かい！」

　士官が答え、中央モニターが映像を変化させる。

「少佐、作戦説明は任せるぞ」

「おまかせください」

　こうして、軍の頭脳が動き始め、機士の出動が促うながされることとなる。
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　出撃命令はイオにももちろん届けられた。

「罠わな、だったってこと？」

「そういうことのようです」

　移動の地下鉄の中でイオはニルファから状じよう況きようを聞いていた。

　いままでの比ではない大量の侵しん蝕しよく晶しよう核かくが現れたというのだ。

　しかもそれは、イオたちがいままで倒したと思っていたものが竜圏内に潜せん伏ぷくし、一斉に襲おそいかかってきているかもしれないというのだから、驚おどろきだ。

「詳くわしくはまだわかっていませんが、結果的には罠にはまったのと同じ状況、ということになります」

「そんなことまでするんだ」

　なんとなくだが、イオは、侵蝕晶核に知性があるとは思ってもいなかった。

　もっと自動的な悪意の塊かたまりのようなものだと思っていたのだ。

「あっちの生き物の定義とかもよくわからないしねぇ」

　ラマナのなにげない言葉に納なつ得とくする。

　侵蝕晶核は、イオたちからすれば謎なぞの動力で動く無機物にしか見えないが、もしかしたらあちらの法則では立派な生物になるのかもしれない。

「ま、迷めい惑わくなものは排除する。それは変わらないわよね」

「そうですね。いまは、あれらの正体を探さぐるような余よ裕ゆうはありませんから」

　そんな会話で地下鉄内の時間を潰つぶしていく。

「今回の作戦は、複数の機き士しによる共同迎撃です」

「……この前までの訓練が活いきてくるわけだね」

「そういうことになりますね」

「まるでこうなることがわかってたみたい」

　ラマナの軽口がその通り過ぎて、イオはなにか怖こわいことを考えてしまう。

「でも、それならギア少佐には危険を予知する能力があるってことになるのか」

　よく考えればそういうことになる。

「あれ？　これっていいことなんじゃ」

「かもしれないけど、ギア少佐っていうだけで、なんかうさんくさくなるよね」

「あはははは……」

　その気持ちはわからないでもない。

　笑いながら、イオはユユの様子を盗ぬすみ見た。

　彼女はいつも通り、少し離はなれた場所に座っている。こちらの空気を無視した様子には、いつも以上の頑かたくなさがあるような気がした。

「なにかありましたか？」

　ニルファが小声で尋たずねてくる。

「うん、ちょっと……」

「注意しましょうか？」

「ごめん、そういうのはやめて」

「わかりました」

　ニルファは善意で言ってくれているのだろうが、それでは、なにも解決しないことはわかっている。

「これは、僕が解決しないといけない問題なんだ」

　ユユを頑なにしてしまったのは、イオの迂う闊かつな言動のせいでもある。

「僕がユユをよく知らなかったせいでこんなことになってしまってるんだから」

「イオさん」

　ニルファの声は心配で揺ゆれている。

「イオさんがそこまで気負う必要はありません。いえ……」

「お願いだから」

　ニルファが言いかけたなにかを止めた。

　機士だから、イオはなにもしなくていい。きっと、そんな趣しゆ旨しのことを言おうとしたに違ちがいない。

　そんなニルファの優やさしさも嬉うれしい。ニルファが本気でイオの心配をしてくれていることもわかっている。

　だけど、それだけではだめだ。

「ごめんだけど、少しだけ見守ってて」

「……わかりました」

　納得していない様子だったが、おとなしく引いてくれたことにほっとする。

　そうこうしている間に電車の速度が緩ゆるんでいくのがわかって、イオは座席から立ち上がった。

　ユユの前にはいつも通りにトランクが置いてある。絡から繰くりの装具だ。

「なにか変へん更こうは？」

「いつも通り」

「そっか」

「……服の方は、ちょっと違う」

「そうなの？」

「うん」

　イオがいま着ている制服もまた、装具だ。

「気をつけないといけないことってある？」

「大だい丈じよう夫ぶ。自動だから」

「？　そう」

　よくわからないが、イオが特に気にすることはないということなのだろう。それは信じることにする。

「ユユをクビにしないの？」

　トランクを拾っていると、いきなりそう聞かれた。

「なんで？」

「イオに逆らってる」

　機士と護法官の関係からしたら、それは異常なことなのかもしれない。

「僕も勝手なことを言ってるよ。それに……」

「なに？」

　電車が止まった。

「ちょっと、もしかしたら見つけたかもしれないことがあるんだ。それをユユに教えてあげられるときがあればいいなって、思ってるから」

　しかしいまは、その時間がない。

　電車が止まった。イオは向かわなければならない。

　戦場へと。
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　飛ひ翔しようするポッドはいつも通りに静かだ。

　ニルファからの通信だけが、耳の後ろを震ふるわせる。

《支し援えん法撃を開始しました。今回は、ラマナや出動した機き士しの護法官の他ほかに護法官候補たちによる法撃もあります》

「なにか気をつけないといけない？」

《いえ、イオさんはいつも通りにしてください。ただ、共鳴危険域の件がありますので、通信は切らないでください》

「うん」

《では、三十秒後に七號ごう竜りゆう圏けんに突とつ入にゆうと同時にカンナカムイの心臓を起動させます》

「了解」

　ニルファの言葉とともに、イオはトランクを開けた。

　開けば、無数の金属板や螺子ねじや発条ばねが重なり合って飛びだしてくる。仕し掛かけ絵本のようなその光景に、イオはなんとなく目を細める。この光景がユユの遊び心のような気がしてならないからだ。

　中心にある鉄の棒を摑つかみ、引き抜ぬく。

　ジャキジャキジャキジャキジャキジャキジャキ……

　金属の小気味よい連続音とともに、トランクの中の仕掛けが引き抜かれる鉄の棒に絡からまり合っていく。

　そうして姿を現すのは、片かた刃ばの剣けんだ。緩やかな曲線を描えがく刃は無数の金属の重なりと隙すき間まから覗のぞく歯車で形成されている。ガード付きの鍔つばから飛びだしたチューブは法則摩擦現象ロウ・フリクトを吸い取り、力と変える。

　絡繰りの剣だ。

《竜圏突入。カンナカムイの心臓を起動させます》

　その瞬しゆん間かん、イオの全身を熱が満たす。細さい胞ぼうの全すべてを別のなにかに入れ替かえているかのような熱さに、イオは顔をしかめる。

　そんなイオの周囲でわずかな発光現象が起きている。

《法則摩擦現象確かく認にん。起動成功。心しん拍ぱく数すう、正常値。竜りゆう珠じゆ血けつ濃のう度ど、既き定てい値ちに到とう達たつ》

「竜珠展開」

《竜珠展開を確認。装具の制限を解除》

　その瞬間、手にしていた絡繰りの剣の感かん触しよくが変わる。重すぎず軽すぎずというだけだった絡繰りの剣に、別のなにか、確かな手て応ごたえのようなものが宿る。

　同時にイオを包む服にもそれが宿る。追加で装着した籠こ手てとブーツに、全身を包む金属繊せん維いの制服に、闘とう争そうへ向かうための牙きばがはめ込まれたような、そんな感触が走る。

《ポッドは待機地点に到達します。飛び出さないでください》

「了りよう解かい」

　イオはおとなしく従う。

　飛翔途と中ちゆうのポッドから飛び出すのは、速そく戦せん即そく決けつ着ちやくを望む気持ちがそうさせていたとはいえ、詰つまるところはラウの真似まねだ。

（今日の作戦は、そういうのじゃない）

　複数の機士が連係して対応しなければいけない戦いだ。いつものように一対一で好きに動き回っていい戦いではない。

　共鳴危険域に気を付けながら戦うやり方は、これまでの訓練で把は握あくしている。

（おちついて、じっくりやる。それが、今日の戦いだ）

　だから、飛び出る必要はない。

　ラウの真似をする必要はない。

《カウントを始めます》

　ニルファがカウントを始める。

　その声を聞きながら気持ちを高めていく。手にした絡繰りの剣のリングを引き、射しや撃げき武器に変化させる。

　拡散砲ほうだ。

《ゼロ》

　ニルファの声とともに、静せい寂じやくを保っていたポッドが揺れた。目標地点に到とう着ちやくしたのだ。

《竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始します》

　その瞬間、イオの変化をとどめていた最後の枷かせが解き放たれる。

　変化の熱さはもうない。

　血管を駆かけ巡めぐるものはもうない。

　感触の変化はもうない。

　この瞬間、人間、イオ・オリベは竜圏に存在する第三種法則の申し子となる。

　機士、イオ・オリベが完成する。

《敵、侵しん蝕しよく晶しよう核かく群、射程距きよ離りまでおよそ三十秒》

　ニルファが告げる。

　イオはポッドのドアを蹴けり開けると、外へ出た。

《イオさんは、現在地を中心に防衛してください。移動は半径十キロで制限となります》

「砲台の気分でいいのかな？」

《そういうことになります。今回は複数の機士による史上初の共同作戦となります》

「了解」

　手にした拡散砲の感触を確かめ、イオは頷うなずく。

　きっとどこかでラウも戦っている。そのことが頭に浮うかんだ。だが、それでなにかをできるとは思えなかった。

　三十秒後はすぐに訪おとずれる。

　イオの目に侵蝕晶核の群れが映った。

「いくよ」

《ご武運を》

　イオは侵蝕晶核に向けて銃爪ひきがねを引いた。
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《竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアを開始》

　イクマの冷たい声に送られ、ラウは戦場に出る。

「ちっ」

　だがやはり、いつものような高こう揚よう感かんはない。

　倒たおしたはずの雑魚ざこを倒せていなかったという、足あし下もとをすくわれたような感触には苛いら立だちがあるものの、出てくる侵蝕晶核は変わらずに低純度の雑魚の群れだということが原因だ。

　あまりの大群に機き士し一人では対処できないからと複数の機士が出動することになったが、しかしそれだけのことと言ってしまえば、それだけのことでもある。

　任された戦場で行われる戦いの難度はいままでとそれほど変わりはない。

《油断すれば、また足下をすくわれますよ》

　ラウの気分を読んだのか、イクマが釘くぎを刺さしてきた。

《侵蝕晶核との戦いに敵の強さは関係ありません。ただ確実に破は壊かいするのみです》

「わかってる」

　イクマの正論に顔をしかめ、ラウは腰こしに吊つるした変形型攻こう性せい装具〝ザ・ジャック〟を摑み、拡散砲に変形させる。

「…………」

　複数の機士が出動しているのならば、イオもどこかにいるのか？

　ラウの目があらぬ方角に向けられる。

　護法官たちの配はい慮りよによってイオからの接せつ触しよくがなくなった。ケータイへの連れん絡らくはそれ以前からラウも意識的にしないようにしていた。

　復ふく讐しゆうのためにラウは機士になった。

　その気持ちは、いまでも変わらない。

　イオの言う『なにも失わないため』の戦いなどラウには理解できない。そんな考えに侵しん蝕しよくされるわけにはいかない。そう考えるのはラウも同じで、護法官たちの判断はやはり責められない。

「…………」

　それでも、一点に向けた視線を引きはがせなかった。機士の配置図など報しらされてもいないラウがイオの居場所を知るはずがない。それなのに、まるでその方向にイオがいるとわかっているかのように、目が離はなせなくなっていた。

　だが、この一言が呪じゆ縛ばくされたかのようなラウを元に戻もどす。

《視認まで三十秒》

　イクマの声に感情の起き伏ふくはない。無感動に伝えられた情報に、ラウはその方角に目を向ける。

　侵蝕晶核の姿が見えてきた。

　ラウは黙だまったまま、〝ザ・ジャック〟を再び変形させる。

「まずは長距離射撃で様子を見る」

《拡散砲の射程距離に入った際は、そちらに変へん更こうでお願いします》

「わかってる」

　苛立たしげにそう返し、ラウは銃爪を引いた。
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　戦せん端たんが開かれた。

　純度こそ低いものの、かつて体験したことがないような大量の侵蝕晶核群に、人類側も複数の機き士しを同時に展開させるという史上初の手段で対たい抗こうする。

　後方には支援法撃要員として動員された準護法官たちが二十人いた。急なことでこれだけの数を用意できたのは僥ぎよう倖こうと言ってもいい。

　支援法撃によって広こう範はん囲いで法則摩擦現象ロウ・フリクトが激しく発生する。七色の光がそこら中に漂ただよう。それは奇き怪かいな濃のう霧むのようでもあった。

　動員された機士は三人だ。

　世界中で機士の数が八人なのだから、半分まで後一人という数がここに集つどったことになる。

　拡散砲から放たれた大量の弾だん丸がんが侵蝕晶核の群れに襲おそいかかり、撃うち落とす。点ではなく面を重視した防衛線が張られ、それは確かに効力を発揮していた。

「いまのところ、問題はなさそうね」

　機士を後方支し援えんする移動要よう塞さいの中で、ニルファはそう呟つぶやいた。メインモニターは軍のレーダー網もうとリンクしており、全体の情報がリアルタイムで流れている。

　移動要塞の主しゆ制せい御ぎよを担当しているユユは無言のままだ。ラマナは支援法撃のために法撃台に移動しているので、ここに姿はない。

　話し相手が欲ほしかったわけではないが、返事がないのはやはり寂さびしい。

　しかし、ユユに話しかけてもニルファが望むような他愛もない雑談になることもないだろう。

　なにより、雑談をしている場合でもない。

　それがわかっているのにそんなことを考えるのは、生き真ま面じ目めなニルファでさえ気が緩ゆるむほどに戦場が安定して見えているということなのかもしれない。

　実際、戦せん況きようは安定していた。

　いかに大群といえど、低純度の侵蝕晶核は拡散砲によってばら撒まかれた弾丸によって簡単に撃ち落とされている。これまでの経けい緯いがある以上、撃ち落としたから倒したと安心することもできないが、とりあえずはこの状況を乗り越こえることはできるだろう。

　そんな見通しが見えてしまう。

　だからこそ、ニルファでさえも気が緩む。

《ニルファ、なんか変だ》

「え？」

《なんか、勢いがなくなってる気がする》

　イオからの通信に、ニルファは慌あわてた。

「勢いが、ですか？」

　どういう意味だろう？　殲せん滅めつは進んでいるが、まだまだ侵しん蝕しよく晶しよう核かくの数は多い。勢いを失うと感じる段階ではないはずだ。

　急いでモニターを確かく認にんする。

　しばらくじっと眺ながめてニルファはイオの感想の理由を見つけた。

「動きが変化しています！」
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《動きが変化しています！》

　ニルファの叫さけびにイオはやはりと思った。

《群れの後方にいる侵蝕晶核たちが収束しようとしています。なんらかの変化が起きるものと》

「起きるだろうね」

　嫌いやな予感がどんどんと膨ふくらんでいく。

「情報の共有化を」

《はい》

　これで、他ほかの機士たちにも情報がいくだろう。

　侵蝕晶核の接近がなくなったわけではないし、イオはいまも拡散砲の銃爪を引き続けている。

　イオと侵蝕晶核の撃げき墜つい地点には十分な距きよ離りがある。迎げい撃げき戦は余よ裕ゆうで展開している。

　だが、その背後で侵蝕晶核は新たな動きを見せようとしている。

　どうなるのか？

　どうするべきなのか？

　ニルファの連絡で他の機士たちも動き出すだろう。その動きに合わせるべきなのか。それでは遅おそいかもしれない。

　とりあえずは目の前で侵しん攻こうを続けている侵蝕晶核たちを片付けなければならない。

　こいつらが犠ぎ牲せいになって、背後の動きを完成させようとしているのは、明らかだ。

「動き、変化は？」

　気分が焦あせってきたのが、出てくる言葉に影えい響きようしている。

《動きがあからさまになっています。現状でこちらに向かっているものを除いた他全すべてが一点に結集しています》

　ニルファの声にも焦りがある。

《現在、作戦の調整が行われています。いまはむかってくる侵蝕晶核の排はい除じよを》

「わかった」

　答えつつ、イオは閃ひらめくものがあった。

　いや、少し違ちがう。

　なにか、こう動かなければならないという義務感のような強い感情がイオを支配した。

「行かないと……」

　その気持ちがとても強くなる。

　行く？　どこへ？

　いや、そうではなく。
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　行くためには、眼前の侵蝕晶核たちを全ぜん滅めつさせなければならない。

「これじゃあ、間に合わない」

　そう考えた途と端たん、イオは絡から繰くりを変化させた。

　拡散砲ほうをやめ、剣けんにする。

《イオさん？　なにを？》

　ニルファの怪け訝げんな声も聞こえない。

「すぐに、こいつらを片付ける！」

《イオさん！》

　絡繰りの剣を引き連れ、イオは侵蝕晶核に向かって飛ひ翔しようした。

《なにをする気ですか!?》

「即そつ刻こく殲せん滅めつ！」

　叫ぶように答え、大気を切るように飛ぶ。ラマナを始め、大勢の準護法官の支援法撃のおかげで法則摩擦現象ロウ・フリクトの光はそこら中にある。

　それらを吸い取りながら侵蝕晶核に向かう。

　群れに対して、イオは正面から飛び込まなかった。

　大きく迂う回かいし、群れの外側に到とう達たつするや急転進して群れに飛び込む。

　法則摩擦現象の光を吸い取った剣は、第三種法則の破は壊かい力を宿したエネルギーを纏まとわせて刃やいばを拡大させていた。

　イオの身長をはるかに凌しのぐ大剣となったそれを引き連れ、群れの横腹から突つき込み、薙なぎ払はらう。破壊エネルギーは剣だけでなくイオの全身にも宿され、飛翔しながら周囲に放散していた。

　放散するエネルギーは拡散砲のような射程はないものの、その威い力りよくははるかに凌いでいる。大剣の薙ぎ払いから逃のがれた侵蝕晶核は、その放散するエネルギー波を浴びて砂に変わって落ちていく。

　エネルギーの衝しよう突とつが爆ばく発はつとなり、それが連れん鎖さする。砂と化して飛散した侵蝕晶核は七色の光を帯びた砂の雨となる。

　通り雨的な砂の落下する音を背に、イオの飛翔は続く。

《イオさん、それ以上は！》

「大だい丈じよう夫ぶ！」

　ニルファの危き惧ぐはわかる。このまま飛び続ければ共鳴危険域に入ると言いたいのだろう。

　だが、大丈夫だ。

　その確信がイオにはあった。
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　異変はラウも感じとっていた。

「なんだ？」

　侵蝕晶核からの圧力が減った。

　目に見える侵蝕晶核の数に減少の傾けい向こうがある。

　倒たおしきった？　まさか。事前のレーダーからの情報が正しければ、この程度で数が減ったと実感できるわけがない。

　ならば……

「なにが起きている!?」

《侵蝕晶核群後方で新たな動きがあります》

「なんだと？」

《別の護法官からの情報ですが、一か所に集中しているとのこと》

「一か所に？」

　そんなことをしてどうする？

　いや、ラウの戦せん闘とう経験と、これまで見てきた戦闘記録から推察する。

「合体する気か？」

《その可能性が高いかと》

　無数の侵蝕晶核が一点に集中して、より巨きよ大だいな、より高純度な存在に昇しよう華かする。

　以前の戦いでも、高純度の侵蝕晶核が他の低純度の侵蝕晶核を利用する場面があった。ならば、低純度の侵蝕晶核が結集して高純度な存在となることは十分に考えられる。

「いいぞ」

　ラウは思わず呟いた。

「モグラ叩たたきをやるよりは話が早い」

　一体に収束したときにどれほどの高純度を記録するか、その強さは？　そんな心配などまるでなく、ラウの闘とう争そう心しんは昂こう揚ようする。

《どうなさいます？》

「決まってるだろ」

　ラウの心はすでに決まっている。

「目の前の邪じや魔まなものを即刻排除して、突とつ貫かんする。あいつの交戦権はおれのものだ」

　一体の侵蝕晶核となれば共同戦闘は難しくなる。それは、前回の戦いやこれまでの訓練ではっきりしていることだ。

　共鳴危険域外からの援えん護ご射撃が精々となる。

　正面切って戦えるのは、やはり一人の機き士しが限界だ。

　ならば、その交戦権を誰だれかに譲ゆずるなどできるはずがない。

　戦うのは、倒すのは、ラウだ。

《ならばお早く。収束の時間は予想できません》

「ふん」

　ラウは〝ザ・ジャック〟を変形させ近接武器に変へん更こうするや、敵の群れに突入する。

　法則摩擦現象ロウ・フリクトの光をたっぷりと吸い込んだラウは、エネルギーの塊かたまりとなって数の減った低純度の侵蝕晶核たちを薙ぎ払っていく。

　その様は、奇くしくもイオの戦い方と似ていた。

　増援のない侵蝕晶核の群れは、瞬またたく間にその数を減らし、殲滅に成功する。

　視界が広がる。強化された視力が遠くにある巨大な存在を認めた。

　巨人だ。

　細長い円えん錐すいを組み合わせて作られた巨人がそこにいる。

　その巨人に低純度の侵蝕晶核がぶつかるように合流していき、巨人の大きさは刻一刻と増していた。

《巨人に近いのはラウ、あなたです》

「おう！」

　まさに望んでいる状じよう況きようだ。ラウは嬉き々きとして速度を上げた。

　その瞬しゆん間かんをこの巨人が見み抜ぬいていたのか。

　正比例的に巨大化していた巨人の姿に若じやつ干かんの変化が訪おとずれた。その若干は変化の速度によって瞬く間に目立っていく。

「なんだ？」

　ラウも異変に気付いた。

　巨人の右みぎ腕うでに相当する部分が異常な肥大化を始めているのだ。

「なんのつもりだ？」

　嫌いやな予感がする。一刻も早く接近するためラウはさらに速度を上げた。

　だが、巨人の動きはそれよりもはやかった。

　肥大化した右腕を動かす。

　腕に相当する部位ではあるが、指があるようには見えない。槍やりのようにも見える円錐の腕が持ち上がる。

　円錐の先せん端たんがラウを狙ねらっているかのようだ。

　その瞬間、ラウの嫌な予感が爆発的に膨ふくらんだ。

「ま、さ、かっ！」

　飛翔に急制動をかける。

　だが、間に合わない。

　円錐の右腕が巨人から切り離はなされ、そして、水平に飛んだ。

　その様はミサイルのようでもあり、小さい頃ころに見たロボット物アニメの一幕のようでもあった。

　あのロボットは人類を守るために戦った。

　だが、この巨人は人類の敵だ。

「くそったれ！」

　ラウは叫さけび、放たれた右腕を追いかけようとする。

　だが、いまだに自身の勢いを止められていない。

　その間に右腕はラウの横をすり抜け、駆かけ抜けていく

　ラウの背後にある人類圏けんへとまっすぐに向かっていく。

　追いかけるか。だが背後には巨人がいる。そしてまだ左腕が残っている。侵しん蝕しよく晶しよう核かくの集結はまだ終わっていない。この攻こう撃げきはまだ続くのか？　さまざまなことが頭をよぎる。選せん択たく肢しが眼前に並ぶ。動けなくなる。

　そのときだ。

《まかせろ！》

　通信機から届いた声はイクマではなかった。

「兄貴？」

　ラウの目は、その姿を見み逃のがさなかった。

　飛翔する右腕を側面から追いかける姿がある。遠くにいるのでその姿は小さいが、生物の存在しない竜りゆう圏けんでそんなことができるのは機士か侵蝕晶核しかいない。

　ではやはり、あれはイオか？

《ラウは本体を！》

　その叫びとともに、イオの小さな影かげが巨大な右腕と衝突する。

「ちっ！」

　その姿を追いかけている暇ひまは、ない。ラウは再び正面を見る。飛翔を再開する。

　巨人はまさしく第二波を放とうと左腕を持ち上げている最中だった。

　そしてあろうことか、失われた右腕の再生も行われていた。

　同じように肥大化した左腕に、元の大きさを取り戻もどそうと急速な成長を続ける右腕。のんびりとしている時間はない。

　いや、もはや……

　ラウにはわかる。一度減速してしまったツケが大きすぎて、左腕発射の阻そ止しには間に合わないことを。

　再び、選択肢がラウの意思に阻そ害がいをかける。

《通信を繫つなげます》

　そのとき、イクマの声が響ひびき、続いて知らない男の声が聞こえてきた。

《左腕はおれに任せろ。お前は本体を潰つぶせ》

　おそらく、もう一人の機士だ。イオならばあるいはその声を覚えていたかもしれない。アンカー・マクベスという名前だ。

《いけっ！》

「ちぃっ！」

　誰かも知らないやつに指図されている状況は気にくわない。だが、選えり好みしている場合でもなかった。

　ラウは速度を上げる。

　左腕が発射されたが、名前も知らない機士の言葉通りにそれを無視し、ひたすらに巨人本体を目指す。

　辿たどり着いたときには、右腕の再生が終わろうとしていた。

　ラウは〝ザ・ジャック〟を槍に変化させ、その再生されたばかりの右腕に穂ほ先さきを繰くり出す。

　突貫の勢いを全すべて乗せたその一撃は、巨人の体を傾かしがせ、右腕の半分を爆散させた。

「もう、撃うたせるか」

　地面に降り立ったラウは砂と化した侵蝕晶核の雨に打たれながら言う。

「てめぇはここで、おれに潰されろ」

　十階建てのビルに匹ひつ敵てきしそうな巨人を見上げ、ラウは吐はき捨てた。
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《イオさん！　イオさん！》

　どんな騒そう音おん下でも通信機からの声はイオの聴ちよう覚かくに正しく伝わってくる。

　だが、こちらが答えられるかどうかは、また別の問題だ。

「聞……こえて、る…………」

　繰り返されるニルファの心配げな声になんとかそう言ってみたが、通信機がそれを届けたかどうかもわからない。

　とりあえず、ニルファのその声に気付けのような効果を期待する。

　イオはいま、射出された巨人の右腕の、先端にいた。

　なんとかその場で食いしばり、これの止め方を模も索さくしている最中だ。

　法則摩擦現象ロウ・フリクトの光が、激しく起こっている。支し援えん法撃が理由ではない。すでにかなり人類圏に近づいてしまっていることを示している。

「なんとか、止めないと」

　そうは思うのだが、正直、心こころ許もとない。

　その理由は、イオの右手にある。

　そこに握にぎられているはずの装具、絡から繰くりの剣けんがない。最初の接せつ触しよくでこれを破は壊かいしようとして力負けしてしまったのだ。

　それでも弾はじき飛ばされず、しがみつけたのは僥ぎよう倖こうだろう。

　そしてその僥倖も、ただの幸運ではない。

　いま、イオを包んでいる制服状の装具は変化していた。

　見えている部分で制服の袖そでの部分、そして左右の鎖さ骨こつのあたり、体の引っ張られる感かん触しよくからして、おそらくは背中からも幾いくつか出ているに違ちがいない。

　出ているものとは、帯状のものだ。

　それらは、イオがこの長大な円錐に攻撃を仕し掛かけ、そして弾き飛ばされそうになったときに現れた。体勢を崩くずしたイオに対して、その帯は気流を巧たくみに御ぎよして体勢の立て直しを助け、円錐に張り付かせることを成功させてくれた。

　どういう仕組みなのかはわからないが、これがユユの功績なのは確かだ。

　学校を拒きよ否ひしてまで望んだ努力の成果が、イオを助けてくれたのだ。

　感謝はいくらしてもし足りない。だがやはり、なんともいえない苦さがイオの口中に滲にじみ出る。

「なんとか、しないと」

　そう呟つぶやくのが精せい一いつ杯ぱいだが、弾き飛ばされていたら、おそらく二度と追いつくことはできなかったはずで、だからこそまだ挽ばん回かいのチャンスはある。

　イオはそう信じていた。

　だが、どうする？

「とりあえずは、勢いを止めないと」

　やるべきことを口に出す。方法は見つからない。とにかくも円錐の先端を目指して、イオは進む。

　やり方は……考える。飛ひ翔しようのときの要領で、この円錐を押し返す。この方法しか思いつかないし、この方法しかないに違いない。武器は失ってしまった。破壊という手段は使えない。

　だが、押し返せるのか？

　こんな大質量のものを？

「できるのか？」

《イオさん！　イオさん！　聞こえていますか!?》

　ニルファの声はずっと聞こえている。

「ニルファ！」

　いつのまにか、ちゃんと喋しやべるだけの余よ裕ゆうがあることに気付き、イオは叫んだ。

　声が出せれば、通信もちゃんとやれる。

「どうすればいい？」

《押し返すしかありません》

「そうだとは思うけど」

《人類圏に近づいていることもありますし、いま現在、ラマナを始めとした支援法撃班がイオさんを援護していますので、法則摩擦現象ロウ・フリクトは十分にあるはずです》

「た、たしかに」

　さっきからイオたちの回りが激しく光っているのは確かく認にんしている。絡繰りの剣を失ったので付属しているチューブからの吸い込みはできないが、その機能があるのはあれだけではない。

　この制服にだってあるし、装具がなくともできる。これらはあくまで、第三種法則への変へん換かんを補助するものでしかない。カンナカムイの心臓が起動していれば、可能だ。

「だけど、武器が……」

　絡繰りの剣は壊こわれてしまった。

《聞いて》

　聞こえてきたのはニルファのものではなかった。

「ユユ？」

《その制服は、いままでとは違う仕様が組み込んである》

「あ、なんか自動とか言っていたの？」

《そう》

　自動だから意図的になにかができるわけではない。そう思ってどんなものかは聞かなかった。

「あ、いまのこれ？」

《そう。多段変化アーマー。直面している危機の種類で変化する》

　気流を制せい御ぎよするための、この帯ということか。

《多段変化アーマーは即そく応おう性にすぐれた特質があるということ。イオ次し第だいでは、応用で武器にもできる》

「できるって……」

　どうやって？

《聞いてください》

　声がニルファに戻る。

《第三種法則はイオさんの世界です。いまは装具の補助で、そこに付ふ随ずいするイメージの延長として形にしていますが、イオさんがその気になれば、もっと自由に使えるはずです》

「自由にって」

《重要なのはイマジネーションです》

　そう言われて、イオは最近追加された訓練を思い出した。

「魔ま法ほう？」

《そうです。そこにある法則摩擦現象の光は、あなたに形を定められるのを待つ混こん沌とんです。あなたの想像力であなたの世界は出来上がる》

「世界……」

《機き士しであるあなたが望む世界です。あなたは、その場所で、なにを望むのですか》

　なにを望むのか？

　ミサイルの如ごとく飛翔する災さい厄やくの塊かたまり。

　その先せん端たんで、イオはその問いを突つきつけられる。

「そんなの……」

　決まっている。

《見せてください。わたしたちに》

「ぐぐ……」

《いまあなたが望む世界のために、あなたがなにをしなければならないのか。その解を。わたしたちに！》

「うう……ああああああああああああああああああああ！」

　円えん錐すいの頂点を押さえつけ、イオは吠ほえる。イオを飛翔させる光は青に染まり、その身を包む。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくを押し返そうとするが、できない。その勢いを緩ゆるめることさえもできていない。

「まだ足りない。まだ足りない」

　イオは呟く。

「もっとだ。もっとだ！」

　呟きとともに、吠え声とともに、イオを包む青の光は増していく。

　イオの脳のう裏りに描えがかれる光景のため、第三種法則はその濃のう度どを増していく。周囲で輝かがやく法則摩擦現象の光はイオに収束していく。

　七色の燐りん光こうはより大きな青の光に飲まれ、その輝きを増加させる。

　イオ・オリベはなにを望む？

「そんなのは！」

　円錐に食い込ませた腕うでにより力が加わった。義ぎ肢しの右手が変化する。血管状に赤い光が走り、[image: 迸]ほとばしる。

　溢あふれた光は、光とは思えない有機的な動きで侵蝕晶核に絡からみつく。

　その動きを見せているのは、右手だけではない。

　イオの窮きゆう地ちを救ってくれた帯もまた、赤い光をその表面に走らせて侵蝕晶核に絡みつく。

　それは、絶対にここから離はなれないというイオの意思の現れのようであり、そして、それだけではない。

「こいつは、絶対に人類圏けんには持っていかない」

　その意思の現れだ。

　そして、それを実現するためにはどうすればいいか？

　侵蝕晶核の巨きよ大だいさは、そのまま異世界の法則の強さを示している。直進し続けるそれに現世に存在する慣性の法則は通用しない。この存在が減速するのは、異世界の法則に従っての減速となる。

　それ以外に止める方法は、より強大な法則力をぶつけるしかない。

　結局は力任せだ。

　だが、その力はただの腕わん力りよくではない。ただの破壊力ではない。

　法則摩ま擦さつの光を汲くみ取って生み出す。第三世界の法則。竜りゆう圏けんの法則。機士の法則だ。

「おおおおおおおおおおおおおおおお！」

　イオは吠える。

　イマジネーション、想像力、なにを望む。なにを考える。

　この大質量の存在を前にして、人類圏の危機を前にして、なにを考える？

　どういう対処を考える？

「ぐぐぐぐぐぐぐうううううううううううううううううう」

　右手から零こぼれる赤光が、装具から伸のびる帯が侵蝕晶核に絡みつく。食いつく。

　内部へと入り込む。

　この強大な存在を破は壊かいせんと、活動を続ける。

　だが、それだけではだめだ。

「こんなもの、こんな場所で！」

　すでに人類圏にかなり近づいている。

　潜せん伏ぷくされたという事実を考えれば、破は片へんだってこんな場所に残しておけない。

「お前は、まず、離れろ！」

　喉のどを振ふり絞しぼり、イオは叫さけんだ。

　円錐の頂点が動く。

　もちろん頂点だけではない。侵蝕晶核全体が、だ。

　細長い五階建てビルぐらいの大きさの侵蝕晶核が、イオによって持ち上がっていく。

　つまり、侵蝕晶核の軌き道どうが変わっていく。人類圏に向かっていたものが上へと。

　空へと上がっていく。

　上空へと飛んでいく。

《イオさん、大たい気き圏けん外に竜圏はありません。大気圏外にまではいかないでください。それと四散するような破壊はやめてください。破片が気流に乗って人類圏に落ちるかもしれません》

「了りよう解かい！」

　軌道は完全に空へと向かっていた。上じよう昇しようのためなのか、勢いが弱まっているような気がする。

「次は……」

　ニルファの状じよう況きようを判断した素す早ばやい助言に感謝しつつ、次を考える。

　右手と帯の光はいまだに発生しているが、活動が停止している感じがする。ただただ破壊するだけのことを考えていたが、それではだめだから止まったのだ。

　ただ破壊するだけではだめだ。危険だ。

　それなら、どうやってこいつをやるか。

「……そうだ」

　思いついた。

　思いつくと、頭の中でその光景が浮うかぶ。

「ぬうううううう！」

　さっきよりもやりやすい。コツがわかってきたのかもしれない。

「これで！」

　イオの周りで新たな変化が起きる。

　その変化によって侵蝕晶核の上昇は完全に止まった。

　だが、落下もしない。

　完全に停止した侵蝕晶核を見下ろすイオには、また別の光景が見えた。

「ああ……」

　イオは心が震ふるえるのをしっかりと感じた。
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　巨きよ人じんの肥大化が、ようやく止まった。

　止めどなく降り注ぎ、巨人の質量を増大させていた低純度の侵蝕晶核だが、やがてその勢いが失われ、完全に姿を消した。

「ふん、なんだ、種切れか？」

　そんなことを呟くラウだが、その全身は汚よごれ、隙すき間まなく彼を守る装具にもひび割れが走っている。

　だが、巨人の大きさは、ラウとの戦いを始めたときからそれほど変わっていない。止めどなく降り注いだ低純度の侵蝕晶核の集結分は巨人に打だ撃げきを与あたえた、ということでもあった。

　ラウの手には彼の身長ほどの大たい剣けんが握にぎられ、剣先が地面にめり込んでいる。剣身にもいくつかのひび割れが走っている。

　巨人の肥大化は止まった。

　だが、ラウの装具もまた限界が近づいている。

《とりあえずの窮地は凌しのぎました。交こう替たいして装具の交こう換かんをしますか？》

「はっ」

　イクマのその言葉を嘲あざ笑わらう。

　最初に不意を打たれたあの二発の処理がどうなったのか、イクマはまだ報告してこない。

　それなら、処理はいまだ完かん遂すいされていないということだ。

　そんな状態で、この巨人を自由にして、誰だれが足止めをする？

　代わりがいるのなら、イクマはもっと詳しよう細さいな内容で提案してきたはずだ。

「いない連中を当てにするってのか？　甘い考えだな」

《…………》

　イクマはなにも言ってこなかった。

《ラウっち。わかってると思うけどそんなにもたないよ》

　声がミュウリに替かわった。

「わかってる！」

　答えたラウは跳ちよう躍やくした。巨人の円錐の腕が突き出されたからだ。

　爆ばく砕さいする地面から逃のがれ、突き出されたその腕を破壊するべく、大剣を振り下ろす。

　巨人が思いの外ほか早く動き、狙ねらいがずれた。腕の一部に深い切れ込みを加えただけで終わってしまう。

　着地とともに大剣が地面に食らいつく。柄つか越ごしに、嫌いやな音が体に伝わった。〝ザ・ジャック〟の芯しんの部分にも傷が入ってしまったのだろう。

　本格的に戦いにくくなってきた。

　目の前の巨人は、純度ＡＡだという。

　前回の純度Ａよりも強いのは確かだ。だが、あの低純度の侵蝕晶核の全すべてと合流した上でだとどうなっていたのか？

　そんな好こう奇き心しんは死を招くだけだとわかっていても、気になってしまう。

　なにより、そうなることをすでにラウは防いでいる。

　防いで、そしてこの様ざまだ。

　装具の傷いたみは深刻だ。それがなければもっと積極的に攻せめていた。ミュウリの技術力が悪いとはさすがに思わない。いま、目の前にいる巨人がそれほどの硬こう度どを誇ほこっているということだ。

　あるいは、装具が簡単に壊こわれてしまうぐらい、ラウの戦い方に問題があるのか。

　ラウの戦せん闘とう技術にしても、ミュウリの技術力にしても、今後で向上させる必要はあるだろう。

《……一つ、打開策となりえるものがあります》

「なんだ？」

《訓練での追加要素です》

「魔ま法ほうか？」

《はい》

　だが……とラウはすぐに思った。魔法を使うための訓練は確かに受けている。

「まだ、実用段階まで訓練がいっていないだろう」

　そんなことを言っている間に、次の攻こう撃げきが来た。振り回すような左の一撃を後方に跳とんでかわす。

　かわしきれなかった。

　相手の面積が広すぎるのだ。左の先端はかわせても、その後に続く部分はかわしきれなかった。

　ラウの全身を包む装具の一部が変化する。背面を覆おおっていた部分がピース状に複数分ぶん離りし、侵しん蝕しよく晶しよう核かくとの接せつ触しよく面に集つどう。膨ぼう大だいな火花がそこからあがり、やがてラウの小さな体は弾はじき飛ばされた。

「ちっ」

　着地したときには装具はいつもどおりにラウの全身を覆っている。だが、背中に戻もどったピースの多くが火を浴びたかのように黒ずんでいた。

《よしよし、多段変化アーマーは順調に機能しているね。その調子ならまだいくらかくらっても耐たえられそうだから、ついでにもう何発か直撃して耐たい久きゆうテストやってみてくれない？》

　ミュウリは満足そうだ。

　ラウの状態など無視して無茶な要求をしてくる。

　だが、ラウは腹も立たない。

《ミュウリ、邪じや魔ましないでください》

　入れ替わったイクマも冷静だ。彼女がああなのはわかりきっていることだ。怒おこるだけ体力の無む駄だ遣づかいと、みながわかっている。

《ラウ、あなたに普ふ通つうの魔法を使ってもらうために、この訓練を受けてもらったわけではありません。法則摩擦現象ロウ・フリクトをより自由に扱あつかえるようにするための魔法の訓練でした》

「ほう」

《機き士しの戦場はあくまでもこの竜りゆう圏けんです。そのことはお忘れなきよう》

　その声とともに通信が途と切ぎれる。

　巨人の足が頭上に迫せまろうとしていた。

「はっ！」

　今度は逃にげ切れなかったではすまない。ラウは前へ全力で疾しつ走そうした。空が落ちてくるかのような圧あつ迫ぱく感かんを紙一ひと重えでくぐり抜ぬけ、巨人の股また下したに出る。

「いいさ、試ためしてやるよ」

　そこら中に散らばる法則摩擦現象の光を吸い上げ、ラウはイメージを走らせた。

　ぶった斬ぎる。

　そのことをイメージする。

　大剣にかつてない光が走った。それは激しく眩まばゆい白だった。ひびの入った大剣を覆い、ラウの姿さえも消してしまいそうだ。

　その光を連れて、ラウは飛ひ翔しようする。

　狙うのは巨人の左ももだ。

「おおおおおおおおおおおおおおお！」

　雄お叫たけびに呼応して、光はさらに激しくなる。

　ラウの身長とほぼ同じ長さを持つ大剣は、帯びた光で巨人の太ももの直径には達している。

　長大な光の刃やいばが、目標に食らいつく。

　光が爆ばく発はつした。

　斬ざん線せんは巨人の大樹のようなももを切り裂さき、その体たい軀くを傾かしがせる。

　はずだった。

　そうはならなかった。

「っ！」

　腕うでに走る衝しよう撃げきに、ラウは体勢を崩くずした。

　手にした大剣が軽い。

　剣身が砕くだけたのだ。巨人のももに触ふれたその瞬しゆん間かんに、砕けた。発生したエネルギーに耐えられなかったのだろう。光の爆発はそれが原因だ。

　爆発に押され、ラウの体は飛ばされる。

　自爆に近いものだったが、それでも多段変化アーマーはきっちりと機能し、ラウを爆発から守っていた。落下の衝撃さえも受け止め、ラウは着地した。

　通信機がザリザリとうるさい。いまの衝撃で壊れたのか。ラウは顔をしかめながら立ち上がる。

　地じ響ひびきがラウの意識を向けさせる。

　巨人がこちらに向かってきていた。

　足は切れていない。

　それでも、左ももの周辺が汚れているのは爆発の影えい響きようだろう。

「ふん」

　口に入った砂を吐はき、ラウは半ばから折れた大剣を握り直す。重量はすでに頼たよりないものになっている。体を動かす度たびにあちこちで突つっ張る感じがする。全身の装具にもそろそろ限界が近いということなのかもしれない。ミュウリの言葉もそれほど当てにならないなと思う。

　向かってくる巨大な存在に対し、ラウの精神は、自分でも驚おどろくほどに平静だった。武器は折れ、鎧よろいもガタがきている。イクマの伝えた魔法という術も失敗した。

　それでも、ラウは平静だった。

　巨人の間合いに入った。円えん錐すいの右腕が、巨人に比すればあまりにも小さいラウに向けて突き放たれる。

　ラウもまた、動いた。

　折れた大たい剣けんを抱かかえ上げ、そこにいまだ刃があるが如ごとくに振ふり下ろす。

　実在するならば、その軌き道どうは円錐の先せん端たんに食らいつくはずだ。

　はたして……

　轟ごう音おんがラウの全身を駆かけ抜ける。それは、大質量がすぐそばを駆け抜けたための威い圧あつ感かんであったし、装具の弾はじけ飛ぶ音でもあった。

　だが、ラウはそこに立っている。

　顔や肩かたに擦さつ過か傷しようができ、血が滲にじんだが、生きている。

　腕を覆っていた装具は全て失われた。上半身のものもほとんどない。両腕の義ぎ肢しが剝むき出しになっている。

　それでも、ラウはここにいる。

　背後で轟音がした。

　バランスを狂くるわせた巨きよ人じんが膝ひざをついたのだ。

　さらにもう一つの轟音も聞こえる。

　勢いのままにあらぬ方向に飛んだ右腕の半分が落下し、地を滑すべり、砂へと化していく。

　突き出された円錐の腕が真っ二つに切られたのだ。

　誰に？

　ここにそれができるのは、ただ一人だ。

「ふん」

　鼻を鳴らすラウだが、その口元にはかすかな満足感が宿っていた。

「なるほどな……コツは摑つかめた」

　ラウが呟つぶやく。

　その手には変わらず、折れた大剣が握にぎられている。

　だが、その先にはあるはずのない剣身があった。

　赤く光り、そしてときおりゆらめく剣身がそこにある。

　これが、ラウの魔法だ。

「あとはこいつでぶった斬るだけだ」

　そう言った後の、ラウの動きは早かった。

　バランスを崩したままの巨人に襲おそいかかり、思う存分に大剣を振るう。

「おらぁぁ！」

　さきほどとは比べものにならないほど簡単に、巨人が切り裂かれていく。それはまさしく、バターに熱したナイフを刺さしたかの如く、簡単な作業となっていた。ただただ、その膨大な質量のために、切り分けるのに時間がかかっているにすぎなかった。

　切り飛ばされた部位は瞬またたく間に砂と化す。この状態から復活するとはとうてい思えない。

　ラウの猛もう攻こうは確実に巨人を削けずっていく。

　はたして、侵蝕晶核の巨人は、この時なにを考えていたのか。

　自らに向けられた使命……おそらくはそう呼べるであろうもののためにいまだなにかをなそうと考えていたのか。

　それとも生存本能的なものを働かせたのか。




　ガギギガガガギギギギガガガキガギギギギガギガガガギギガギガ!!
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　四肢を切り落とされて地面に落ちた胴どう体たいが軋きしんだ音を立てて変化を始めた。

《ラウ、危険です》

　通信機が復活したのか。多少の雑音が混じりながらイクマの声が響ひびく。

「倒たおせばいいんだろう！」

　ラウは叫さけび、地に落ちた胴体に向かって走る。

　その胴体は急速に形を変えていた。一部はいままでと同じように円錐に、そして残りはその円錐を囲むように。

　それは、見ようによってはミサイルと発射台に見えなくもない。

「しつけぇ！」

　ラウが叫び、大剣を発射台に突き刺す。

　剣身を形作っていたエネルギーが解放される。

　その熱は侵しん蝕しよく晶しよう核かくの形を歪ゆがませ、その透とう明めい度を失わせる。泡あわ立だたせ、煙けむりを吐かせる。

　侵蝕晶核を融ゆう解かいさせようとしている。

　融解の速度は、早い。瞬く間にラウの眼前にあるものを岩がん漿しよう状に変化させ、崩れさせていく。

　発射台の崩ほう壊かいはあと少し、円錐にもこの熱は届く。

　その、わずかな時間。

「くっ」

　ラウは気付いた。

　この時に及およんでも、圧あつ倒とう的てきな質量差がラウの伸のばした手を届かせまいとしていた。ミサイルと化した侵蝕晶核の力か、あるいは発射台と化したそれが、最後の存在力をかけて起こした奇き跡せきか。

　侵蝕晶核が発射しようとしている。

「っそがぁぁぁぁ！」

　叫ぶ。だが、それ以上の熱はラウの叫びからは生まれなかった。不慣れな魔ま法ほうのためか、あるいは負傷のためか、単純な疲ひ弊へいか。

　ラウは眼前の破は壊かいと引き替えに、全身から力が抜けていくのを感じていた。

　後一歩が、足りないのか？

　侵蝕晶核を倒し損そこなうのか？

　人類圏けんは、またもその領域を抉えぐられるのか？

　今度は、ラウのミスによって。

　思考がラウの心を焼こうとする。




　そのときだ。
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　眼下に広がる光景は胃が縮むようなものだった。

　なにしろ、高高度から地上を見下ろしているのだ。視界の端はしが丸い。自分の世界が星の上に存在するのだと痛感させられる。

　ミニチュアのような都市の光景。その都市を囲むように、あるいは混ざり込むようにして緑がある。

　海は怖こわいぐらいに広い。

　そして……怖おぞ気けを感じさせる竜りゆう圏けんの光景がある。

「僕の見ているものをニルファたちに見えるようにはできないのかな？」

　掌てのひらで起こしていることを無視し、イオは通信機に話しかけた。

《え？　いえ……すみません。その場所はさすがに》

「そっか……」

　こんなにも素す晴ばらしくもおぞましい光景なのに。

「ユユ、聞こえるかい？」

《…………はい》

「ユユに、これを見せたかったよ」

《…………》

　眼下に広がる世界の分布を見せたかった。見下ろす世界の光景を。目を見張るほどに美しく、目を背そむけたくなるほどに痛ましい光景をユユに見せたかった。

「こいつらを倒さないといけないのは当然なんだ」

　痛ましい光景……竜圏に現れ、竜圏を広げていく侵蝕晶核を倒す。それが機き士しと護法官の役目だ。

　機士になったのだから、護法官になったのだから、そのことに全力を尽つくすのは間ま違ちがっていない。

　だけど、本当にそれだけでいいのか？

　それだけを見て、他ほかのことから目を背けて、それで本当にいいのか？

「ねぇ、ユユ。僕たちが見ないといけない世界は、すごく悲しくて苦しくて大変な世界だ」

　侵蝕晶核と戦うために、訓練し、開発していく。それをただひたすらに繰くり返していくことこそが、機士としての、護法官としての義務だというのは正しい。

「だけど、それだけを見てたらダメな気がするんだ。そんなことをしていたら自分がなにをしてるのか、わからなくなってしまう気がするんだ」

　一いち途ずに復ふく讐しゆうだけを考えて機士としての質を上げていく。

　それはきっと正しくて、効果的なのだろう。

　だけど、その復讐心が消えてしまったらどうなるのだろう？　人の心なんてどうなるかわからない。悲しみはいつか消える。悔くやしさはいつかなにかに上書きされてしまう。

　辛つらい気持ちが親友の気き遣づかいで癒いやされるように、仲間の優やさしさで慰なぐさめられるように。

「幸せが永遠じゃないなら、怒いかりや哀かなしみだっていつかはなくならないとおかしいんだ」

　イオとラウが揃そろって、家族が揃って、幼おさな馴な染じみがいて……あの日に普ふ通つうにあったものが永遠に続いていたなら、それなりに辛いことや悲しいこともあったかもしれないけれど、それなりに幸せに生きていられたのではないかと思う。

　だけど、その幸せは続かなかった。

　侵蝕晶核によって竜圏の砂に変えられてしまった。

　悔しい気持ちも悲しい気持ちもある。怒りもある。復讐心は腹の底で岩漿のように煮にえたぎっている。

　こんなイオにだって、それぐらいはある。

　なら、それを表に出すことをはばからないラウとそのチームにはどれほどのものがあるのか？

　そう考えないでもない。

　だけど、それだけでは不安になるのだ。

　いつかなくなってしまったら、どうするのか？　と。

　そんなことはないと、いまは言うだろう。

　永遠に忘れないと、いまは言うだろう。

　だけど、永遠がないことはもう証明されてしまっている。

「心が挫くじけることが許されないなら、僕たちは一途でいることは許されない。どんなときでも機士でいられるようにしていないといけないんだ」

《イオ……》

　ユユの呆ぼう然ぜんとした声が聞こえてくる。

　だけどまだ、話は終わってない。

「だからこそ、僕たちは自分の背中を確かく認にんしないといけない。竜圏の反対側、人類圏のことを忘れちゃいけない。ユユ、聞いてるかい？」

《…………》

　ユユは答えない。

　だけど、耳を閉とざしているはずはない。イオは続ける。

「僕たちは、なんのために戦うかを忘れちゃいけないんだ。始まりは復讐かもしれないけど、僕たちがやっているのは人類圏を守ることなんだ。なにを守ってるのか、忘れちゃダメなんだ」

　ユユはやはり、なにも言わない。

　イオの言いたいことが伝わったのかどうか。伝わっても理解してくれたのか、納なつ得とくしてくれたのか。それはわからない。

　だけど、言いたいことは言い切った。

　ならばあとは、やるべきことをやるだけだ。

　イオは自分の手を見る。

　そこには、時間をかけた成果が完成しようとしていた。

　イオの掌の少し下で、赤い玉が浮うかんでいる。蹴しゆう球きゆうに使えそうな大きさの玉だ。

　それ以外に、イオの周囲にはなにもない。

　あの侵蝕晶核はどこにいったのか。

　その答えが、この赤い玉だ。

　イオの右手から放たれた赤い光は糸のように漂ただよって玉を囲んでいる。

　制服から伸びた帯はイオの背後で漂っている。法則摩擦現象ロウ・フリクトの光はその帯に導かれるようにしてイオの体に注がれていく。

　イオの目は右手の玉に向けられている。

　砕くだいてはいけない侵蝕晶核を、イオは凝ぎよう縮しゆくさせたのだ。

　ビルにも匹ひつ敵てきするような質量が、異世界の法則の結集物がイオの手でここまで縮小させられた。

　それをどうするのか？

「返すぞ」

　短く、イオはそう言った。

　帯が動き、イオの右手と赤い玉の周りで螺ら旋せんを描えがく。

　それは銃じゆう身しんのように見えなくもない。

　ならば、赤い玉が銃じゆう弾だん。第三種法則が火薬だろう。

　イオが撃げき鉄てつだ。

「いけっ！」

　放たれる。

　その瞬しゆん間かん、イオを光が包む。凝縮されてエネルギー化した一部が光となって漏もれたのだ。

　光に追い出されるように放たれた弾丸は、まっすぐに地上へと突つき進んでいき、そして……




　ラウの戦っていた巨きよ人じんの、最後の部分に着弾したのだった。
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　目の前で起こったことが、ラウには信じられなかった。

　逃にがしたと思った侵しん蝕しよく晶しよう核かくが、目の前で蒸発したのだ。

　上からなにかが来た。それはすぐにわかった。

　だからラウは、空を見た。

　すぐに見える距きよ離りにはなにもない。視力を限界まで強化して、ようやくその姿が見えた。

「……兄貴？」

　最初の円えん錐すいを片付けるのに、あんなところまで飛ばされてしまったのか。

　それで、どうやってあんなことができた？

　いや、それは後で判明することだ。戦せん闘とう記録を見ればいい話だ。

　それよりも……

「おれは、また……」

　それだけを呟つぶやくと、ラウは小さく唇くちびるを嚙かむのだった。
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　だからといって、人の主義主張がそう簡単に変わるわけがない。

　ユユが初等科に戻もどることはなかった。

　イオもあのときに言いたいことを言ったという感かん触しよくがあったので、これ以上言葉を重ねることはやめた。価値観の押しつけはしたくなかった。

　ユユが護法官となるためにやるべきことをやったのは事実で、普通の感覚をそこに重ね合わせるだけの感想が正しくないのはわかっているからだ。

　それに、初等科に戻らせたかったわけでもない。

　学校帰りにあの女の子と会うことがたびたびあった。あのときの男の子や他ほかの友達と一いつ緒しよだったりすることもあった。

　そうやって、彼女たちはこのあたりで時間を潰つぶして、ユユと遭そう遇ぐうする機会を窺うかがっていた。

　もちろん、そんな機会は訪れていない。

　その姿が一人だけになってしまうのに、それほど時間はかからなかった。

「みんな、諦あきらめちゃったんだと思う」

　そう言ったときのその子は、少し怒おこっていた。

　イオたちは歩道に沿ったマンションの敷しき地ちにいた。そこには一本の木を囲むように丸いベンチがあって、イオと女の子はジュースを持ってそこに座っていた。

「ユユは戻ってこないって」

「そりゃ、そうだろうね」

「なにがですか」

　イオの相づちが気に入らなかったらしく、睨にらまれた。

「だって、別に、罪悪感とかがあるわけじゃないんでしょ？」

「むう」

　イオの返答に、女の子は呻うめいた。

　別に、イジメがあったわけでもない。誰だれかと衝しよう突とつしていたわけでもない。

「後味の悪い何かがあったわけでもなく、ふらりと消えてしまったんだから。ならもう、それはあの子の意思なんだって割り切ってもいいんじゃないかな？」

「そんなものなのかな」

　あーあと伸のびをして、女の子は空を見る。飲みきった空き缶かんがベンチから落ちて、転がっていく。イオは立ち上がってそれを拾った。

「割り切りたくない？」

　缶を拾いながら、尋たずねる。

「うーん」

　女の子は唸うなる。

「どうしたいんだろう？　実は、よくわかってない」

「そうなの？」

「可愛かわいくって、ちゃんと友達になりたかったのは本当」

「うん」

「だけど、向こうが友達になりたくなかったら、これはただの片思いだよね」

「そうだね」

　片思いという言い方に少しドキリとした。それでも冷静を装よそおって、イオは女の子の隣となりに戻る。

　拾った空き缶をありがとうと言って受け取る女の子には好感が持てる。良い子だなぁと思う。

　ユユはこんな子とも友達になりたくないのだろうか。

「もし、さあ」

「うん」

「ユユが学校に戻らなくても、友達になれるんだったら、なってる？」

「もし、の話？」

「そう。もしもの話」

「うーん……」

　女の子は考え込んだ。

　この位の年の子ならば、同い年は学校に通っているものと考えるのが普ふ通つうだ。イオだってこんなことになっていなければそう考えていただろう。

「いいんじゃないかな？」

　女の子は、意外にあっけらかんと答えた。

「学校に行かない事情でもあるんでしょ？　それならそれで。塾じゆくとかで学校が違ちがう友達とかもいるし。そういうことだって思えば、べつに」

「そっか」

「これって、なにかのテスト？　合格したらユユを呼んでくれるとか？」

「そんなことができたらよかったんだけどね」

「役立たず」

　冷たい言葉を浴びせかけられて、イオと女の子は別れた。

　女の子が歩道に戻っていくのを見送り、イオは背後のマンションに入っていく。

　ここがイオのマンションだった。

　エントランスでエレベーターの到とう着ちやくを待っていると、到着の音がして、ドアが開いた。

「あ」

　驚おどろいた。

　開いたエレベーターにユユがいたのだ。

「ちょっと買い物」

「コンビニ？」

「うん」

　こちらがなにかを言う前に、ユユがそんなことを言う。

　いままで、そんな用で部屋を出たところを見たことがないのだけれど。

「そっか。あ、コンビニなら出て左にあるから」

「知ってる」

　イオはユユが出ていくのを見守った。

　彼女は左に向かっていく。

　だけど、イオは知っている。

　右にもコンビニがあって、そっちの方が近いことを。

　左は、あの女の子が去って行った方角だということを。

　追いつければいいけど。

　そう思いながら、イオは閉じてしまったエレベーターのボタンをもう一度押した。
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　香こうの匂においが満ちている。

　立ちのぼる煙けむりが筋を巻き、部屋を漂ただよう。一筋、二筋、それらは風の流れを示し、しかし同時に澱よどみを示してもいるようであった。

「ふむ、狙ねらいは当たっておったようじゃな」

　しわがれた声が空気を乱す。

「法則摩擦現象ロウ・フリクトは混こん沌とんの種。しかも、人類圏けんのそれよりもはるかに純じゆん粋すいな種となる」

「半はん端ぱな技術の若造どもでさえあの様子。極きわめればどれほどのものとなるか」

「危険なことをしているのではないかねぇ」

「なに。病やまいを治すのに強い薬が必要なときもある」

「強い薬なら、なるべく元気なときにこそ使うべきだねぇ」

「そういうことじゃ」

　声は連なって空気を震ふるわせる。

　香の煙はそんなしわがれ声の連なりに揺ゆすられながらも、大きな乱れは見せない。

「それにしても、ちょうどよい者が出てきたものよな」

「まさにまさに」

「深度もけっこうなものじゃ」

「よい娘むすめも付けられておる」

「一人は身内じゃの」

「かまわんよ。一人だけではない」

「出来はよいが、ちと硬かたいのが問題じゃの」

「それに、辿たどり着けねば血筋の意味もない」

「よい試練じゃ」

　そんな言葉が、香の満ちた部屋で交かわされる。

「試練じゃの」

「ならばいまのこの世も試練かのう」

「試練じゃろう」

「試ためされてその先になにがある？」

「わかるものかよ」

「そうじゃ」

「そうじゃな」

「これが試練であるなら」

「試練であるなら、そうじゃな」

「そうじゃ」

「試練であるなら、わしもまた試されておるのじゃからな」

　香のゆらめく部屋で、声こわ色いろは一つ。

　だが、その声色は、一つではありえぬ重なり、連なりをみせながら発せられている。

　香の満ちた部屋に声一つ。

　その声の主は、この世界をそこから見ていた。
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《ロビー》はいつも通りに人の姿がなかった。

　もはやそのことにはなにも感じない。イオは軽く周囲を見み渡わたすと、いつも通りに戦せん闘とう記録が保管されている場所に向かう。

　実際のところ、ここにあるものはただのデータなのだから、意識するだけで目の前にリストを並べたりすることだってできるのだろう。

　だけれど、イオはこの自分で歩いて探すという感覚が好きだった。

　なんとなく、宝探しをしているような気分に似ている気がするのだ。

　あるいは、図書館の感覚だろうか。

　そう考えれば《ロビー》の静けさも受け入れられる。

　空中でずらりと並んだリストを眺ながめながら《ロビー》をふらふらと歩く。リストの表示は機き士しの名前と記録された日時だけだが、軽く指で触ふれればその場で小さな画面が出てきて再生もされる。

　気になるものがあれば持ち帰ればいいし、この場で最後まで見てしまうこともできる。

　擬ぎ似じ的な肉体の感かん触しよくがあるものの、現実にあるわけではないので、普段よりも動きが軽い。自分の体が羽になったような感触は楽しくもある。

　イオは《ロビー》の空気を楽しんでいた。

　なんだか久しぶりに気分が楽になったような気がする。問題が全部片付いたわけではないし、これからも機士としての戦いは続くし、その中で色々と問題が出てくるに違いない。

　だけど、いまはこの軽さが楽しかったし、それを満まん喫きつしたかった。

　いくつかの戦闘記録をその場で視し聴ちようし、イオは適当に持ち帰るものを選ぶ。

「さて、そろそろ」

　時間を確かく認にんするとけっこうな時間になっていた。明日あしたも学校がある。早く寝ねなければ。

　そんなことを考えながらリストを閉じると、その向こうに何かがあった。

「うん？」

　ロビー内の光景は非常に味気ない。

　そこにあったものも木目調の壁かべに寄りそうように置かれたソファだった。

　そのソファに、黒い板が置かれていた。

　板、だろう。厚みを感じさせない存在は現実ではありえないが、電脳空間ではそういうことだってあるにちがいない。

「なんだ？」

　しかしそれにしても、不具合を起こしているようにしか見えない。

　物もの珍めずらしさにもっと近づいてみたいが、深刻な不具合だったらさっさと逃にげた方がいいかもしれない。

「うーん」

　しばらく悩なやんでいると、その真っ黒な板に、なにかが浮うかんだ。

　文字だ。

「サウンド・オンリー？」

　見み間ま違ちがいではない。

　そう書かれていた。

「なんだ、これ？」

「おい」

　いきなりの声は、その真っ黒な板からした。

「うおあっ！」

「変な声出すなよ」

「な、ラウか」

　真っ黒な板から聞こえてきたのはラウの声だ。

「なんだそれ？　どうなってるんだよ」

「うるせぇ。わざわざそっちいかなくても戦闘記録は抜ぬけるだろうが」

「あ、うん、まぁね」

　最近になってそれを知ったが、イオは時間があるときは《ロビー》をうろつくようにしている。

　それぐらい、イオはここが気に入っていた。

「それをしようとしたらお前がいたんだよ」

「ああ……って？」

「なんだよ？」

「いや……うん、いいんだけど」

　それなら無視すればいいだろう？
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　そう思って危あやうく口に出しそうになってしまった。

　イオとの接せつ触しよくを拒こばむ発言をしたのは護法官たちだ。なら、あれはラウの真意ではないのだろうか？

「ていうか、いるってわかったんならなんでこっち来ないんだよ。なんだよこれ？」

　言いながら、イオはソファに向かい、そこに座る。

　どれだけ目を凝こらしても、この板の向こう側は見えない。

「行くか」

「なんでだよ」

「時間の無む駄だだ」

「なんだよそれ」

　そんなことを言いながらも、ラウが立ち去る気配はない。

　サウンド・オンリーの壁に挟はさまれて、双ふた子ごは久方ぶりの会話をする。

　言葉は少なく、潤じゆん滑かつ油ゆを注ごうとするイオの空元気はまさしく空回り、ラウの刺とげ々とげしい空気がなくなるわけでもない。

　だけどイオは腹が立たなかった。ラウも怒ど鳴なることはなかった。

　会話に実りはなく、なにかがジリジリと焦こげ付いているようで、鼻の奥にたき火の気配がまとわりつくような感じが離はなれなかった。

　だけど、イオもラウもこの場から離れなかった。

　なにかを避さけるように言葉を選び、そして最後には言葉がなくなる。サウンド・オンリーの壁は音さえも伝えなくなった。イオはソファに寄りかかり、天てん井じようを見上げた。

　そこにはなにもない。電脳空間の虚むなしさはイオの気分を軽くする。本当は、ここにはなにもないからだ。データはコピーできてしまう。意識は別の場所にある。いろんな場所にあるいろんな物を紐ひも付けして、あるように見せかけているだけの場所が、この《ロビー》だ。

　だからこそ、こんなにも気が楽になれる。

　イオは気が楽になれる。

　そんな場所にイオは身を置き、ラウは置かない。

　サウンド・オンリーの壁は、この空間を拒きよ絶ぜつしている証しよう拠このようにしか思えない。

「兄貴」

　長い沈ちん黙もくの後で、ラウが口を開いた。

「うん？」

「おれは変わらないぜ」

「…………」

「おれは変わらない」

　繰くり返すようにそう言った後、ソファにあるのはイオの姿だけになってしまった。

「……僕も変わらないよ、ラウ」

　一人だけのソファで、イオはそう答えるのだった。




　だけど、それがどれだけ難しいことなのか、イオたちはこれから味わうことになる。







　ラストエピソード・鏡晶壁を越こえて







　時間の流れは冷たい。

　永遠が永遠ではない証拠は、時間が流れているからだとイオは思う。

　時間はどんなものだって壊こわしてしまう。流れる水が石を砂に変えてしまうように。

　双子がずっと二人でいられないように。

　停てい滞たいが停滞でいられないように。永遠と停滞は似ている。だけど、時間という概がい念ねんはそれをそのままにしない。時間には変化を強要する因子が含ふくまれているとしか思えないし、そしてその因子にはどんなものだって逆らえない。

「状じよう況きようは？」

《最悪のままです》

　イオの質問に答えるニルファの声は震ふるえている。

　人類圏けんと竜りゆう圏の瀬せ戸と際ぎわにイオは待機していた。すでに複数の機き士したちが出動している。イオは、第二陣じんとしてここに待機させられていた。

　ただ待たされているだけだ。

　それなのに、聞かされる言葉は最悪と来た。イオは自身の汗あせに体温が奪うばわれていくのを感じるしかできない。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくの大規模発生。

　それが、いま起こっていることだ。

《出動している機士の三人に深刻な負傷はありませんが、戦線は後退し続けています》

「交こう替たいできるチャンスはないかな？」

《いま動くのはむしろ危険です。一気に距きよ離りを詰つめられるかもしれません》

「くっ」

　動けない。イオは唇くちびるを嚙かんだ。

　危機の感触がイオの神経を焼く。もどかしさに叫さけび出しそうだった。

　どうしてこんなことになったのか。

　半年前に起きた伏ふく兵へい事件から、侵蝕晶核の発生が目に見えてわかるほどに増えた。

　こうなってしまえば、学校どころではなくなってしまう。出しゆつ撃げきと訓練と休息の生活リズムが確立されてしまって、イオの望む生活は遠とお退のいてしまった。

　そうして、戦って、戦って、戦って……

　戦い続けて、気が付けばこんな窮きゆう地ちに陥おちいってしまっている。

　いま、戦っているのは高純度の侵蝕晶核だ。護法官たちの調査では純度Ｓだという。

　しかも、それが三体もいる。

　先行する三人の機士は負けてはいないものの、勝ててもいない。そして、機士同士の共きよう闘とうの難しさから援えん護ごもなかなかできない。劣れつ勢せいのまま人類圏に近づかれている。

　このまま押し込まれるのを待つしかないのか。

　そういう苛いら立だちと焦あせりがイオを焼いている。

「なんとかできないかな？」

《いまは耐たえてください》

　そんな返答のニルファでさえ、声が震えている。

　彼女も嫌いやな未来を予想しているに違ちがいない。

　三体の高純度侵蝕晶核……やつらの侵しん攻こうを許してしまったら、どうなるのか？

　イオの背後にあるコーネリア市は不認知領域モザイクウオールに吞のまれてしまうだろう。

　そしておそらく、それだけでは終わらない。

　侵蝕晶核は三体もいるのだ。

《おい、兄貴》

　苛立たしさを隠かくそうともしない乱暴な声が入り込んできた。

　ラウだ。

　どうやら、双子の弟もイオと同じ第二陣に回らされていたようだ。

《どうやるか、考えてるか？》

「え？」

《倒たおし方だ》

「……時間をかけて攻こう略りやくなんて無む謀ぼうだ」

　ラウの言いたいことがわかって、イオはいま感じていることを伝えた。

「やるなら一撃だ」

　すでにかなりの距離を押し込まれている。ここで第二陣のイオたちと入れ替かわっても、無策で戦えば同じことが起きるに違いない。

　だから、ラウはそんなことを聞いてきたのだ。

「一撃で、倒す」

　できるかどうかはやってみなければわからない。だが、そのためにいまも、ラマナの支援法撃をもらって力を練っている最中だ。ニルファとの訓練で磨みがいた魔ま法ほうの技術がそれを助けている。ユユの作ってくれた絡から繰くりの剣けんが、練り込まれていく力を受け止める器うつわとなってくれている。

《ふん》

　ラウの零こぼした鼻息には、どこか満足の空気があった。

《後はそのタイミングだな》

　そう言うからには、ラウもまた同じ考えなのだろう。

　そう思うことを嬉うれしいと思う余よ裕ゆうはなかった。むしろ、本当にわからなくなったなと再確かく認にんしてしまう。昔なら木霊こだまを返すように考えを共有していた。お互たがいに考えがわかり合っていたはずだが、いまはまったくわからない。

　ラウがどう考えているのかはわからない。ただ、機士になったばかりの頃ころのように食ってかかることはなくなっていた。

　そのことを少し寂さびしいとは思う。胸に入り込んだ冷風は、まさにそんな感情の表れだった。

　ジョイたちはどうしてるかな？

　寂しいといえば、彼らのこともそうだ。学校に行く暇ひまもなくなり、会うことができなくなってしまった。前まえ触ぶれもなくいなくなってしまったことを、彼らはどう思っているだろうか？

　できれば悪く考えていて欲しくはない。

　できれば、いまでも気にかけていて欲しい。

　それは我わが儘ままだろうか？

　覚えていてくれるなら、もし帰ることがあったとき快く迎むかえ入れてくれるのではないか、そんな希望を抱いだいてしまっている。

　いや、抱いていたいのだと思う。

　抱いていれば帰ろうという気にもなれる。

　帰ろうというのだから、生きていたいという気にもなれる。

　生きようというのだから、眼前の戦いに勝たねばならないと責任感を強くできる。

　これはもう、イオが戦い続けるための精神的な儀ぎ式しきとなっていた。

　手には絡繰りの剣がある。

　周囲には支援法撃で起きた法則摩ま擦さつの光が満ちている。その光を吸い取り、魔法の技術を応用して力に変へん換かんする。

　そういう作業をずっと繰り返しながら、そんなことを考え、侵蝕晶核のことを思う。

　力はもう十分に練れている。その威い力りよくは、初めて使った半年前の比ではない。

　絡繰りの剣は、いまは槍やりの形をとっている。その穂ほ先さきが赤く発光しているのは、いまにも爆ばく発はつしそうなほどの力が集まっているからだ。

　まだまだ力を練ることはできる。だが、それを一点にとどめておくことが難しくなってきた。

　仕し掛かける用意は、もう十分にできている。

　だが、入れ替わりのタイミングが取れない。

「ニルファ」

《いまだに……》

　苦しそうに返答するニルファに、イオはじっと堪こらえる。

　彼女が戦場を動かしているわけではない。だから、彼女に爆発しそうな感情をぶつけるのは間違っている。

　しかし、こちらの集中だって長く保もつわけではない。練り上げ続けるよりも、それを維い持じし続けることに意識を注ぐ方が、案外に難しい。

　もはや、穂先に集中している力の余波で周囲の気温まで上じよう昇しようしている。一点に保有されるエネルギー量に、空間そのものが耐えられなくなっているような状態なのだ。

　爆発寸前の風船……そう比ひ喩ゆすればむしろ状況を軽く感じてしまうが、中に詰まっているのがただの空気ではない以上、笑ってすませることもできない。

《耐えてください》

　さきほどとは違う意味で、ニルファは言う。

《いま、軍部の方で入れ替わりの隙すきを埋うめる準備を……》

　そのときだ。

《死ね！》

　そう叫んだのは、ニルファではない。イオの護法官たちでもない。

　苛立ちを遠えん慮りよなく込こめて叫ぶのは、ラウだ。

《死んでしまえ、それが一番、簡単な交替方法だ！》

「ラウ！」

　突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、イオは背筋が震えた。

　同時に、頭の中が真っ赤に染まる。

「なにを言ってるんだ！」

　だがラウは答えない。ずっと叫び続けている。

《役に立たない機士に命の価値があるものか！　死ね！　死んで道を空けろ！　おれたちがそいつを倒す。その支し度たくはすんだ。安心して死ね！》

「ラウ！」

　狂きよう奔ほんのように吐はき出されるラウの言葉と感情が通信波を痛々しく振しん幅ぷくさせる。

「だめだ！　そんなのはだめだ！」

　ラウの言葉を打ち消さなくてはならない。

「命の価値がそれだけなものか！　僕たちだって生きているんだ！」

　そのために、イオは必死に叫んだ。

「投げ捨てて良い命なんてあるものか！　全員が生き残る方法だってあるはずなんだ！　ここで諦あきらめていいことなんてあるものか！」

《なにかを諦めなくて守れるものがあるものか！》

　だが、ラウの叫びの方が強く響ひびく。

　この、逼ひつ迫ぱくした状じよう況きようの中ではなによりも強く通り抜ぬけていく。

　人類は危機にあって……

　機士がこんなにも揃そろっているのに、戦せん況きようは絶望的で……

　背後には百万人都市が控ひかえていて……

　そんな中、命の天てん秤びんはグラグラと揺ゆれていて、イオの意識までも揺らす。

《イオさん》

　ニルファの声だ。青白い顔色まで想像できそうな震ふるえる弱い声だった。

《いま、軍からの決定が》

「やめろ」

　なにを言おうとしているのか、わかった。わかってしまった。

「それはだめだ」

　だから、そう言ってしまう。

《十秒後に、現在戦せん闘とう中の機士三名の心臓を停止させると》

「ふざけるな！」

　機士の心臓とは、すなわちカンナカムイの心臓のことだ。機士の力の源となるそれを停止させるということは、戦場となっているこの竜りゆう圏けんで、なんの力もない人間に強制的に戻もどされるということだ。

　それはつまり……

《第二陣の各機士は、同時に指定された目標に向けて進しん撃げきを開始せよと》

「くっ……」

　そんなことをしている間にもカウントダウンは始まっている。

　十秒なんて、瞬またたく間だ。

《三、二、一……イオさん！》

「バカヤロウ！」

　誰だれに向かって叫さけんだのか。ラウにか、軍人たちにか、それとも黙だまって運命を受け入れた機士たちにか。

　イオは飛びだした。

　溜ため込んだ力が大地を爆ばく砕さいさせ、イオは一条の光となって目標に向かっていく。

　一歩も近づかせない。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくをこれ以上、人類圏けんには近づかせない。

　もはやそれしか、イオにできることはない。

「うおおおおおおおおおおお！」

　槍と化した絡繰りを抱かかえるようにして侵蝕晶核に突つっ込む。巨きよ大だいな四し角かく錐すいは左右に足代わりのような細長い錐きりの柱を立て、前後に動かしている。

　その様は、あの日に見たあの侵蝕晶核に似ていた。

　絶望と恐きよう怖ふと諦てい念ねんの始まり。永遠がないのだと知らされたその日の出来事。

　双ふた子ごの断絶の原因。

　イオを取り巻く不幸の源。

　それに、とてもよく形が似ている。

「またお前か！」

　形が似ているから同じとは限らない。いや、侵蝕晶核は自身を使って人類圏を不認知領域に変えているというのが定説だ。

　なら、同じものであるはずがない。

　だが、いまこのとき、このタイミングで同じ形のものを見る。

　悪夢的な状況は、恐怖よりも怒いかりを増ぞう幅ふくさせる。

　ままならなかったあの頃と同じだと思うなと、叫び、挑いどむ。

　さきほどまでの戦いの余波が頰ほおを打つ。跳はね散らし、吹ふき飛ばし、必殺の間合いに踏ふみ込むと、侵蝕晶核の中心に向かって槍を放つ。

　赤熱した穂先が、限りなく透とう明めいに近い中心に吸い込まれ、その表面に波は紋もんを広げる。次の瞬しゆん間かんには結けつ晶しようはひび割れ、白く澱よどみ、赤い炎ほのおを噴ふきだした。

　成功した。

　その手て応ごたえがあった。

　イオの投じた槍は侵蝕晶核の内ない奥おう深くにまで入り込み、内包させたエネルギーを存分に爆発させたのだ。

　発生した爆発は凄すさまじく、イオはその風圧で吹き飛ばされる。天高く昇のぼっていく光の柱がイオの視界を占しめ、淀よどんだ空を染めていく。

　光の柱は他ほかの場所からも上がる。

　ラウだろう。

　さらにもう一つ、他の機士も倒たおすのに成功したようだ。

　第一陣じんの機士が時間を稼かせいだからこそ、こんなことが可能だった。逆の立場なら、彼らだってそれができたはずだ。

「くっ」

　落下の最中にラウの言葉を思い出してしまい、顔が歪ゆがむ。弟の冷れい酷こくな叫びがなければ状況が動くのがもう少し遅おそかったかもしれない。

　イオだってわかっている。

　あのときのラウの叫びは状況が動くのを早まらせただけだ。軍の、ギア少しよう佐さの決断を早めさせただけだ。

　その程度の力しかなかった。

　遅かれ早かれ、第一陣の機士たちは死んでいた。その死を利用して、第二陣の機士たちは力を練り上げ、いまこの通りに倒すことに成功している。

　第一陣の機士たちがもう少し押し込まれていなければ、あるいは第二陣のイオたちがもう少し早く力を練ることができていれば……あるいは未来は変わったかもしれない。

　だが、現実は無情で、やり直しはきかない。起きてしまったことをひっくり返すことはできないし、後こう悔かいは先には立たない。

　三人の機士は失われた。

　代わりに、侵蝕晶核を倒し、人類を守ることができた。

　それでよしとしなければいけないのか。

　いや……

「もっと、力があれば」

　きっとなにかが変わっていた。

　いまは後悔でしかなかったとしても。この次は、さらにその次は……自分がもっと強ければと後悔することがないように、力をもっと欲ほつしなければいけないのか。

　だが、それは……

「ラウの考えと、同じか？」

　どこまでも力を欲して、後はなにも顧かえりみなくなる。それぐらいのことをしないと得られないかもしれない。

　それはラウがやっていることと同じではないのか？

　怨えんという一文字に彩いろどられたそのやり方を真似まねしないとだめなのか？

　破は壊かいの余波に吹き上げられながら、イオは決断を迫せまられているのだと感じた。

　途と切ぎれてしまった学校での生活に戻らない。機士としての錬れん磨まにのみ集中する。

　そういう決断だ。

　亡なくなった三人の機士の分も、今後は戦わなくてはならない。そのことを考えても、もはや以前の通りになんてできるはずがない。

　機士に専念し、戦場を猛もう進しんする。

　そうするしかないのか。

「それは……」

　自分が望んでいる形とは違ちがう。違うが、逃にげることなんてできない。イオはもう機士だ。その事実からはどうやったって逃げられない。自分で逃げられない道だと知っていながら選んだのだから逃げるなんて許されるはずがない。

　機士という大前提の中で置かれた選せん択たく肢しから、イオはいままでの道を選んできた。機士としてあるために、普ふ通つうの生活を忘れないようにすることは大切だとイオは信じていたし、それはいまも変わらない。

　だけど、状況はイオの選択を許さなくなっている。

　選択肢がさらに狭せばまって、イオの決意や選択を揺るがしている。

　永遠なんてものは存在しない。

　頭によぎるのはこの言葉だ。

　イオ自身の決断や考え方だって永遠に同じままではいられない。

　皮肉にも自分で導き出した答えが、自分自身に痛つう烈れつな打撃を与あたえた形になってしまった。

「悔くやしいなぁ」

　空中で余波に弄もてあそばれながら、イオはそう呟つぶやく。心のどこかで望んでいる元の生活への回帰を見み透すかされ、嘲ちよう笑しようされたような気がした。

　これからも戦い続ける。

　ずっと戦い続ける。

　そのうち、機士はまた増えるだろう。イオたちのような不幸を土ど壌じようにしてか、あるいはそれ以外の方法でか。

　機士が増えれば、イオの戦いは楽になるのだろうか？　楽をしていいなんて考えて良いのだろうか？

　突き詰つめすぎては、張り詰めすぎてはもたなくなる。そう考えているはずなのに、やはり考えてしまう。

　どこまで戦えばいいのか。どこまで強くなればいいのか。

　この戦いの終わらせ方を見つけることは、イオたちにできるのか？

　それができなければ、いつまでもこの繰くり返しだ。

　永遠が永遠でないにしても、戦いの終わりにイオが無事でいられるという保証は存在しない。

　考えが暗い方向へと落ちていく。

　イオの心は挫くじけているのか？

　折れてしまっているのか？

　それともただただ、犠ぎ牲せいの大きな勝利に虚むなしさを感じているだけなのか。

　イオの意識は落下の速度に合わせて黒く染まっていく。




　黒く、暗く……漆しつ黒こくに。
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　眩まぶしく、暑い。

　太陽が近い。

「あちぃ……」

　隣となりから聞こえた声に、イオははっとした。降り注ぐ陽光が世界を白くしている。見上げる空は入道雲にのしかかられていた。熱を孕はらんだ地面が無む邪じや気きにイオたちを炙あぶる。どこかからセミの声が響ひびき、空気に染しみこんでいく。自転車に乗った子供たちの一団が走り抜ぬけていく。ビニールの浮うき輪が光を反射させていった。

　イオ、たち？

　ガシャンという音に隣を見れば、そこにはラウがいた。半はん袖そでのシャツにハーフパンツという出いで立ちはイオと同じものだとすぐにわかった。

　ラウは自じ販はん機きからペットボトルを取りだしているところだった。

「兄ちゃん、これ」

「あ、ありがとう」

　差し出されたスポーツドリンクを受け取る。

　これはなんだ？

　体は水分を欲していて、自然に蓋ふたを開けて飲み始める。そんな動作とは別に、イオの頭の中は疑問で溢あふれかえりそうになっていた。

　混乱で取り乱さないだけ、マシなのかもしれない。

「なんだこれ？」

　それでも、言葉が漏もれてしまう？

「はぁ？」

　呆あきれたような戸と惑まどったようなそんな声をラウが漏らした。

「なにって、いっつものだろ。そう言ったじゃん」

　ラウはスポーツドリンクのことだと思ったようだ。

「ちがうちがう、そうじゃなくて……」

　そうだ。

　ラウが、イオのことを『兄ちゃん』と呼んでいる。これがおかしい。いまはもう、『兄貴』としか言わないのに。

　なら、これは過去のこと？

　白はく昼ちゆう夢むというものだろうか？

　いや、これは……

　あたりを見み渡わたす。車が行き違うのがやっとの細い四つ辻つじの道路にいる。その一角に置かれた自動販売機の前に立っている。左を見れば道路の先にＤＩＹの店が見え隠かくれしている。正面を見れば移転して放置された個人病院がある。

　知っている場所だ。

　知っている四つ辻で、真夏で、自動販売機でジュースを買う。何度も体験したような気がする光景だが、なにか予感のようなものがあった。記き憶おくにひっかかる感かん触しよくというべきか。

　はっきりと、これはなんの記憶だと思い出せそうな気がする。

　この後、彼女が来るならば。

「あ、いた！」

　その声は、もはや予定通りのようでさえあった。

　振ふり返ると、彼女がいる。

　リーシャだ。

　幼おさな馴な染じみの彼女が背後からやってくる。その先にはイオたちの家が並んでいる。二階にある彼女の部屋からイオたちが自動販売機に向かっていくのが見えたのだろう。

「あつーい」

「なんだよ」

　笑いながら駆かけてくる幼馴染みを見て、イオとラウはそろってそう問いかけた。

「二人してどこか行くの？」

　駆けつけたリーシャはそう問いかけながら、自分もお金を出して自動販売機に投入していく。肩かたまでの黒くろ髪かみの、利発そうな女の子だ。

　使い慣れた自動販売機だ。彼女の指は迷うことなく目当てのボタンを押し、ペットボトルが吐はき出される音が続く。

「別に」

「なにも決めてない」

「ふうん」

　双ふた子ごの返答に気のない言葉を漏らし、彼女はジュースを一気に三分の一まで飲んでしまう。

「それならさ、いまから自転車であそこに行かない？」

「うん？」

「どこ？」

「だから、あそこ」

　答えにならない言葉だが、双子は彼女がなにを言いたいのかわかった。ラウともリーシャとも気持ちが通じる。

　気持ちが通じるから、短い単語で相手の言いたいことがわかってしまう。

　それがイオにはたまらない心地ここちよさだった。

　それこそが、失ってしまったものだった。

　三人で自転車を引っ張り出し、あそことやらに向かう。イオたちの街は内海に面しており、少しいけば海が見えた。海に沿そって走り、橋を渡わたり、さらに海を横に見ながら自転車を走らせる。

　暑い暑いと喚わめきながら自転車を走らせること一時間、三人は目的の場所に着いた。

　あそことは、使われなくなった港とその周辺のことだ。

　フェリー乗り場があり、広大な駐ちゆう車しや場じようがある。待合所を兼かねた切きつ符ぷ売り場は売店なども収納されてあるため広い。あちこちには南国の樹が植樹され、来る途と中ちゆうには市民プールもあった。小さな頃ころはそこによく通ったという思い出話がペダルを踏ふむ足を軽くした。

「プールの帰りにかき氷とか買ったよな」

「買った買った」

「たこ焼きが美味おいしかったんだよ。知ってた？」

　ぶらぶらと歩きながらそんなことを言い合う。思い出を語るには三人とも若すぎるが、ここにはもう思い出しかない。

　なぜなら、もう使われていないからだ。

　イオたち三人以外に人の姿はなかった。

　この港はもう死んでいた。

　その原因は、潮しお騒さいの向こうにある。

　フェリー乗り場から北を見ればすぐに陸地が見える。西も同様だ。

　だが、東にはずっと海が広がっている。その先は見えない。水平線があるからだというだけではない。ある瞬しゆん間かんから、ぶっつりとなにも見えなくなっている。水平線の周囲だけではなく、その上空の、薄うすい青の空さえもそこで途切れている。

　靄もやのような、あるいは光の悪戯いたずらのような、蜃しん気き楼ろうが広がりそうな広大な不ふ透とう明めいの壁かべ、それが世界をこちら側とあちら側に隔へだてている。

　不認知領域モザイクウオールだ。

　内海を挟はさんだ向こう側にあった都市が竜りゆう圏けんとなったのは、初等科高学年の頃だった。その頃まで、このあたりは漁業と隣の都市との水利で栄えていた。

　竜圏の発生がこの港を殺してしまった。フェリーは使われなくなった。長年の研究から竜圏と接していても水産資源に影えい響きようはないとわかってはいても、不気味さがこの海の産物を敬遠するようになり、ほとんどの人がどこかに消えてしまった。いまでも漁に出る船は見かけるが、その姿にはもの悲しさと後ろめたさが張り付いているように思えて、見ているこちらが居たたまれなくなる。

　普ふ通つうに住んでいる人はいるはずなのに、そういう人たちの気配もほとんどない。道路を走る車もほとんどない。ときどき、山と海に挟まれたその車道を車が走ると、木霊こだまが海へと投げ込まれて、驚おどろいて振り返ってしまう。

　そんな場所にイオたちはいた。

「で、ここに来てどうすんの？」

　いまさらながらだが、イオは疑問を投げかけた。

「ここはついでよ。本命はあっち」

　そう言って、リーシャが指さしたのは駐車場の向こう側、道路を挟んで山の斜しや面めんに見え隠れしている一つの建物だ。

「おおう、不法侵しん入にゆう」

　見えた建物に、イオは思わずそう呟つぶやいた。

「違ちがうよ、願いの壁だよ！」

　リーシャが反論する。

　見えた建物は廃はい業ぎようした大規模公衆浴場の建物だ。一応、温泉も出ていたはずだ。

　その建物の敷しき地ちに願いの壁と呼ばれる場所があるのは、聞いたことがあった。

「さあ、休きゆう憩けい終しゆう了りよう。いきましょう！」

「まじかぁ」

「あそこ、きっつい坂があったよね」

　意い気き揚よう々ようと自転車に向かうリーシャに、イオとラウは不満たらたらに後をついていく。

　だが、反対はしない。

　リーシャも振り返らない。

　双子がついてくるのがあたりまえだと信じている顔で自転車を出発させている。そして、その通りにイオもラウも自転車を漕こぐ。




　この記憶には覚えがある。

　自転車を漕ぎながら、暑さに不平を零こぼしながら、イオは頭のどこかにある冷静さでそう考えていた。

　確か、中等部二年の夏だったはずだ。

　願いの壁に向かい、そこで噂うわさ通りのことをしたのは覚えている。

　絶対に戻もどってこない、懐なつかしいあの日の記憶だ。

　だけど、なんでこんなものをいまさら？

　それに記憶となにか違うような気がする。

　もうはっきりと覚えていないけれど。

　でもなにか、これと言われれば、その通りだと納なつ得とくできるぐらいに明確な箇か所しよに違いがあるような、そんな気がする。

　そんな気がするのだけど、イオは記憶の再生を止める気にはなれなかった。

　この懐かしさに浸ひたっていたいと思っていた。




　自転車に乗ったまま坂を登り切るのは無理だった。なにしろこの公衆浴場は自転車で来る客のことなんてまるで考えていないような場所に作られていた。その代わり、自動車で来る客のことはよく考えられていて、建物の隣となりには立体駐車場があり、渡り廊ろう下かも設けられている。

「ぐへぇぇ」

「しぬぅぅ」

「がんばれ、もう少し……ふんぎぎぎ」

　へたばった双子に反し、リーシャはいまだに自転車に乗っている。だが、立ち漕ぎでふらふらでほとんど進んでいない。自転車に寄りかかりながら坂を登る双子とそれほど変わらない速度なのだから、むしろ降りた方が楽だろう。

「ふげっ」

　そんな声を漏もらして、ついにリーシャも自転車から降りた。

「もう、しんどい！」

「行こうって言ったのリーシャだし」

「しかもまだ、道のり半分だし」

「うるさーい」

　双子の言葉に怒ど鳴なるリーシャの声も疲つかれで弱い。

「願いの壁には、二人だって行きたいって言ってたじゃない」

「言ったけど」

「こんなに暑い日選ばなくても」

「こんな日なら、他ほかに誰だれも来ないでしょ」

　それはそれで正論かもしれない。

　三人は暑さにやられながらも坂を登り切り、なんとか辿たどり着いた。

　が、道を遮さえぎる形で門があり、錆さびた鎖くさりで閉じられていた。

「ああ、やっぱり」

　ラウがそんなことを言うと同時に、イオも思い出した。

「そういえば、そんなこと聞いた気がする」

　願いの壁目当てに来た同じ学校の生徒が門が閉じられていて入れなかったとか、そんな話をしていたのを聞いた記き憶おくがあった。

　だが、リーシャの顔に失望はない。

「ふふふん、こんなもの、承知の上よ」

　リーシャは自転車を置いていくように言う。

「ここ、ちょっと上がったら立体駐車場の裏口があるんだって」

「わお」

「事前情報ばっちりだ」

「ふふん、任せといて」

　上じよう機き嫌げんに斜面を登るリーシャに双子も続く。

　斜面を少し登るとはたしてリーシャの言葉通り、木々に隠かくれていた立体駐車場が姿を現した。

　この立体駐車場は坂道とは別の方角の斜面に向かってせり出すようにして作られている。木々の隙すき間まから覗のぞき見えた太い支柱は、ペンキが剝はがれて赤く汚よごれたものが見え隠れしている。あれが錆さびだとしたら、この立体駐車場はいつか倒とう壊かいとかするのだろうか？　そんなことを考えるとすこしだけぞっとする。

「あったあった！」

　山に入り込んだことで直射日光の暑さからは逃のがれられたが、代わりに強い湿しつ気けが真綿で絞しめるように三人を包んでいた。リーシャの高い声はそれを押しのける陽気さがあった。

「うわっ、ひでぇ」

　リーシャの言う裏口とやらを見て、イオは思わずそう言った。安っぽいドアはノブが引き抜ぬかれ、その役目を果たしていなかった。半開きのまま金具が錆び付いて固定されて、枯かれ葉はが中に入り込んでいる。

「おかげで中には入れるし、いいんじゃない」

　リーシャは気楽だ。

　臆おくする様子もなく中に入っていく幼おさな馴な染じみに、双ふた子ごもついていく。その光景は、場所は違えどいつものものだ。

　ひんやりと涼すずしい立体駐車場を惜おしむように去り、大衆浴場の正面をやりすごし、その建物の横手にでる。

　その、斜面すれすれの場所に、願いの壁と呼ばれるものがあった。

「おお」

「へぇ」

「なるほど」

　三人は声を漏らし、それを見上げる。

　願いの壁というのは、この大衆浴場の壁だった。

　立体駐ちゆう車しや場じようとは違い、車道側に面したこの壁は看板の役目も果たすよう派手な装そう飾しよくがされていた。それらももう経年と管理の放ほう棄きでひどい様子になっているのだが、ひどい有様になった理由は別にもある。

　それがイオたちの眼前……そう、人間の手が届く範はん囲いにだけ存在している。

　無数の落書きだ。

　ただの悪戯的な落書きもあるが、それだけではない。

　○○とずっと仲良しとか、受験に合格しますようにとか……そういう個人的な願い事がそこら中に書かれている。

　マジックで書いてあるものもあれば、スプレー缶かんもある。チョークもあれば石で削けずり書きしているものもある。手段は問わず、書きまくられている。

　いつからここがそう呼ばれているのか、いつのまにかここは願いの壁と呼ばれ、願いが書き散らされるようになった。

　願いが叶かなったという話を聞きはするが、実際に誰がどんな願いを叶えたのかまでは知らない。

　そんな都市伝説だ。

　だけれど、願いは書き続けられているし、イオたちもここにやってきた。

「それで、なんの願いを書くのさ？」

「それは秘密」

　イオの質問にリーシャが即そく答とうした。

「願いは順番に書きましょうよ。誰がどんな願いを書いたかは内ない緒しよで。書いてるところを見るのも禁止ね」

「禁止って」

「どうやって？」

「書いた場所がわかってたら後で覗けるかもしれないでしょ。だからさ、離はなれててもらうの」

　リーシャの言いたいことはわかるようなわからないような。ここまできたのだからやるべきこと、願いを書くのはやぶさかではないが、それを見られたくないからと順番にやるというのはまたなにか違ちがうような、興きよう醒ざめのような感じがする。

　しかし、そんな空気をむりやり押し通すために、リーシャが行動に出た。

「そういうわけで、最初はラウね」

「え？　僕？」

「じゃあ、そういうわけで、ほらほら」

　そう言って、リーシャはイオの背を押してこの場から移動した。

　二人は、正面玄げん関かんの前にまで移動した。

　リーシャは玄関に下りたシャッターに挑ちよう戦せんしているが、イオから見れば無む駄だな努力としか思えなかった。

「手伝おうか？」

「いい！」

　無駄だと思いつつもリーシャがすることを放ほうってもおけないのだが、声をかければそんな返事だ。

　なんだか急に遠ざけられたような気がして、イオは首を傾かしげざるを得ない。

　それでもぼんやり立っているだけなのも暇ひまなので、リーシャの側そばに移動する。埃ほこりを被かぶったシャッターはそこら中に蹴けられた跡あとや落書きがあって、錆が斑はん点てんを作っていた。

　イオたちのような無許可の訪問者が何人もいたということだ。

「無駄なんじゃない」

　イオがそう言ったときには、リーシャは隙間に枯かれ枝を差し込んでいた。

「いいじゃない」

　なんだか落ち着いてないな。そう思いつつ、イオも枯れ枝を見つけ出してシャッターの隙間に差し込んだ。てこの原理がどうとかと語る以前に、枯れ枝の硬かたさが足りていなくて、枝がぼろぼろと崩くずれていく。

「ねぇ、イオ」

「うん？」

「左ね」

「は？」

「左下だから」

　リーシャがなにを言っているのかわからなくて、問い直そうとした。

　だけど、声は出なかった。

　ひたむきに枯れ枝をシャッターの隙間に突つっ込むリーシャの横顔に、イオは雷かみなりに打たれたような気がした。

「お待たせ」

　そのとき、背後からラウの声がした。

「時間かかったね」

　その瞬しゆん間かん、リーシャがぱっとその場から飛びだした。

「いざとなると、けっこう悩なやむよね」

「そんなものかな？　じゃ、次はわたしね」

　そう言って、リーシャはそのまま向かっていく。

　イオはその場で動けなかった。

「？　兄ちゃん、どうかした？」

「なんでもない」

　氷の塊かたまりが腹の中にあるような、そんな気持ち悪さがあった。だけど、なによりも気持ちが悪いのは、そのことを双子の弟に黙だまってしまったことだった。

　全すべてを共有してきた双子と、共有できないものができた。そんな気がした。

　いや、小さな秘密はお互たがいに持っているはずだ。喧けん嘩かだってしてきたし、ずっと仲良しだったわけでもない。

　だけどなぜか、今回のこれはそういうものとは質が違うような気がして、イオは気持ち悪さを拭ぬぐえなかった。




　ここから先でなにがあるか、なにが起きるのか、それを知っているというのもある。

　これは夢だ。

　あのときの夢だ。頭の奥で冷静な自分がそう言っている。だけど、いくらそう思っても夢は覚めない。気持ち悪さは拭われない。

　そんなイオの様子に、ラウは気付かない。

　なぜ気が付かないのかと腹さえも立つ。

　しかしそれなら、どうしてそのことをラウに言わないのか？

　あのときも、そしていまも。

　願いの壁かべになにがあるのか、思い出した。

　忘れていたことに驚おどろいた。

　いやもしかしたら。

　忘れていたくて、自分で消してしまったのか？




「おまたせー」

　リーシャの声で我に返る。彼女が戻もどってきていた。手にはマジックペンが握にぎられていて、それをイオの手に落とした。

「最後はイオね」

「う、うん」

　変な緊きん張ちようが二の腕うでの筋肉を震ふるわせる。イオは一人で願いの壁の前に戻った。

　左下。

　リーシャに言われた通りに、イオは壁の左下をさがす。

　左下。本当に壁の左下の隅すみにそれはあった。

『あなたが好き』

　そこには、そう書かれていた。

　願いの壁なのに願いを書いていない。

　いや、これも正しく願いなのか。

　相手の、イオの答えがそうであることを願っているのだから。

　これは、イオにだけ向けられた願いなのだから。

　それで……

「う……」

　その文字を見て、イオは呻うめいた。

　なぜ、呻かなければならないのか？




　それでイオは、なんと答えた？

　リーシャの気持ちはわかった。では、イオの気持ちは？

　いや、イオの気持ちはわかっている。イオだってリーシャが好きだ。

　だけど、ラウもリーシャが好きなことを知っている。お互いにそのことを口に出してはいないけれど、双ふた子ごだからわかるのだ。

　目の前にある告白を、イオは嬉うれしいと感じている。嬉しいと感じた記き憶おくはある。だけど同じぐらいにおそろしいのだ。

　イオがリーシャの気持ちを受け止めてしまったら、ラウはどうなってしまう？

　いや、わかってる。

　わかってるんだ。

　リーシャは一人だ。

　双子のものにしてしまうわけにはいかない。その考えはあまりにも不誠実だ。

　なら、選ばないといけない。どちらかがリーシャに選ばれるか、あるいはどちらも選ばれないか、あるいは選ばれた方が彼女の気持ちを拒きよ否ひするかを。

　リーシャはイオを選んだ。

　だから、あとはイオの考え次し第だいだ。

　どうする？

　どうする？

　あのとき、イオはどちらを選んだ？

　いや、知っている。

　わかっているんだ。




　イオはマジックペンを握りしめた。キャップを外し、リーシャの書いた願いにペン先を近づける。ペン先は震えていた。震えを消すために壁に押しつける。

　さあ、どうする？

「うう……」

　唸うなりながら、しかしイオの手はそれほど時間をかけずに動いた。

　シャッ……と、線を引く。

　線は丸を描えがき、彼女の願いを囲んだ。

　選んだ。

　血が引くような恐きよう怖ふと頭が沸ふつ騰とうしそうな興奮が同時にやってくる。それはとても不可思議な状態なのだけれど、矛む盾じゆんなくイオの中で同居していた。

　このことを、リーシャにどうやって伝えるか？

　このことを、ラウにどうやって伝えるか？

　二つのことを並行で考えて、体が二つに割れそうだ。

　決断したことで軽くなった部分とさらに気が重くなった部分がある。それら二つを器用に自分の心で抱かかえて、イオはマジックペンを壁から離はなした。

「……あれ？」

　ここで気が付いた。

　気が付いたのは、当時のイオではない。

　頭のすみで、これが夢だと思っている現在のイオだ。

　マジックペンを握っている自分の手を見る。

「なんで？」

　この声はどこから出ているのか？　実際に、壁の前にいるイオが喋しやべっているのか？　だとしたら、記憶の再生からずれたということになる。

　いや、それよりも……

「なんで？」

　イオはもう一度呟つぶやいた。もう完全に記憶の再生ではない。手は震え、持っているマジックペンを顔の近くに持ってくる。

　左手で握っていた。

　左利ききになっている。

　違ちがう。イオは左利きではない。

　これは、どういうことだ？

「あれ？」

　気が付いたことが、なにかのきっかけになったのか？

　願いの壁がぐにゃりと歪ゆがんだ。

　立ちくらみしたのかと思ったが、そうではない。願いの壁に書かれた文字が歪んだのだ。

　イオが囲んだリーシャの文字もほどけるようにして黒い線になり、壁の上を移動していく。

　マジックペンのインクもチョークもスプレー缶かんも石で彫ほったものも関係ない。全ての文字はその形を線にまで分解して壁の中央に集結し、一つの大きな文字を作った。




『たすけて』




　大きくそう書かれたのだ。

「そんな……」

　いきなりのことに、イオはその場にへたり込みそうになった。

「なんだよ、これ」

　もう、ここにいるイオは当時のイオではない。服が変わっている。右手が変わっている。見えている景色が変わっている。

　猛もう暑しよはどこかに消えていた。

　夏服は戦せん闘とうで荒あれ果てた装具のそれに変わっていた。

　右手には絡から繰くりの剣けんを握っていた。

　ここにいるのは、機き士しの格好をしたイオだった。

「イオ」

　呼びかけにそちらを見れば、リーシャが立っている。

「リーシャ、なんだよこれ？」

　わけがわからないまま、イオはリーシャに問いかけた。

　リーシャは力ない笑えみを漏もらし、イオを見る。

「イオを信じてるよ」

「なんだよこれ、どういうことだよ」

　そう言って、イオはリーシャに近づこうとした。

　だが、できなかった。

　巨きよ大だいな音が、イオの歩みを止めたのだ。

　なにか硬かたいものを全力で殴なぐるようなそんな音だ。そんな音が、空いっぱいになって降ってきたかのような大音量で響ひびき渡わたったのだ。

　耳が痛くなるというより、本当に頭を殴られた気分になった。

「リーシャ！」

　わけがわからない。

「なんなんだよ、これは……」

　夢を見ているのだと思ったら、自分で消していた記憶で、そしてそれさえもただなくした記憶を思い出したわけじゃないなんて……

「どういうことなんだよ。リーシャ！」

「イオ！　お願い！」

　喧やかましい音はずっと続いている。それにかき消されそうになりながら、リーシャの悲鳴のような声が聞こえてくる。

「お願いだから、たすけて！」

　彼女は、そう叫さけんだ。

　そして、イオは今度こそ、なにかの衝しよう撃げきで吹ふっ飛んだ。
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　心臓が締しめ付けられる。

「ぐあっ！」

　あまりの痛みにイオは叫んだ。

「なっ……」

　視界はぼやけている。その薄うすもやのような視界の上で激しい光が明めい滅めつし、イオは混乱した。

　さっきまでのことは覚えている。願いの壁かべの前にいた。中等部時代の思い出だ。リーシャがいて、ラウもいて……

　……イオ自身が双子の繫つながりを砕くだいていたんだということも思い出した。

「クソ兄貴！」

　混乱で身動きが取れなくなっているところに、その声が耳に届いた。

　ガンッ！

　また、あの殴りつけるような大きな音だ。

　今度は頭だけでなく、全身が揺ゆさぶられる。

「がっ！」

　そしてまた激しい痛みだ。

「くそっ、なんだ？」

　状じよう況きようがまったく理解できない。通信はどうなった？　ニルファの声が聞こえない。視界はまだ戻もどらない。

　この痛みはなんだ？　この光は？　あの記憶は？

「なにが、どうなって……」

　混乱から抜ぬけだそうと顔を拭ぬぐう。まずはこの目だ。音から察するに戦闘中のはずだ。それなのにラウの声がする？　変にくぐもっているが通信機越ごしではないのか？　それなら、共鳴暴走はどうなった？　心臓が痛いのはそのためか？

　どれだけ頭で思っても視界がはっきりしないのは、竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアが効果を発揮していないからだ。

　目を擦こすっている間にも振しん動どうはイオを揺さぶる。

「くそう」

　なんとか、かすみながらでも見えるようになったのはそれからすぐだった。

　滲にじむ視界に映ったのは透とう明めい度の高い壁だった。

　結けつ晶しようだ。

　それがイオの眼前にある。

「え？」

　目の前だけではない。

「え？　え？」

　体は謎なぞの激痛で動かせないが、首を動かすだけならできる。

「え？　え？　え？」

　視界を巡めぐらせて確かく認にんして、イオは驚きよう愕がくした。

　結晶の壁は四方を囲んでいる。その向こうに竜りゆう圏けんの荒こう野やが広がっている。

　壁の向こうでさっとなにかが視界に飛び込んで、壁の一面をまっ白に染めた。結晶がひび割れて白はく濁だくしたのだ。

　だがそれは、瞬またたく間に修復されてもとの透明度を取り戻している。

　おそらく、あれがラウだ。

「そんな……」

　理解が、イオを呆ぼう然ぜんとさせる。

　見えない場所はあるけれど、まず間違いない。

　イオは侵しん蝕しよく晶しよう核かくに取り込まれている。

「くそっ、なんだこれ」

　手足をバタバタとさせてみるがうまく動けない。そうしている間にも視界はさらに明めい瞭りようになり、自分の状況もはっきりとした。

　それは、どうして竜圏幻装が途と切ぎれているのかという答えにも繫がった。

「こんな……」

　自分の胸を見て、イオは絶句した。

　三本の先せん端たんが交こう叉さしてイオの胸から突つき出している。細い結晶の槍やりだ。イオはそれに貫つらぬかれ宙に持ち上げられていた。

「ぐあっ！」

　衝撃が槍越しにイオに伝でん播ぱする。足あし下もとの壁が白濁し、そして元に戻る。ラウの攻こう撃げきが続いているのだ。

　そして、ラウがこれだけ接近していても共鳴によるカンナカムイの心臓の強制起動から暴走という現象が起こらない。

　つまり、イオのカンナカムイの心臓は壊こわれているということだ。

「くっそ……」

　心臓が壊れてどうして生きているのか？　その謎は置いておくとしても、この状況は最悪の極きわみだ。

　混乱はまだ消え去ってはいないものの、なんとかしなければという思いがどんどんと思考を占せん有ゆうしていく。

　痛みはあるものの死んでいるわけではない。すがるものは胸から飛びだした槍しかなく、イオはそれに手を伸のばした。鋭するどい先端以外は棒のようになっている。

　摑つかめはするものの、槍は三本で、しかもイオの体の中で交叉しているのだ。抜こうとして抜けるものではない。そんな力はないけれど、力ちから尽ずくでそれができても自分の体を引き裂さくことにしかならない。

　どうにもならない。

　そのことを理解してしまって目の前が真っ暗になったような気がした。

「こんな、ことで……」

　だけど、これで諦あきらめるのか？

「冗じよう談だんじゃ、ない！」

　自らを串くし刺ざしにする槍を握にぎりしめ、イオは唸うなる。外ではラウが攻撃を繰くり返している。轟ごう音おんに紛まぎれて声が聞こえてくる。

「兄貴を……」

「返し……」

「……やがれ！」

　振動、白濁、修復という終わりないサイクルの狭はざ間までラウの叫びが聞こえてくる。

　そんな声が聞こえてきているというのにイオが諦めるわけにはいかない。

「くそ……」

　なんとかこの槍を抜ける方法はないのか。槍を摑みながらいろいろと試ためしてみる。

　だが、槍自体はビクともしない。イオの生身の力では折ることはできそうにない。そうなると自分の体を引き裂くしかないが、しかしそれで生きていられるのかどうかはわからない。

　生きていたとして、それで戦えるのか？

　いや、心臓を壊されたのなら竜圏幻装もできない。戦うことはできないのだ。

「だからって、このままでいられるか！」

　こんなところで、ラウを釣つる餌えさにさせられたままでいられるはずがない。

　だけど、動けない。

　それでも諦めない。

　イオは槍を握りしめ、足をばたつかせ、なんとか抜け出せないかと足あ搔がく。

　無む駄だな努力でしかないとわかりきった状況だが、無駄な努力しかやることがない状況だった。

　それでも、心は折れていなかった。

　なんとかここを抜け出さなければ。

　足搔き続けていたそのとき、変化が起きた。

　ラウの攻撃による衝撃で一いつ瞬しゆんだが目が眩くらむ。その途切れた視界が戻るまでの間で、槍の先に足が降りた。

　ローファーの先が視界に飛び込む。ローファーから見える靴くつ下したからそれが女性のものだとわかった。

「イオ」

　呼びかけられたその声に、イオは震ふるえた。

　その声をイオは知っている。

　見上げる。

「忘れてたでしょ？」

　そう言って笑いかけてくるのは、リーシャだった。中等部の制服を着て、イオを見下ろして笑っている。

「ひどいよね。オーケーしてくれたのに、忘れるなんて」

　槍の先に立つリーシャは笑いながらイオを責める。

「違ちがう、僕は……」

　そこから先の言葉がない。

　忘れていたのは本当だ。

　どうして忘れてしまったのだろう。そう思うと涙なみだが出てくる。

　あのとき、願いの壁の前でイオは決断したのだ。かなり思いきって決断をしてリーシャを選んだのに。

「なんで……なんで僕は忘れてたんだ」

「イオ、気付いてないけど、イオは頭も怪け我がをしたんだよ」

　そう言って、リーシャは自分の頭を指さした。

「あのとき、イオは目と手だけじゃなくて、記き憶おくも一部分、なくしちゃってたんだね」

「リーシャ？」

「だけど、それは取り戻せたから、だからイオに返してあげる」

「な、なにを言って？」

「だからもう、わたしのことを忘れたらだめよ？」

「リーシャ！」

　一方的に話し続けるリーシャに、イオは叫さけぶ。彼女はその顔に浮うかんだ笑えみを困った感じに変化させた。

「わたしだって、ちゃんとうまく説明できるほどには理解できてないわ」

　リーシャはその表情とは相あい容いれないほど真しん摯しな響ひびきでそう語った。

「だけど、これだけは言えるの」

　そう言うと、リーシャはしゃがみ込み、手を伸ばしてくる。その手は足下の槍を撫なで、そしてイオの頰ほおを撫でる。

「わたしは、まだ生きてるよ」

「リーシャ」

　その言葉がまさか聞けるとは思わなかった。

「だから、たすけに来て」

「リーシャ」

「絶対よ」

「うん、わかってる。わかってるよ」

「あと、ラウとは仲良くね」

「わかってるさ」

「じゃあ、待ってるから」

　そう言うと、リーシャの姿が朧おぼろ気げになる。

「リーシャ！」

「まだまだ、晶しよう核かく越ごしでも戻もどりきれないのよね」

「リーシャ。だめだ！　行くな！」

「だから、たすけてくれるの、待ってるから」

　そう言って微笑ほほえみ、リーシャの姿はあっというまに薄うすれて消えてしまった。

　だけど、ただ消えただけではない。

　彼女は自身の消失とともにイオを串刺しにしていた槍を消してくれた。

　重力に引かれ、イオの体が落ちる。

　だが、イオはただ落ちてはいられない。

　こんなところでじっとはしていられない。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお、ラウ！」

　イオは叫んだ。

　なにかの確証があったわけではない。だが、心臓が槍で貫かれて動いていないというのに、イオは死んでいない。

　そしてラウが側そばにいる。

　このことが無関係であるはずがない。

　イオの叫びが通じたからか、体中から力が溢あふれた。

　竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアだ。

　取り戻した戦せん闘とう力を、イオは全力で振ふり回す。法則摩擦現象ロウ・フリクトが全身を七色に輝かがやかせる。吸い込んだ力を練り上げ、解き放つ。

　突っ込んできたラウが打撃を与あたえて白濁化させた壁に、イオも攻撃を加える。練り上げた力は螺ら旋せんを描えがいてラウが入れたヒビに食らい込み、その傷を広げていく。

　このまま……

「いけえええぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　イオの雄お叫たけびとともに螺旋はさらに壁かべに深く潜もぐり込み、ついに破は壊かいした。

「兄貴！」

　外へと飛び出したところで、ラウと合流する。共鳴の危険は頭になかった。心臓がないのだから共鳴のしようがない。

　おそらくだが、ラウがすぐそばにいることが、イオが生きている原因だろう。ラウの『イオを死なせない』という思念が、竜圏幻装ドラグリミツト・フアンタジアによる第三種法則として作用し、イオを不死にさせ、さらには心臓の共有現象とでもいうような状じよう況きようを作り上げているに違いない。

　とにかく、イオは機き士しとして戦うことができる。

「ラウ、すぐに終わらせる！」

「おう！」

　いきなりのことでもラウは戸と惑まどわない。イオとともに高く飛び上がる。

　地面に斜ななめに突つき刺ささった侵しん蝕しよく晶しよう核かくは棺ひつぎのようにも見える形をしていた。
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「くそっ、なんでこんなことに」

「お前がぼんやり吹ふっ飛ばされてるところをやられたんだよ」

「ああ……くそっ」

　そういえば、あのときはなんだかいろいろネガティブな思考に取り憑つかれていた。

「とにかく、二人一度に動けるんだ。やるぞ」

「えらそうに！」

　そう言いながらラウもこちらに動きを合わせる。

　呼吸を合わせ、力を練り、そして解き放つ。

　二人がそろって拳こぶしを握り、一気に降下する。




　まだ生きていると、リーシャが言った。

　なくしていた記憶を彼女は取り戻してくれた。

　それは、単純に忘れていたことを思い出したというだけではない。なにもかもが元に戻るかもしれないという可能性を彼女は示してくれたのだ。

　はたして本当にそんなことができるのかどうか。

　夢物語のような可能性にすがるべきなのか、どうか。

　だが、どちらにしろ戦わなくてはならない。

　侵しん蝕しよく晶しよう核かくは眼前にいる。

　そして、これからも増え続けるだろう。

　イオが機士として生き続けることを選ぶのなら、たとえ選ばなくても、人類は戦わなくてはならない。

　それなら、少しでも自分の望む未来を見て戦いたい。

　やっぱり、僕は暗い気持ちでは戦えない。




「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　雄叫びとともに振り下ろした拳には、侵蝕晶核を砕くだく感かん触しよくが宿る。

　その感触が全身を駆かけ抜ぬける中で、イオはそう思うのだった。







　あとがき







　どもです。

　雨あま木ぎシュウスケです。




　現在、悩なやんでいることがあります。

　それは……

　アプリゲーの招待ＩＤをツイッターで流すのは公こう私し混こん同どうか否いなか。

　十人招待して手に入るのはフェニックスガンダム。

　いや、わかってるんだ。手に入るのはレアプラスだから。別とはいえ格上のＳレア機体を編成に組み込んでいるのに使う場面があるかどうかはわからない。

　いや、たぶんない。

　なにしろ今回の緊きん急きゆうクエでは、すでにクィン・マンサをドロップしている。ハマーン様も手に入れた。目指すはランキング報ほう酬しゆうのＳレア・グレミーという状じよう況きようで、レアプラスの機体がいるのかどうか。せめてボス特効でも付けといてくれたら緊急クエの開幕で出番があるのに。

　だが、まだ始めて一ヶ月足らず。散さん開かい放ほう置ち戦せん法ぽうをするには遠えん距きよ離り機き体たいが足りない。ぶっちゃけファンネル機体が足りない。そんなんだから、もしかしたら出番があるかもしれない。

　それ以前に趣しゆ味み的な意味でもフェニックスガンダムは欲しい。

　プレステのＦをやったときには最後までこいつを使い続けたぐらいのお気に入りだから、やっぱり欲しい。

　ぐぬぬぬぬ。

　しかし、ツイッターに流すのはいかん気がする。

　おとなしくアプリレビューに書いとくか。

　以上、最近のゲーム事情、ジージェネレーションフロンティア編でしたとさ（二〇一三年十一月の話です）。




　あ、ゲームそのものは良くできてますし、メンテごとにイベントを切きり替かえてきますので飽あきにくい仕様にはなっています。

　ですが、基本無料のアイテム課か金きんゲームですので、興味をもたれた方は財さい布ふの紐ひもをきっちりとコントロールしてくださいね。




　さて、話は変わり……




　ドラグリミット・ファンタジアですが、今回で終しゆう了りようとなりました。もう少し長く続けたかったような、残念な気持ちではありますがしかたありません。今回の経験を活いかし、次はもっと面白いものをご用意できるよう、努力いたします。




　読者様、しばの番ばん茶ちや様、その他関係者様方に感謝を。

　それでは、次の作品で。





雨木シュウスケ












ドラグリミット・ファンタジア02




ウォール・ウォーカー








雨あま木ぎシュウスケ
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